









































異世界ですが魔物栽培しています。2
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　青い空。青い海。一面青の景色。

　そこは海のど真ん中。そんな場所で一つの船が航海をしている。

　叩たたきつける波にも負けず、船が前進するたびに、心地の良い風が吹いてはオレの頰ほおを撫なでる。

「いやー、気持ちいいもんだなー」

　雲一つない快晴を見ながら、思わず呟つぶやく。

　船旅はひと月前にも体験したが、その時よりも遙はるかに気持ちの良い航路で、青空を見ながら背伸びをする。

「って、よく見れば何か飛んでるな？」

　空を眺めていると、上空を飛翔する何かを見つける。

　鳥か何かか？　そう思っていると、そいつの目がオレの視線と合った。

　こちらを確認するや否や、みるみる近づき、姿がハッキリと視認できるようになった。

　大きさは鷹たかほど。色は黒であるが、それよりも目を見張るのはそいつの全身を覆う鱗うろこ。

　背から生えた翼も鳥のような羽毛ではなく、コウモリのような力強い翼。

　明らかに鳥とは異なる異形の姿であったが、オレはそいつの姿を確認すると、大きな声で名前を呼ぶ。

「おい、バーン！　お前、いつの間にあんなに高く飛べるようになったんだ？」

「ぴぃー！」

　オレが名前を呼ぶとそいつ──ワイバーンの子供であるバーンは嬉うれしそうな鳴き声を上げ、オレの肩に止まる。

「ぴぃー」

　普通の人が見れば驚く光景かもしれないが、今ではこれが普通だ。

　そう、ここはオレが知る地球ではなく、魔物が存在するいわゆる異世界であった。

　見れば、先程の上空にはバーン以外の鳥の姿も見えるが、それらの形状もオレが知る鳥とは全く異なる。

　遠目にはよく分からないが、背から四枚の翼が生えた鳥や、バーンのように竜のような形状をした魔物の姿も見える。

　海を見れば時とき折おり海面に飛び出る魚の姿も、半魚人のような魔物。

　どれも地球では有り得ない生き物の姿であった。

　まあ、ゲームや漫画が好きな人ならば一度は夢見るような世界かもしれない。

　かくいうオレもその影響で、初めてこの世界に来た時はテンションが上がったものだ。

　とは言え、この異世界は普通の異世界とは異なる点があった。それが──

「キョウ、こんなところにいたの。探したわよ、全く」

「おう、リリィじゃないか。どうしたんだ？」

「どうって、そろそろお昼の時間でしょう。みんな食堂に集まって待ってるんだから」

「ああ、そっか、いっけね！　急がないと」

「早くしなさいよ。今回のお昼はカサリナさんが腕を振るった料理なんだから」

「お、マジか！　ちなみにメニューはなんだ？」

「今回は先日海で採れたブレードフィッシュの煮付けに鎧よろい貝がいのワイン蒸し、それからプチクラーケンの刺身よ」

「うおー！　どれも美う味まそうじゃん！　さっすがカサリナさん！　こりゃ昼飯が楽しみだぜ！」

「ぴぃー！」

　オレの叫びに同調するように肩に乗ったバーンもご機き嫌げんな声を上げる。

　そう、この世界が他とは違う一番大きな点。それこそが、この世界の食べ物、料理は全すべて魔物ということだった。















　まずはここに至るまでの話をしよう。

　オレの名前は氷ひ室むろ恭きよう司じ。ここではキョウと呼ばれている。

　事の発ほつ端たんはマンションの自室で購入したばかりの萌もえ植物図鑑を見ていた時、届いた荷物を受け取ろうと玄げん関かんを開けたら、この異世界が広がっていたというわけだ。

　その後は実に色々な出来事に巻き込まれていった。

　この世界の食物は全すべて魔物である。

　食物だけではなく、あらゆる武器や道具の加工品にも魔物を多く利用している。

　そして、魔物は自然にしか発生しない。人が魔物を育てることは不可能なのだ。

　ところが、オレはその魔物を育てる能力、いわゆる『魔物栽培』という特殊なスキルを宿していたのだ。

　この力を使ってゴミ箱から拾った魔物の種でキラープラントを栽培し、そのほかにも貴重な万まん病びよう薬やくと呼ばれるマンドラゴラを栽培したりした。

　いやはや、最初この世界に来た時はそのあまりのとんでもっぷりに色々と困惑したものだが、オレに宿った『魔物栽培』スキルと、持ち合わせていた萌え植物図鑑のおかげで様々な状況を切り抜けられた。

　特に植物図鑑に関しては重宝している。

　イラストによる植物の育て方だけでなく、その植物や野菜を使った料理や調味料の作り方などもコラムとして書かれており、これがかなり役に立ったのだ。

「うむ。ようやく来たかキョウ。待ちわびたぞ、それでは食べるとするかのぉ」

「はい。お待たせしてすみません、カサリナさん」

　そうこうしているうちに食堂へと到着。

　そこにはカサリナさんと呼ばれる女性が色とりどりの料理を用意して待っていた。

　その周りにはオレがこの異世界に来てから出会った仲間達の姿もある。

　船の中の食堂の広さは意外と大きく、街の食堂並みにある。

　これだけの広さなら、乗客はもちろん、船員たちも不自由なく食事を取れるというものだ。

「よう、兄ちゃん。遅かったな、外の景色でも見てたのかい？」

「ご主人様、バーンちゃんと一緒だったんですね」

「すぃ～！」

「おっとと、スィは相変わらず元気だな」

　そこにいたのはカボチャ頭の紳しん士しジャック・オー・ランタンのジャックに、マンドラゴラのドラちゃん、それにスィという名前の少女。

　オレが育てる魔物達は一部の例外を除いて、皆オレのことを慕したってくれる。

　最後のスィについては、この子も魔物の一種。とは言っても見た目は完全に人間の女の子だから、誰がどう見ても魔物とは気づかない。

「さてと。それじゃあ、いただきますか」

　オレとリリィが席に座ると同時に、この場に集まった皆が目の前のご馳ち走そうへと手をのばしていく。

　ちなみにオレの目の前には全長五十センチほどの巨大な魚の煮付けがあり、鼻を刺激する良い匂においが立ち込めていた。

　他にも拳こぶし大だいの貝がワイン蒸しにされたもの。イカの刺身と思おぼしき透明な肉が盛り付けられた皿など、様々な料理がところ狭しと並んでいた。

　まずオレは目の前の巨大な魚の煮付けへと手を出していく。

　魚の白身をほぐした瞬間、そこから漏れ出したのはギュッと濃縮された香ばしさ。

　料理の中で食欲を一番にそそるものはまず匂いと言うが、まさにその通り。食べる前から、ヨダレが口の中に溜たまっていくのが分かる。

　オレはそのまま巨大魚の白身を出だ汁しと絡ませ、口の中へと運んでいく。

　次の瞬間、口に広がったのは白身の軟らかさとキメの細かさ。さらにはそれを味付ける出汁の旨さであった。

「はむっ、むぐっ、んむっ！　カサリナさん、このブレードフィッシュの煮付け絶品じゃないですか！」

　隣では同じ感想を抱いたのであろうリリィが恍こう惚こつの笑みを浮かべたまま頰ほっぺをさすっている。

「ふっふっふっ、そうであろうそうであろう。これもキョウよ、お主の醬しよう油ゆあってこそよ。あの大会でのお主との戦いが儂わしを更なる高みへと引き上げてくれたのじゃ」

　カサリナさんが口にしたのは、今からひと月ほど前に行われた大料理大会。

　そこでは世界中の一流の料理人達が自らの腕を競い合い、世界一を決める大会が行われた。

　ひょんなことからオレは、ある料理人の助っ人として参加をした。

　その料理人というのは、オレがこの世界に来てからお世話になった小さな街の食堂屋を営む料理人ミナちゃんだ。

　大料理大会でオレが開発した料理や、醬油をはじめとした調味料などは、大会出場者の栄えい誉よとして、世界の料理知識として記されるという。

　そのため、目の前のカサリナさんにも醬油の作り方などは伝わっており、彼女はそれを瞬く間に吸収し、こうして日常的な料理に応用するまでに至っていた。

「しかし、醬油か。以前から酒や塩、魔物の体液など様々なもので料理に彩りを与えてはいたが、一つの調味料に、ここまで手て間ま暇ひまをかけることは想像もしなかった。今後はこうした料理そのものではなく、いかに特別な調味料を作り上げるかで料理界も広がりそうじゃな」

　そう呟つぶやき、自らの料理を眺めるカサリナさん。

　その瞳には未まだこれで満足している様子は見られなかった。

　実際、オレが作った醬油にしても地球のものに比べれば質は遙はるかに劣る。

　言ってしまえば素人が作った調味料であり、かろうじて醬油の原型になっているという程度に過ぎない。

　しかし、あの大料理大会を経て、様々な料理人やカサリナさんといった一流の料理人の手により改良が行われ、それはもはや地球の醬油とは別物に進化を遂げつつある。

　この世界には魔物しか食物がないため、それをどのように調理し、改良していくか。

　その一点において改良を続けた人々の腕は確かなものであった。

　オレはカサリナさんが調理した料理の味を嚙かみ締しめつつ、腹を満たしていった。




「いやー、さっすがは賢けん人じん勇者のカサリナさん。やっぱ料理の腕も一流ですねー」

「当然じゃ。あのグルメ貴族フィティスに料理の基礎を教えたのは儂じゃぞ。見くびってもらっては困る」

　まんざらでもなさそうに答えるカサリナさん。

　何を隠そう彼女はこの世界に存在する六大勇者と呼ばれる六人の英雄の一人である。

　しかし勇者と言っても剣を手に魔物と戦うような存在とは違う。

　無論、彼女自身もそうした戦闘能力も持っているらしいが、なによりも彼女が得意とするのはこうした料理を含めた技術、いわゆる開かい拓たく者しやとしての知識を生かした料理を振舞うことだ。

　実際、彼女の考案した料理や調理法、その他にも効率のいい魔物の捕らえ方や、素材の作り方など、あらゆる面で彼女の知識は多くの文化的促進を促したという。

　それゆえついた称号が『賢人勇者』。

　そして、そんな彼女の助言を受けて、オレたちは船旅を行っている。

　その目的地は──

「第七大陸のネツァク到着までは、もうしばらくかかるじゃろうから、今少しくつろいでおくがよい」

「それにしても、帝王勇者でしたっけ？　その人、本当にオレたちに協力してくれますかね？」

「交渉次第だろうが期待はしても良いと思うぞ。何しろ儂を含めた六大勇者の会議では、そやつが最もお主に対して好意的な発言をしていたからな」

　その言葉に、オレは多少の期待と不安を膨ふくらませつつ頷うなずく。

　今現在、オレたちが向かっている先は第七大陸と呼ばれるネツァク。

　大陸にはそれぞれそこを統治している国がある。ひとつの大陸につきひとつの国。

　そして、オレ達がこれから向かうネツァクにも、大陸と同じ名前を持つネツァク帝国と呼ばれる国がある。

　そのネツァク帝国を支配する王であり勇者と呼ばれる人物『帝王勇者』に会うべく、オレ達は旅立った。

　それぞれの六大勇者が持つ世界樹の種を手に入れるために。

「しかし未いまだに信じられぬな。その宝石が実は世界樹の種であり、世界樹がこの世界を支える柱だったとは」

　そう言ってカサリナさんはオレが持つ世界樹の種を、どこか感かん嘆たんするように見つめる。

　世界樹の種は一見すると宝石のように美しく輝いていて、その大きさもボール並みだ。

　確かにこれが種だとは普通は気づかないだろう。

　しかも六大勇者それぞれが邪悪の樹クリフオトを討伐した証あかしとして手に入れた戦利品であるため、そうやすやすとは手放さないだろうとカサリナさんも言っていた。

「やっぱ正面切ってお願いしても簡単にくれないですよね～」

「まあ、そうじゃろうな。特に帝王勇者は自身が認めた者には、それ相応の敬意を払うらしいが、評価に値しない人物には冷れい徹てつとも聞く。どうやってあやつの信頼を勝ち得るかにかかってくるじゃろう」

「ですかぁ……」

　やはり一筋縄ではいかない相手のようだ。

　とは言え、これはオレにしかできない役割であった。邪悪の樹として切り倒された世界樹は、実はこの世界を支える柱である。それが現在四本のみとなり、このままいくと遠からず世界は崩壊してしまうらしい。

　折角転移したこの世界が崩壊したのではシャレにならない。

　なによりもこの世界で知り合った皆のためにもオレは全ての世界樹の種を集め、それを育てなければならない。

「すぃ～！」

「おっとと、どうしたスィ？　もしかして心配してくれたのか？」

　真剣な表情で悩んでいたのを心配したのか、スィがオレの膝ひざに乗って抱きついてくる。

　見ると、スィだけでなく、ドラちゃんやジャック、バーン達までオレを見つめていた。

「ご主人様。私もご主人様のためなら、なんでも力になりますから、困ったらいつでも言ってくださいね！」

「オレも兄ちゃんのためならいくらでもこの身を脱ぐぜ。なんだったら頭の方を食べてもいいからな」

「ぴぃー！」

「ははっ、みんなサンキュー。けど大丈夫、うまくやってみせるさ。あとそれからジャック。いい加減、お前を食う気はないって何度言わせればいいんだよ」

　それぞれにオレを心配して声をかけてくれるメンバーに温かい気持ちになる。

　それを遠巻きに見ていたリリィも、こちらを見ながら笑みを浮かべていた。

　一方のカサリナさんは興味深そうにこちらを覗のぞいている。

「ふふっ、お主達は本当に面白いな。特にキョウよ。このように魔物に囲まれ、それを受け入れ、馴な染じんでいる姿は実に痛快だ。さすがは我が弟子フィティスが惚ほれただけはある。やはりお主についてきて正解だったかもしれぬな」

「そう言ってもらえるとオレも嬉うれしいですよ」

　カサリナさんのその発言からは、こちらをおだててるわけではなく本気で言っているのが伝わってきた。

「ですが、今更ですけどご主人様。やっぱりフィティスさん達がいないのは少し寂しいですね……」

　胸のポケットに収まったドラちゃんがポツリと呟く。

「確かにな。けど、フィティス達にはオレ達が戻る場所を守ってもらってるから、その分、こっちはこっちで頑張らないとな」

　オレのその発言に「そうですよね」と頷くドラちゃん。

　そうしてオレはここに来る前のフィティス達とのやり取りを思い出した。





◇　◇　◇






「キョウ様。第七大陸のネツァクに向かうというのは本当ですか？」

「ああ。カサリナさんから次に世界樹の種を集めるなら、その大陸を支配する帝王勇者に会うのが一番いいって助言されてな。もうボチボチ出発の準備も終わる」

　すでに用意していた荷物を纏まとめながら、オレは答える。

「そうなんですか。……出発には師匠も同行を？」

「ああ、六大勇者に会いにいくのなら同じ勇者である自分がいた方が話が早いだろうってな」

　その他にも万一の戦闘に備えてリリィ、ジャック、バーンも同行することとなった。

　リリィは無論のことだが、ジャックやバーンはオレが育てた魔物の中でも比較的、戦闘能力が高い魔物だからだ。

　他にはスィとドラちゃん。

　ドラちゃんは貴重なマンドラゴラということでオレが留守の間にさらわれないように。

　スィは放ほうっておくと逆に危ない気がしたからだ。

　フィティスは納得しながらも、どこか落ち込んだ様子で頷く。

「……分かりました。本当なら私も同行したいところなのですが、生あい憎にくと料理以外に能がない私がキョウ様に同行してもお役に立てそうもありませんので」

　確かにフィティスにはリリィやカサリナさんのような戦闘能力は備わっていない。

　だが、人にはそれぞれ役割というものが存在する。

　オレにはオレの。そして、フィティスには彼女にしか頼めないことがある。

　そのことを口にしようとした瞬間、背後から誰かの声が届く。

「……あの、キョウさん……どこかに行くの……？」

　振り返ると全身を白いローブで包んだ白い魔女、イースちゃんがいた。

　おそらく友達のドリアードの様子を見に来たのだろう。

「イースちゃん。ああ、実は……」

　ちょうどイースちゃんにも話さなければと思っていたオレは、そのまま彼女に事情を説明する。

「……そうなんだ。……それじゃあ、しばらくキョウさんや……リリィさんに会えない……」

　話を聞き終え、落ち込んだ様子のイースちゃんに、しかしオレは明るく振舞う。

「なーに、しばらくの間、留守にするだけだって。目的を果たしたらまた戻ってくるよ」

　オレの言葉に少し安心したような表情を浮かべるイースちゃん。

　その間も、フィティスは自分が役に立てないことをまだ気にしている様子だった。

「けど、その前にフィティスとイースちゃん。二人に頼みがあるんだ」

「頼み、ですか？」

　オレの言葉に反応を示すフィティス。

　そんな彼女に、自分の背後に広がる畑を指差す。

「見て分かる通り、オレがここを離れるとこの場所が放置されるってことなんだ。無論、ここにいる魔物達も放置される」

　そこには畑いっぱいに広がったキラープラントに、ジャック・オー・ランタン、デビルキャロットにマッシュタケ、ウィードリーフと様々な魔物達が栽培され、それらが元気よく畑の周囲を駆け回ったり、ゴロゴロしている様子が見られる。

　その中でも古ふる株かぶの一匹であるカイコロモチのモチがこちらに気づき、モゾモゾと近づき、オレの足元にじゃれついてきた。

　オレはそんなモチの頭を撫なでながら、周りの魔物達を一いち瞥べつし、二人にお願いをする。

「なので頼む。二人にこの畑の管理をお願いできないだろうか」

「え？」

「私達に……？」

　急なオレからのその頼みに困惑する二人。

　しかし、こんな事を頼めるのは二人以外にはいなかった。

「ああ。フィティスはオレと一緒にここに住んでいたから畑の魔物の扱いには慣れてるだろう。それにイースちゃんも魔女の力で魔物の気持ちが分かるって言っていたし」

「そ、そんな……分かるって言っても、な、なんとなくで……」

　しかし当の本人は自信が持てないのか遠えん慮りよしがちに帽子を深くかぶり、顔を俯うつむかせる。

　一方のフィティスはしばし黙り込み、やがて真剣な表情でこちらを見つめる。

「……キョウ様。私がここでキョウ様の帰る場所を守れば、それはキョウ様のお役に立てるのですか？」

　フィティスのその問いかけに、オレは彼女の瞳を真っ直ぐ見返しながら答える。

「当たり前だろう。だからこそ、お前に頼んだんだ」

　そんなオレからの返答に、フィティスは笑みを浮かべて納得する。

「分かりました。誰かがここに残ってキョウ様の帰る場所を守るなら、それはこの場所に少しでも精せい通つうした者が任されるのが当然です。私にお任せ下さい」

　フィティスの言葉は自信に溢あふれたものだった。

　事実、この場所で一番長く過ごしているのは、オレを除くとフィティスをおいて他にはいない。畑の管理に関してはオレの次に詳しいと言っても過言ではない。

「……わ、私も……わかった……！」

　そしてイースちゃんもまた杖つえを力強く握り、宣言してくれた。

「ここには……私の友達の……ドリちゃんもいる、から……ドリちゃんのためにも、ここは私が守るよ……！」

　そう言って庭の一角にてスヤスヤと眠っているドリアードのドリちゃんを見る。

　万が一、何者かがこの場所に危害を加えようとしてもイースちゃんがいれば一安心だ。

　彼女の実力に関しては折り紙つきだ。実際に彼女は雪山に住む雪の魔女として一部の冒険者達に恐れられていたのだから。

　二人からの返答を聞いたオレは笑顔を浮かべ、用意していた荷物を抱える。

「お～い、キョウー！　迎えに来たわよ～！」

　その時、ちょうど街からオレを迎えに来たリリィとカサリナさんが現れる。

　オレがそのまま、住み慣れたボロ屋から離れようとした時、これまでオレが育ててきた様々な魔物達がオレを見送るべく集まってきた。

　モチに至っては名残なごり惜しそうにオレの足に絹糸を絡ませてくる。

「きゅう～」

　心なしか「行っちゃ嫌だー」とばかりに涙目を浮かべているようにも見えたが、オレはそんなモチを安心させるように両手で抱え上げる。

「大丈夫だって。ちゃんと帰ってくるから。それにここではお前が一番の古株なんだから、オレがいない間、周りの魔物達の指揮を任せるぞー」

　しばし悩むような動きをするモチだったが、やがて涙目を振り払い、キリッとした表情を見せて一際凜り々りしい声を上げる。

「きゅい～！」

「任せてくれ！」と言わんばかりに胸を張る姿を見て、オレは今度こそ安心して出発するのだった。
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　と、そんな風に思い出に浸っていた次の瞬間、突然船が大きく揺れるのを感じた。

「!?　な、なんだ!?」

　まるで岩礁か何かにぶつかったかのように船が揺れ、危うく倒れそうになるところを机にしがみついて事なきを得る。

「皆、無事か!?」

「な、なんとか……」

「こっちは大丈夫だぜ、兄ちゃん」

「わ、私も大丈夫です。ご主人様」

「すぃ～！」

「ぴぃ！」

「驚いたな。今のは一体何じゃ」

　幸い全員怪け我がなどはなかったようだ。

　しかしその表情にはオレと同じ困惑の色が大きく浮き出ていた。

「何かあったのかもしれないわね。一いつ旦たん甲板に向かいましょう」

　事態を確認するべく、すぐさまリリィが先頭を切って走り出す。一拍遅れるようにカサリナさんも駆け出し、残ったオレとジャック、それにバーン達も続く。

　甲板に出ると船乗り達が慌てた様子で帆を操作している姿が見える。奥の方では船長がすごい勢いで舵だ輪りんを回し、船の針路を変えている姿が見えた。

「船長！　どうしたんですか!?」

「おお、アンタらか！　なに、ちょっと厄介なものに遭遇してな。そいつを回避するべく舵かじを取ってんだ！」

　豪ごう快かいな口調の船長にしてはどこか慌てた様子だ。その船長が指し示す方向を見る。

「渦……！」

　船の進行方向に巨大な渦が発生していた。まるで海中のトルネードのような渦。

　そのスケールはこの船を飲み込んでもあまりあるほど強大であり、あそこに引きずり込まれたが最後、海の藻も屑くずとなる光景は容易に想像できた。

　最悪の状況を想像して思わず身震いをする。しかし、すでに船の進路は渦うず潮しおから大きく離れ、無事に迂う回かいしていた。

「いやぁ、すまねぇな、兄ちゃん達。もうじきネツァク大陸に到着だったんだが、最近この辺りであの巨大な渦が発生するようになってな」

「え、あれって結構頻ひん繁ぱんに起こってるんですか？」

　船長からのセリフに思わず聞き返してしまう。

「ああ、もう半年くらい前から多発しててな。おかげでネツァク大陸に交流に訪れた船のいくつかが海底に飲まれちまった。最近じゃネツァクと他大陸との貿易も減少してるって話だぜ」

「そう、なんですね……」

　ふと先ほどの渦を確認すると、その中心に何か巨大な黒い影が見えた。

「ん……？」

　気のせいかと思い、もう一度目をこすってよく見ると、渦の中には何も見えなかった。

　確かに一瞬、黒い影が見えたような気がしたのだが……。

　しかし、その時のオレは深く考えることはせず、むしろ耳に響く船長の声に気を取られた。

「そんなことよりもそら！　見ろよ、アンタら！　大陸が見えてきたぜ！」

　その船長の豪快な声に全員が海の先を見る。

「あれが……ネツァク大陸」

　オレ達が見つめる先に巨大な大陸がぼんやりと浮かんでいるのが見える。

　それは以前までオレがいた第四大陸ケセドにも勝るとも劣らぬ立派な大陸。

　もうじき入港と分かるやいなや船乗りたちのテンションも上がっていく。

　果たしてあの大陸にはどんな冒険や魔物が待っているのか。

　そして、オレ達がこれから会う帝王勇者とはいかなる相手なのか。

　それら全てに期待と不安を持ちつつも、オレは隣に立つ相あい棒ぼうのリリィや、仲間であり家族であるジャックやドラちゃん、バーンやスィ達と共に頷き合うのだった。















「船長さん、ここまで運んでいただいてありがとうございました」

「なーに、オレ達もこれで商売やってるからな、気にしなさんな。次またどこかの大陸に行く際はぜひオレ達に声をかけな。格安で引き受けてやるぜ。そんで兄ちゃんが栽培した魔物を分けてくれよ」

「もっちろん！　いつでもお渡ししますよ！」

　無ぶ精しようひげを生やした厳いかつい顔の船長だったが、笑顔を浮かべる姿はいかにも快男児といった風で、船長と拳こぶしを突き合わせたオレは港へ降りていく。

「へえー、ここがネツァク大陸の港かー」

　目の前はいかにも港町といった光景。

　その地に足をつけた途端感じたのは、以前までオレがいた大陸とは異なる暑さであった。

　まさに真夏の暑さとも呼ぶべき熱が大陸中から漂っていた。

　道行く人たちも全すべてが薄着であり、あちらこちらで露ろ店てんを出している人達やそれに足を取られている人達もいる。

　そんな真夏のテンションに浮かされているかのように街中が騒々しく活気に満ち溢あふれていた。

「ここ第七大陸ネツァクは全ての大陸中で最も気温が高いとされている。というのもこの大陸の八割以上が砂漠に包まれ、常に日差しがキツイ。住むにはいささか不便だが、ここにしか存在しない魔物も多くいるから、一概に住みにくい大陸とも言えないのが特徴よ」

　オレ達を先導するように歩くカサリナさんが説明をしてくれる。

「へえー、そうなんですね。もしかして気温って大陸ごとに決まってたりするんですか？」

「そうじゃな。この大陸は一年中暑いが、お主達のいた第四大陸は常に平均的な気温じゃな。逆に第二大陸などはこことは逆に一年中雪に埋もれた大陸で、いろいろ気温や特徴なども変わってくるな」

　なるほど。つまりこの世界には四季はなく、大陸ごとに暑さ寒さが決まっていて一年中それで固定されている感じか。

　改めて不思議な世界だなと思うが、それも今更かと納得する。

　見ると、この大陸に来るのは初めてなのかリリィが些いささか暑そうに手でうちわをしており、スィやドラちゃんもうだっていた。

「ふふっ、皆暑そうじゃな。やはりこれはフィティスを連れてこなくて正解だったかもしれぬな。あやつは暑さに弱いからの」

　皆の反応を見ながら面白そうに呟つぶやくカサリナさん。一方の彼女は慣れているのか汗一つかいていなかった。

「カサリナさんは暑くないんですか？」

「まあ、儂わしは世界各地を巡って自らの手で魔物を狩っておるからな。当然この大陸にも何度か来たことがあり慣れておる。そういうお主こそ辛つらくはないのか？　なんだったらここで脱いでも良いのじゃぞ」

　オレをからかうカサリナさんに苦笑いを浮かべつつ、首を振る。

「これくらいならまだ大丈夫ですよ。確かに暑いですけど耐えられないってほどじゃないですから」

「ほう、そうか。意外じゃな、お主旅には慣れた印象はなかったのじゃが」

　確かに旅なんてしたことはこれっぽっちもないが、地球にいた頃の都会のアスファルトの炎天下地獄に比べれば幾分マシだ。

　日本の夏はとにかく蒸し暑い。湿気と人ごみに、アスファルトという暑さの三重奏で真夏は倒れる人が続出するほどだ。

　それに比べればこの場所の暑さはむしろカラっとしていて、逆に心地いいくらいだ。

「それでは早速、この大陸の首都を目指すとするか？」

　カサリナさんからの問いかけに、オレは一も二もなく答える。

「勿もち論ろん。そのためにこの大陸に来たのですから」

　その返答を聞いたカサリナさんは満足げに頷うなずいた。
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「それにしてもやっぱりこの世界の馬も魔物なんですね～」

　オレは馬車の中から、砂漠を走っている二匹の馬型の魔物を見ながら感心するように呟く。

　あれからカサリナさんの案内に従い、馬車に乗ったオレ達はそのままネツァク帝国の首都へと向かっていた。

　ちなみに馬車を引っ張っているこの魔物の名前はデザートホース。

　見た目は馬なんだが、顔つきは豹ひようや虎とらのように凜り々りしく、柄もいわゆる砂地色で目立たない。

　そんな二匹の魔物を御者は手綱を引いて操り、結構なペースで走行していた。

「こいつら魔物なのに人間の言うこと聞くんですね」

　ふと、気になったことを口にするとカサリナさんがすかさず解説を入れてくれた。

「当然であろう。何もこの世界の魔物全てが人間に敵対しているわけがないだろう。お主が育てた魔物もそうだが、人に対して無害な魔物も多くいるものだぞ。現にちゃんと躾しつければこうして言うことを聞く魔物もおる」

　そう言われて、この世界の魔物がいわゆるオレの世界での動物だということを思い出す。

　馬も羊も元々は野生の生き物で、それを人間が飼い慣らしたんだから。

「ただ知ってのとおり我々では魔物を増やすことや栽培することはできない。故にこうしたデザートホースなどは常に捕らえておかなければならない。幸いコカトリスなどと違ってこいつらは餌えささえやっておれば大人しく従ってくれるからな」

　なるほど、確かに普通は餌え付づけすれば言うこと聞くもんだよな。

　しかし、そう考えるとこの世界での冒険者というのは食いっぱぐれない職業の代表なのかもしれない。

　こうして魔物を捕らえるだけで報ほう酬しゆうをもらえるのだから。

　実際、デビルキャロットやジャック・オー・ランタンなどあの辺の魔物は比較的簡単に採取できるし、需要がある。

「そういえば、ここって砂漠ですけど、食料となる魔物ってどんなのがいるんですか？」

「そうじゃな。例えば、ほれ、あそこにいるサボテンボールとか」

　と、カサリナさんが指す方向を見ると、そこにはサボテンに手足の生えた魔物がコロコロと何匹か転がっている姿が見える。

「サボテンボールの中には水分がたっぷり詰まった果肉がある。この砂漠では最も欠かせぬ魔物と言えよう」

　砂漠と言えばサボテンは貴重な食物だ。それはどうやらこの世界でも同じようだった。

　というか、説明を聞いている限り、オレの世界のサボテンよりもなんだか美お味いしそうな気がしてくる。

「他には……おっ、今あそこで冒険者達が戦っておるバジリスクじゃな」

　そこにはオレが知るコカトリスを数倍大きくした全長二メートルはある鶏にわとりと、その尻尾しつぽから生えた巨大な蛇へびを相手に戦っている冒険者達の姿が見えた。

　ってかあれ、もう鶏っていうか小型のドラゴンじゃね!?　あっ。そんなこと思ってるうちに冒険者達が慌てて退散し始めてる……。

「はっはっはっ、バジリスクの肉は数ある魔物の中でも逸材だからな。とは言えＢランク魔物ゆえに、そう易々とは倒せぬ。後で儂もひと狩りしてみようかの」

　そんなカサリナさんの殺気を感じたのか、こちらをチラリと見た後、バジリスクは慌ててどこかへと走っていった。

「他にもキラーサソリや、砂モグラ、カトブレパスなど様々な魔物がいる。どれも食用で味も良いものばかりじゃ」

「へぇ～。砂漠と聞いたんでもっと魔物の数も少ないと思ってたんですけど、結構いろんな種類がいるんですね」

「無論じゃ。むしろこうした過か酷こくな環境だからこそ、魔物達の多くも進化を遂げ、結果それが品質の良い魔物へと成長させたのじゃ」

　なるほど。つまり魔物の質に関しては逆にこうした環境の方が上ってことか。

　言われてみればＲＰＧとかでも後半の危険な場所に出てくる敵の方が強いもんな。

　ちなみにリリィはと言えば、オレとカサリナさんの魔物トークに呆あきれた顔をしていた。

　しょうがないだろう。魔物を栽培している身としては、その大陸の魔物事情とか気になるんだよ。

「ちなみに砂漠の魔物でなんといっても儂の一押しと言えば……」

　と、そんな未いまだに魔物について饒じよう舌ぜつに語ろうとしたカサリナさんだが、第三者の妨害によって止められる。

　オレ達を乗せていた馬車が急停止し、中にいた全員がすっ転んでしまったのだ。

「っ、いてて……！」

「ちょ、き、キョウ！　あ、アンタ、早くどきなさいよ！」

「へっ？」

　慌てるリリィの口調に顔を上げると、すぐ目の前に顔を真っ赤にしたリリィの顔が見えた。

　どうやら転んだ際、押し倒すような形になってしまったようだ。

「あ、わ、悪わりぃ！　リリィ！」

　思いのほか、顔が急接近していたことに驚き、慌てて離れる。

　一方のリリィは「べ、別に……どいてくれたのなら、謝らなくてもいいのよ……」と、どこか気恥ずかしそうだった。

「はっはっはっ、兄ちゃんと嬢ちゃんは今日も仲がいいな」

　空気を読んでるのか読んでないのか、そんなジャックのツッコミが入る。

　ちなみにドラちゃんはオレのポケットにて「むぅ～」と不機き嫌げんそうにほっぺを膨ふくらませている。

「おい、御者よ。急に止まってどうした？」

　一方、カサリナさんは御者へと近づき、事情を聞いていた。

「いや、それが道の先に困った連中が潜んでるみたいで……」

　その言葉に思わず顔を見合わせるオレ達。

　すぐさま馬車から全員降りて、御者の言う道の先を確認する。するとそこにあったのは文字通り、奇妙な光景であった。

「なんすか、これ？」

　それは言うなれば白い触しよく手しゆ。ウネウネしたものが地中からいくつも生えていた。長さはオレの腰くらい伸びている。

「おお、これは珍しい！　砂漠クラゲではないか！」

　テンション高くカサリナさんが言う。

　彼女はそのまま白いウネウネした触手に近づいたかと思うと腰に差していた剣を鞘さやのまま、目の前に差し出す。

　するとそれに反応するかのように触手が鞘に絡みつき、次の瞬間、カサリナさんがまるで魚の一本釣りのように剣を引き上げる。

「ぬんっ！」

　気合のこもった一声と共に地中から引き上げられたのは巨大なクラゲであった。

　地面に打ち上げられたそれは、まるで海中の生き物のようにバタバタとその場で跳ねていた。

「えっと、カサリナさん。これって一体？」

「先程儂が言いかけた魔物じゃ。このネツァク大陸の砂漠にしか生息しない極めて珍しい魔物。それがこの砂漠クラゲじゃ」

　そう言ってカサリナさんは砂漠クラゲの触手を摑つかみ、それをロープのように縛る。

「こやつらは普段、砂の中に体を隠し、手足となる触手を出して、獲物が近づいた瞬間に捕まえるのじゃ。しかし、こうして剣や棒を差し出すとそれを反射的に摑んでしまう。そうなればあとは引っ張り上げる筋力さえあれば十分。ゆえに危険度はＥじゃが、やりようによっては一般人でも捕らえられる」

　そうして説明をしてくれた後、捕らえた砂漠クラゲを馬車の中に入れ、カサリナさんは手に持った鞘付きの剣をオレに差し出す。

「ほれ、せっかくじゃ。お主達もさっきの儂のように何匹か釣り上げて持っていくが良い」

「へ？　えええええええぇぇ!?」

　突然の狩り宣言に思わず間抜けな声を上げてしまうオレ。

「あ、あの、カサリナさん。今はそれよりも先を急いだ方が……」

　さすがのリリィも先を急ぐよう提案するが、カサリナさんは首を横に振る。

「何を言っている。道をこやつらが妨害しているのじゃろう。ならば、こいつらを地中から引き上げるのは先を急ぐ意味でも合理的であろう」

　むうー、確かに。迂う回かいするという手もあるが、見ると周り一帯に砂漠クラゲが繁殖している。

「それに、こやつらの触手には特殊な成分が流れているのじゃ。なんでもコラアゲンと呼ばれるものらしく、それを食べれば肌にハリができ、美容や健康にいいとの噂うわさじゃ。実際、薬用としての効果もある」

　へー、この世界の魔物にもそういう成分ってあるんだ。

「よし、早くこいつらを引き上げましょう。キョウもボサっとしてないで、手伝いなさいよ」

　ってリリィがすごいやる気で引き上げてるし！

　ま、まあ、カサリナさんの提案ももっともだ。オレとジャックもリリィに続き、砂漠クラゲを引き上げていく。

　数人がかりだったためか、数分くらいで十匹近くの砂漠クラゲを引き上げることに成功し、前を遮さえぎっていた障害物は取り除かれた。

「それにしてもツイておるな。こやつらは普段地中深くで眠っておる。こうして手足を出している時間は一日の中でも短いのじゃ。このような珍しい魔物と出くわしたのも魔物栽培士であるお主の加護かもしれぬな」

　いやー、さすがにそこまでの運を持っているとは思えませんが。

　というか行く先々で魔物に出くわすのも、それはそれで悪運ですし。

　何はともあれ、再び動き出した馬車に乗りながら、オレ達はネツァク大陸を支配するネツァク帝国の首都を目指す。

　ちなみに馬車の中は、捕らえた砂漠クラゲでギュウギュウ詰めになっていたが、リリィは「こ、これでお肌がスベスベになるなら安いものよ……！」とか呟いている。

　まあ、折角別の大陸に来たのだから、土産として珍しい魔物を持ち帰るのもいいかもな。

　オレはこの砂漠クラゲをうちの畑でも栽培できないかと、今のうちにイメージをし始めていた。
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「着きましたよ、お客さん達。ここがネツァク帝国の首都です」

　そう言って御者の案内と共に巨大な門を通り過ぎ、次に広がったのはまさに大都市と呼ばれる街並みだった。

　様々な四角い建物。中にはまるでビルのように巨大な作りの建物もあり、オレがいたあの街はおろか、大料理大会が行われた第十大陸マルクトの都市よりも遙はるかに広大だ。

「四方全てが巨大な壁で建設された城じよう砦さい都市。攻めるには先程通った中央の門を通るしかない。文字通りの堅けん牢ろう都市、それがこの首都ネツァクの別名じゃ」

　確かにそう呼ばれるほどの景色がここにはあった。だが。

「……その割にはあんまり人がいませんね」

「ふむ。確かにな。前に来た時はもっと通りに露店が並んでいたはずなのだが、今は一つも並んでないな」

　そう、街に入った瞬間感じたのは活気のなさ。

　普通ならこうした首都は活気に満ち溢あふれているはず。

　だが、街行く人達の表情は暗く、すれ違う人も街人や冒険者よりも、兵士の数の方が多い気がする。

　それによく見ると、街のあちらこちらに瓦が礫れきの跡や、傷ついた家も多く見かけた。

　中にはまるで爆撃でも受けたように崩壊し尽くされた建物まである。

「何かあったのかな……？」

　これならば先程までの港町の方が遙かに賑にぎわっていた。

　しかし、オレ達がそんな詮せん索さくをするよりも早く、馬車は通りを抜け広場のような場所に到着した。

「さて、それじゃあ、案内はここまでです。ここから先はお客さん達の足で歩いてくださいな」

　御者の声に従い、オレ達はそれぞれ例の砂漠クラゲを抱えて、馬車から降りる。

「うむ。ここまで案内ご苦労じゃった。助かったぞ」

「いえいえ、料金分はキッチリ働きますよ。それにお客さん達から頂いた砂漠クラゲもいい臨時収入でしたし」

　そう笑う御者の背後には何匹かの砂漠クラゲが放置されていた。

　さすがに全部を抱えるわけにもいかないので、余った分は御者にプレゼントしたのだ。

「それでは、また機会がありましたら。はいよー！」

　掛け声と共に御者を乗せた馬車が来た道を戻っていく。

「それでこれからどうするの？」

「そうだな。まずはこの国の帝王様に会ってみたいんだが、さすがに正面から行って通してくれるわけないよな～」

　リリィからの問いかけに、オレは頭をかく。

　どうしたものかと思案している時、カサリナさんの声が届く。

「いや、キョウよ。案外、向こうから招待状が来るというパターンもあるぞ」

「へっ？」

　カサリナさんの突拍子もないセリフに反応するオレ。

　すると次の瞬間、数人の兵士がオレ達を取り囲むように現れる。

「な、なに、こいつら!?」

　咄とつ嗟さの事態にオレだけでなく、リリィまでも慌てた様子で武器に手を伸ばそうとする。しかし、それより早く兵士達の中から一人の威い厳げんある女性が前に出てきた。

「失礼。そちら、魔物栽培士のキョウ殿とお見受けします」

　それは全身を白い鎧で包んだ、いかにも女騎士という風ふう貌ぼうの女性であった。

　出いで立たちや雰囲気から、周りの兵士達とは明らかに立場が違うことが窺うかがえた。

　戸惑うオレ達に女性の方から自己紹介をしてくる。

「私の名前はエスト。帝王勇者ロスタム様に仕える騎士団の団長です」

「騎士団の団長自ら歓迎とはな。儂は賢けん人じん勇者のカサリナじゃ」

　相手の名乗りに対して素直に名乗り返すカサリナさん。

　やはりそこは勇者としての礼れい儀ぎもあるのだろう。オレもカサリナさんに倣ならい名を名乗る。

「オレはキョウ。アンタの言う通り、魔物栽培士だ」

「フンッ、やはりそうか」

　オレの名乗りに対し、エストと名乗った女性はどこか見下すように鼻を鳴らす。

　どうやら良い印象は持たれていないようだ。

　そう思った矢先、エストと名乗った女性が手を上げると同時に周りの兵士達がこちらに武器を向ける。

「……これは一体どういうつもりかの？　エストとやら」

　思いも寄らぬ事態にカサリナさんが厳しい声で問いかけ、オレもリリィも困惑するように固まってしまった。

「帝王様からの命令だ。魔物栽培士キョウ、賢人勇者カサリナ、及びそれに付き従う者達。付いてきてもらおう、お前達の身柄を預かる」
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　帝王配下の兵士達に連れられたオレ達は、現在城の中を歩いている。

　ある意味で、目的の人物に会うのに一番手っ取り早かったかもしれない。だが正直、向こうの思おも惑わくが分からず困惑の気持ちが大きかった。

　周囲にはオレ達を取り囲むように兵士達が並び、前方には例のエストという女性が歩いている。

　帝王の下まで連れて行くといえば聞こえはいいが、これはほぼ連行と思っていいだろう。

　それはオレだけでなく周りの皆も気づいていた。

「……兄ちゃん、もしもの時はオレが囮おとりになる。その隙すきに兄ちゃんはリリィ嬢と共に逃げて……」

「余計なことは考えない方がいいぞ、カボチャの魔物」

　オレに耳打ちをしたジャックに対し、背中を向けたままそう宣言するエストさん。

「戦闘になればお互いに無事では済むまい。それにここで戦えば帝王様を敵に回すことになるぞ」

　そうだ、ここで揉もめれば帝王との交渉は確実に不可能になる。

　現状、彼女達に戦闘の意思はまだない。だからこそ、オレもリリィも大人しく従う道を選んだ。

　ジャックの提案はありがたかったが、それは気持ちだけ受け取ることにしておいた。

　そうして、通路を歩くことしばらく、オレ達の前に巨大な扉が現れた。

　それを前に立ったエストさんは厳かな口調で宣言をする。

「騎士団長エスト。例の魔物栽培士と賢人勇者をお連れしました」

　しばらくすると、扉がひとりでに開き始め、その向こう側にあった景色が明らかとなる。

　広大な空間。白一色に染め上げられた、単調ながらも美しい作りであった。

　そして、その奥、巨大な玉ぎよく座ざに座る一人の人物がオレを含む全員を睥へい睨げいしていた。

「──ようこそ」

　歓迎の挨あい拶さつと共に男は玉座を立つ。

　黄金の王。それが男を見た第一印象だった。

　金色に輝く髪、胸元から溢れ出した褐かつ色しよくの肉体は鋼はがねのように鍛え抜かれ、着ている服もゆったりとしたローブに、金色の貴金属をいくつか身にまとっている。それは男の覇は者しやたる証を立てているかのように似合っていた。

　自信に満ち溢れた笑み、己を絶対と信じて疑わない態度、毅き然ぜんとしたその姿に周囲の兵士達は静かに跪ひざまずく。

「君のことは大分前から聞いていた、こうして会えるのを楽しみにしていたよ。オレの名はロスタム。このネツァク帝国を支配する帝王にして、六大勇者の一人だ」

　そう名乗った男はまさに、帝王であり、勇者としてのカリスマを備えた人物であった。

「久しぶりじゃな、ロスタム。あの会議以来か」

　一瞬、目の前の帝王の姿に圧倒されたオレだが、隣に立つカサリナさんはいつもと変わらぬ態度のまま目の前のロスタムさんにそう話しかける。

「ああ、久しいな、賢人勇者よ。あの会議以降、お前とは連絡が取れなくなったため心配していたぞ。いわく、例の魔物栽培士に取り込まれたのではないかと」

「はっはっはっ、それは面白い見解だな。だがまあ、当たらずといえども遠からずだ」

「ほお」

　カサリナさんの軽口に興味深そうに目を細め、こちらを見つめるロスタムさん。

　ってか、やめてくださいよ！　カサリナさん！　あんま変な事言ってあの人に悪印象を与えないで!!

「キョウとやら、君とは直じかに話したいと思っていた。こちらから迎えに行く手間が省けたよ」

「え？　なぜ帝王様が、オレなんかに興味を？」

「君はあの大料理大会で優勝した魔物栽培士。その名はすでに世界に知れ渡っている。特に君が栽培した魔物の品質の良さは誰もが認めるものであり、それを求めて第四大陸に多くの商人が集まっているとの話だ」

　マジか。そんなことになっていたとは。

　そういえば、少し前にミナちゃんの食堂屋に行った時もすごい繁はん盛じようしていたし、これは畑の管理をフィティス達に任せて正解だったかもな。

　グルメ貴族たる彼女なら、そうした取引にもキッチリ対応してくれるだろう。

「それでキョウよ。君がわざわざオレの下に出向いたのは何らかの頼みがあってきたのだろう？」

「あっ、はい。そうなんです！　実は帝王勇者ロスタム様、あなたが持つ──」

「待て」

　こちらの来訪の目的に気づいてくれたロスタムさんに世界樹の種の話をしようとした瞬間、遮られてしまう。

「オレはまだ君達の話を聞くとは言っていない」

　それまでの友好的な態度とは一変。まるで冷れい酷こくな支配者を思わせる眼差しでこちらを観察する帝王。

　その視線の鋭さにオレは思わず冷や汗が出る。

「先程言ったがオレは君と話したいと思っていた。が、それは別にただの談話ではない。君にやってもらいたいことがあるという意味だ」

「オレに……やってもらいたいこと？」

　帝王はオレ達に「ついて来い」と一言だけを言い、城の通路を歩きだす。

　少し歩いた先、先程の玉座の間の扉よりもはるかに小さな、私室の扉の前に到着。帝王はその扉を軽くノックし一言呟く。

「入るぞ」

　帝王の口から漏れたその声色は先程までの威圧的なものとは異なる、どこか優しげなものであった。

　部屋の中に入るとそこには一人の少女がベッドの中で苦しげに寝息を立てている姿があった。

「この子は……？」

　問いかけるより早く、その少女に付き添っていた医者と思おぼしき人物が帝王になにやら報告を行う。

「帝王様。リーン様の容体は相変わらず。ここ数日は安定しておりますが、いつ波が来るかは分かりません」

「そうか、ご苦労。何かあった際には呼ぶ。下がっておれ」

「はっ」

　帝王の命令を受け、医者と侍女達が下がっていく。

　その後、帝王は改めてベッドの中で眠る少女の紹介を行う。

「紹介しておこう。この子はリーン。オレの妹だ」

「え？」

　帝王の妹？　ということはこの国の王女ってことか？

　そう言われて少女の顔を確認するが、ぱっと見は帝王には似ていない。

　髪の色もロスタムさんが金なのに対して、少女の髪の色は銀。

「この子は母親似だが、生あい憎にくとオレは父親似らしくてな。見た目では兄妹きようだいだとは思われぬ」

　なるほど。それで、この子が一体？　とオレがそう思った時、帝王は即座に答える。

「頼みというのは他ほかでもない。我が妹、リーンを治して欲しい」

「え？」

「見ての通り、妹リーンは生まれつき不治の病やまいを抱えている。これまで薬や医者達の手により、生きてこられたが……年々病の進行が早くなり、最近は見ての通り、臥ふせった状態が続いている」

　そう言って帝王は、息苦しそうな寝息を立てている妹の額ひたいを優しく触れながら、オレに真まっ直すぐな視線を向ける。

「ゆえにお前にこの子を救って欲しい」

「ち、ちょっと待ってください！　治してくれって言ったって、オレは医者でも何でもないんですよ!?」

　帝王からの頼みは分かったが、あまりに突拍子もない頼みに動転する。

　というか、なぜにオレにそんな頼みを？

「君はこの世界の医者にはない、もっと特別な力を持っているだろう」

　帝王からそう指摘された瞬間、オレは彼が何を望んでいるのか察した。もしかして……。

「そうだ。君の持つ『魔物栽培』スキル。その能力を使って、妹の病を治せる魔物を栽培して欲しい」

　世界一の名医を連れてくるのではなく、病を治せる薬を作り出すこと。

　確かにその方が遙かに話は早い。そのために帝王はオレに会いたがっていたということなのか。

「ちょっと待って。質問があるんだけどいいかしら？」

　しかし、オレが納得するよりも早くリリィが帝王に対し質問をする。

　帝王は申してみよとばかりに顎あごで先を促す。

「アンタがキョウを求める理由については分かったわ。けどそれなら、わざわざ栽培させるより治療薬となる魔物を狩るか見つけてくればいいんじゃないの？　アンタは勇者であると同時に帝王。金に糸目をつけなければ手に入るんじゃないの？」

　確かにもっともな質問だ。しかし、リリィは勇者とか帝王にも態度が変わらないんだな。すごい奴だ。

　そう思っていると、リリィの質問に対し帝王は失笑を浮かべて否定する。

「それならもうとっくにやった。オレがただ手をこまねいて妹をこのままにしていたと思うのか？」

「それは……」

　確かにそうだ。一国の王ともなればその財力で病を治そうとするのは当然。

「世界各地に存在する治療効果のある魔物を取り寄せ、名医も呼び寄せた。だが、一時的に病を回復することはできても、完治させることは不可能だった。むしろ、医者が言うには生まれて数年で死ぬはずだった命をここまで生きながらえさせた方が驚きだと」

　つまりは現状、帝王の手札にこの子を救う手段はないということ。

「……けど、オレがその子を救える魔物を栽培できるかどうかは分かりませんよ」

「その時はお前の価値はその程度だと思っておくさ。お前の望みもオレが聞いてやる義理もないと思え」

　そう言った帝王の表情はまさに冷酷。己の利とならぬものに用はないと断言していた。

　だがオレが本当に凍りついたのは次なるセリフであった。

「その時は君が持つ『万まん病びよう薬やく』を回収させてもらう」

「!?」

　オレの心臓が一瞬、跳ねる。帝王が言うその万病薬とは──

「話は聞いている。君はあの伝説の万病薬マンドラゴラの栽培に成功したのだろう？」

　自分の名前を出され、オレの胸のポケットに隠れていたドラちゃんが怯おびえている。

「マンドラゴラは以前、オレも何匹か手にしたことがある。が、ほとんどが偽物。唯一手に入れた一匹のおかげで、幼少の頃、死ぬはずだったリーンが持ちこたえた。今の状況はその時の再現とも言える。もしも君が治療薬となる魔物を栽培できないのであれば、マンドラゴラを回収し、妹のために使わせてもらう」

「ま、待ってくれ！　それだけはさせられない！　アンタの妹の命がかかってるってのは分かる！　けど、そのために他の命を犠牲にするなんて……！」

「他の命？　異いなことを言う。そいつらは魔物であろう」

　だがしかし、オレのその言葉を帝王はあっさりと切り捨てた。

「…………」

　帝王からのセリフにオレは黙るしかなかった。

　確かにこの世界からしてみれば、魔物は単なる資源に過ぎないのかもしれない。

　それと人の命が同価値と思う者はいない。オレの世界でも人の命は動物よりも重いという意見が多い。それが肉親ならなおさらだ。

　だがそれでも、オレにとってドラちゃんはかけがえのない家族だ。

　この子を犠牲にすることだけは絶対にできない。

「──分かりました」

　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、オレは静かに宣言する。

「その子の病を治すための魔物、栽培してみせます」

　オレのセリフに帝王のみならず周囲が息を吞のむのが分かる。

　こうなった以上、オレには受ける以外の選択肢はない。

　目の前で苦しんでいる子がいるなら助けたいし、ドラちゃんを犠牲にするわけにもいかない。

　そして、世界樹の種をもらうためにも、オレは帝王からの依頼を請け負わなければいけない。

「そうか。ならば、この城に滞在する間、君達の安全はオレが保証しよう。何か必要なものがあれば逐ちく一いち連絡するがいい。なんでも取り寄せてやろう。ただし──」

　一泊置いた後、帝王は警告する。

「リーンを治療できる魔物を栽培できるまでは、この国からは出られないと思っておきたまえ」

　それは事実上、オレ達はこのネツァク帝国に囚とらわれたことを意味していた。
























「それにしても面倒なことになったわね」

　オレ達はこの国の騎士団長エストさんに案内されるまま城の通路を歩いていた。

「確かにな。これじゃあ、残してきたイース嬢やフィティス嬢も心配するんじゃないのか、兄ちゃん」

　リリィのセリフにジャックが頷うなずき、オレにそう問いかける。

「そうかもな……。一応二人にも何らかの連絡は取りたいんだが……」

　そこでふと目の前を歩いているエストさんにオレは質問をする。

「エストさん。オレ達はこの帝国に囚とらわれてる状況ですが、手紙とか外に出すことは可能ですか？」

「……可能だ。大陸便で届けてやろう。ただし、手紙の内容はこちらで確認させてもらう故、あまりこちらの内情を書き記すものであれば、そのまま処分させてもらう」

　詳しい説明を除けば、しばらく帝国に滞在するって程度であれば通してくれるってことかな。まあ、今のところ帝国側にオレ達に害を為そうという気はないようだし、それくらいでも構わないか。

　後で手紙を書かないとなと思っているうちに、目的の部屋にたどり着いたのかエストさんの歩みが止まる。

「ここがお前達の部屋だ。好きに使うがいい」

　エストさんが開いた扉の先は、まさに一流ホテルのロイヤルスイート並みの大部屋だった。ベッドや家具などは無論のこと、部屋の中に存在する風呂なども超大型だ。かなりのＶＩＰ待遇にオレだけでなく、隣のリリィまで啞あ然ぜんとしていた。

「すごい……何この部屋……」

「すぃ～！」

「ぴぃ～！」

　初めて見る広々とした部屋に見とれるオレとリリィを置き去りにして、バーンとスィは仲良く部屋の中を駆け回り出す。

「こ、ここをオレ達が使っていいんですか？」

　あまりの好待遇に思わず声が上ずるが、エストさんはさらりと否定をする。

「いいや。ここだけではなく、このフロアにある部屋を全すべて使っていいとのお達しだ」

　ぶほっ!?　マジかよおい!!

　ここは城の南側に位置する最上階のフロア。部屋の数は十を超えるが、それら全て貸切とか……！

　さすがは帝王と言われるだけあって保有する財や城の大きさだけでなく、器うつわもデカイな。カサリナさんが言う通り、彼は有用だと思う人物にはそれ相応の待遇をするということか。しかし、使えないと切り捨てられた時が怖そうだ。

　オレは一息ついて、担いでいた荷物や砂漠クラゲなどを部屋に下ろす。

　先程からリリィは、部屋にある世にも珍しい装飾を触っては目を輝かせていた。

　さすがのあいつもこれだけの部屋に入るのは初めてなのか。

　ちなみにスィとバーンは二人して早速、キングサイズのベッドの上で飛び跳ねていた。

「時にエストよ。この城における扱いは儂わしもキョウ達と同じということでいいのか？」

　一方、カサリナさんは自身の待遇に関して、エストさんに質問をする。

「いえ、カサリナ様については帝王様の邪魔さえしなければ好きに行動して良いと。魔物栽培士の傍そばにいるのも良し。それこそ、この帝国から立ち去るも良しとのことです」

「ふむ、そうか」

　さすがに同じ六大勇者同士、監禁するつもりはロスタム側にはないのか、カサリナさんについては基本放置の構えのようだ。

　だが、邪魔さえしなければということは、彼女がオレを逃がそうとすれば、即座に敵対行動を取るという脅しでもあるのだろう。

「まあ、儂もあやつの目的の邪魔をするつもりはない。それにキョウがこの地でどのような魔物を栽培するのか個人的にも興味はあるからの」

　そう言ったカサリナさんの目は、純粋な好奇心が覗のぞいていた。

「というか、エストさんは戻らなくていいんですか？　案内は終わったんでしょう」

　先程から扉の前で待機し、一向に動こうとしないエストさんに問いかける。

「……私は帝王様よりお前達の護衛も任されている。お前達に何かあった際にはそれを守り、手助けしろと」

　要は監視ということか。エストさんの言葉の裏に隠れた真意に気づき、オレはため息をこぼす。しかし、この手の女騎士団長って実はチョロインだったり、「くっ、ころ」みたいなイメージが強いんだが、そこんところどうなんでしょうか？　エストさん。

　と、そんな風に見ていると、こちらのやましい感情が読まれたのか睨にらまれた。

　すみません、今のは心の中だけに仕舞っておきます。

「って、わざわざエストさんが護衛しなくても他の兵士とかに任せればいいんじゃないんですか？」

「……お前達の護衛ともなればそれなりの者でなければ務まらない。生あい憎にく、今現在この国でそれができるのは私しかいない。他は皆、動けない状態だからな」

　動けない状態？

　エストさんが最後に呟つぶやいた言葉に引っ掛かりを覚える。

「えっと、それってどういう？　なんか怪我か病気でも……」

「……お前には関係ないことだ」

　が、その件に関して突っ込もうとすると手早く会話を切られた。

　もしかしてこの帝国では、妹さんの件とは別に何か起きてるのかな？

「そんなことよりも、お前はさっさとやるべきことをしろ」

　考え込もうとしたオレをエストさんが本来の目的に引き戻す。

　それもそうだな。今は目の前のことをするのが先決だ。

　まずはこの地でどのような魔物が栽培できるのかを調べなくてはならない。

「よし。それじゃあ、早速動いてみますか。というわけでいくぞ、リリィー」

「え!?　も、もう行くの？」

　フカフカのベッドにうずもれようとしていたリリィが名残なごり惜しそうに呟く。

　まあ、後でいくらでも好きに使えるんだから。
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　エストさんに案内されたのは、城のすぐそばにある使われてない平地。

　というよりも荒地と言った方がいいか。

　さすがに城内で魔物を栽培されるのも困るということで城のすぐ傍になったのだろう。

「さてと、まずは何から作業を始めるのじゃ。キョウよ」

　隣にはカサリナさんがおり、彼女は興味深そうにそう問いかける。

「そうですね。まずはこの土地で、オレが向こうで育ててた魔物達がちゃんと栽培できるか、確認作業をするところからでしょうか」

　オレはポケットから魔物の種が入った袋を取り出す。

「ほお、それは魔物の種か？　そんなものまで持ってきてたとは準備がいいのぉ」

「まあ、こう見えて一応、魔物栽培士なんて肩書きですし、どこで何があるかはわからないので、常に持ち歩くようにはしてます」

　ぶっちゃけ新しい大陸に行って、食べるものに困った際はこれを植えて栽培しようと思っていた。これもこの異世界に来た時の教訓からである。

　だが、まずは植える前に土に触れて、その感触を確かめる。

「……硬かたいな」

　ザラザラと粗い粒状の土を摑つかむ。

　砂漠の大陸と言っても大陸の全てが砂に覆われているわけではない。こうした土の地面も存在していたが、それら全てが乾燥し、硬い粘ねん土どのようになっている。

　オレも農業に詳しいわけではないが、硬い地面では植物は育ちにくいはず。

　ならば、最初にやるべきことは一つ。

「エストさんー、ちょっといいですか？」

「……なんだ？」

　少し離れた位置からオレ達を見守っていたエストさんに声をかけ、彼女は少し煩わずらわしそうに応じつつも、こちらに近づいてきてくれる。

「ちょっとお願いがあるんです。この城ってクワとかありますか？」

「当然ある。その手の武器は一通り、武器庫に揃そろっている」

「なら、それをいくつか持ってきてもらえませんか？」

「クワをか？　……分かった、少し待っていろ」

　若干面倒臭そうなエストさんだったが、素直に頷き、城の方へと戻っていく。

　オレは最初、この世界に来た頃にクワを探したのだが、日用品売り場にはなかった。

　だが、後になって考えてみればそれもそのはず。この世界には野菜がなく、魔物が存在する。人々が魔物を栽培できないのなら、耕す道具であるクワは必要ない。

　が、その代わりというべきか、武器屋にて一般人でも魔物を倒せる武器の一つとしてクワらしきものが販売されていた。

　ちなみにキャッチフレーズは「女性でも手軽に振り回せる特殊加工の斧おの！」らしい。

　と、そんなことを思い出しているとエストさんが戻り、いくつかのクワをオレ達の前まで運んでくれる。

「ふんっ、これでいいか」

　そう言って、乱雑にクワを放ほうり投げる。

　そこに転がったクワは、地球にあるものよりも遙はるかに品質がよかった。

「ほお、これは新型のダブルクワではないか！　さすがに帝国ともなると品揃えが豊富だな」

　感心するカサリナさんが握ったクワには、背の側にも刃がついていた。

　まあ、戦闘なら役に立つかもしれませんが、畑作業にはあんま必要ないです……。

　とりあえずクワを手に取ると、それに倣うように隣にいたリリィも手に取った。

「アタシも手伝ってあげるわよ。たまには戦闘以外でも相あい棒ぼうらしいことしなくっちゃだし」

「お、そうか。サンキューな、リリィ」

「別に、当たり前のことでしょう」

　リリィの後ろではジャックも同じようにクワを手にしていた。

「それでいつもアンタがやってるようにこれで地面を掘り返せばいいの？」

「ああ、頼むぜ」

　オレからの返事にリリィはすぐさま地面に向けクワを振り下ろし、ジャック達もまたそれに倣うように土を耕していった。




「ふぅ。まあ、こんなものか」

　あれから数時間ほどかかり、なんとか庭一面の土を耕すことに成功した。

　広さとしては体育館ほどであろうか。

　正直もっとかかるかと思ったのだが、そこはリリィとカサリナさんの猛烈なスピードで早く済んだ。

「ぴぃー！」

「ああ、お前もお疲れさん。ありがとな」

　途中からはバーンも口にクワの柄を咥くわえ、そのまま器用に土を耕してくれた。

「さて、と。それじゃあ、次は……すみません、エストさん！」

　先程と同様に、遠目にこちらを監視していたエストさんの名を呼ぶ。

「……今度はなんだ？」

「この耕した地面に水をかけたいんですけど、水ってどこにあります？」

　そのオレの質問に彼女は少し離れた場所を指す。見るとそこには湖が存在していた。いわゆるオアシス的なものだ。

「なるほど。砂漠ともなれば水場のある場所に街を作るのは当然ですか」

　あとから聞いた話によれば、この帝国にはこうした水場が各地に存在するとのこと。

　オレはリリィ達と共にタライに水を入れて、それを耕した地面に万まん遍べんなくかける。

「よしっ……これで十分だろう」

　なんとか地面いっぱいに水をかけて、額ひたいの汗を拭ぬぐうオレ。

　その後、オレは水分を含んだ地面に指で小さな穴を作り、そこに魔物の種を蒔まいて、土を被かぶせる。

　その上から、手持ちの種を数種類蒔いて、最後にもう一度、水を振りかけて種蒔きの工程が終了。

　土を耕すことにより、土に空気が入り、最初よりは柔らかくなったように感じる……が、期待はあまりできない。

　植物などを育てるにあたって一番重要なのが土そのものだと聞いたことがある。

　そもそもの土台である土に命が宿っていなければ、植物を育てるのは困難。

　それが証拠に、乾いた大地で育つ植物は限られたものしかない。

　だが、この世界で育つのは植物ではなく魔物。もしかしたらオレの栽培スキルなら、砂漠でも平野で育てていた魔物も育つかもしれない。

　その可能性を考えつつ、作業を終えたオレはエストさんに再度お願いをする。

「すみません。エストさん、またお願いなんですがー」

「今度はなんだ？」

　さすがに三回目ともなると慣れてきた様子。

　が、オレの要求を聞いた途端、エストさんは今日一日で最も不可解な表情を浮かべる。

「底の抜けた箱？」

「はい。大きめのやつです。人一人くらい入れるくらいの。できれば蓋ふた付きで」

　それを聞いて、エストさんだけでなく、カサリナさんも疑問符を浮かべていた。

「キョウよ。そのようなものを一体何に使うのじゃ？」

「えーと、説明するのは難しいのですが、地面に埋めて使うといいますか……」

　ますますわけのわからない顔をされた。

　まあ、そりゃそうだよな。これは口で説明するのは難しいな……。

「……ゴミ捨て場にならそのようなものもあると思うが、本当にそんなのでいいのか？」

「はい、むしろ十分です」

　オレのその返答に「分かった」と言いながらもエストさんは最後まで不思議な表情を浮かべたまま去っていった。

　一方のカサリナさんも、さすがの賢けん人じん勇者でもサッパリ分からないといった表情だ。

　ちなみにリリィはオレをずっと傍そばで観察していたため、なんとなく気づいている様子。

　やがて、エストさんが底の抜けたガラクタのような箱を抱え、こちらに戻ってくる。

「これでいいのか？」

「はい！　むしろ理想的です！」

　これだよ、これ！　とばかりにオレはエストさんが持ってきた箱をベタ褒ぼめする。

「これくらい大したことはないが……しかし、本当に何に使うのだ？」

　当のエストさんは感謝されることは嫌ではない様子。

　オレは、底の抜けた箱を土に埋めて、庭の一角に設置する。

「エストさん。最後にもう一つ、お願いがあります。ゴミ、あります？」

「はい？」

　そして、オレからのお願いに再びエストさんはキョトンとするのであった。




「よーし、オッケー。これであとは土とゴミを被せて、あと枯葉や雑草とかも入れて蓋をすれば完了っと」

　そうオレは箱の中に詰め込んだゴミやその他もろもろの様子を確認し、蓋を固く閉じる。

「キョウよ。お主が作りたかったのはゴミ箱だったのか？」

　背後のカサリナさんから質問をされる。

　まあ、傍はた目めから見ればそうとしか見えませんよね。

「遠からずとも近からず、とでも言いましょうか。これは堆たい肥ひというやつで、簡単に言ってしまうと土をよくする栄養みたいなものです」

「土の栄養……そのようなものがあるのか」

　さすがの賢人勇者も栽培の知識はないようで、ひどく驚いた様子だった。

「はい。ただ、これはできるまで早くて二、三ヶ月はかかりますから。まあ、先のことを考えて、今作っておこうと思ったんです」

　本来、栽培は長い時間をかけて行うもの。

　それはオレが持つ萌もえ植物図鑑にも書いてある。

　この世界での魔物の栽培の成長が速いのは、オレのスキルがあってこそだ。

　しかし、栽培とは直接関かかわりのないこうした土作りや、堆肥作りなどは地道にやっていくしかない。

　いずれにしても今日一日で畑への仕込みはほぼできた。

　見ればすでに日は暮れ、夕方。すっかり働いたあとの農夫さんの如ごとく、オレは汗まみれながらも、どこか達成感を味わっていた。

「じゃあ、今日はこれくらいにして、また明日にしましょう」

「そうね。一日二日で結果を出せって言われているわけじゃないんだし、地道にやりましょう」

「うむ、そうじゃな。今日は皆、よく働いたことじゃし、今晩の料理は儂自ら例の砂漠クラゲの料理を振舞ってやろう！」

「おおー！　本当ですか、カサリナさんー！　ぜひお願いします！」

「け、賢人勇者様。その、よろしければ私にもその料理を少し……」

　エストさんがカサリナさんに懇こん願がんしている。

　まだ出会って一日目だし、オレ達に協力してくれるのも命令によるものかもしれないが、少しずつエストさんとも仲良くなれればな。

　そんなことを思いながら、今日蒔いた魔物の種が、明日には芽を出していればと淡い期待をしつつ、オレは城へと戻るのだった。




　だが翌日、やはり現実はそう甘くはないと知らされた。

「芽は出てない、か……」

　昨日オレが魔物の種を蒔いた場所はなんの変化もなかった。

　無論、普通ならそれが当然なのだが、この世界の魔物の成長速度は地球の植物達とは異なる。

　その上、オレが持つ魔物を栽培するスキルによって成長が更に速くなっているらしいのだが、今回はそれがなかった。

「……やっぱり砂漠という厳しい環境下では普通の魔物も育ちにくいということか」

　となると正直まずい。オレが持ってきた種は第四大陸の魔物達。この砂漠の大陸では、それらの魔物は育ちにくいのかもしれない。

　霊れい薬やくの能力を持つマンドラゴラもここでは育たない可能性が高いということだ。

　その瞬間、オレは胸ポケットに収まったドラちゃんに声をかける。

「ドラちゃん、一つ質問があるんだけど……」

「はい。なんでしょうか、ご主人様？」

「ドラちゃん、マンドラゴラの種を出すことってできる？」

　それは一番初めに確認しておかなければならないことであった。

　ドラちゃんは植物型に属する魔物。以前に初めてドラちゃんを栽培した時も、彼女は種から生まれた。

　ならばマンドラゴラはどこかで種を排出できるはず。

「あっ、えっと、一応、頭の花から種を出すことはできます。ただ頻ひん繁ぱんには無理で、一粒出すと次は数ヶ月くらいかかります……」

「そっか」

　やはり、そう簡単には作ったり出したりはできないようだ。

　ならば、まずはこの地でマンドラゴラが確実に育つような栽培方法を確立しなければならない。

　そんな決意を新たにオレは目の前の畑という名の荒れ地を見る。

　もしも、それが不可能だった場合は最悪──ドラちゃんの命を取られる可能性もあるのだから。
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　そうして何日か、帝国に作ったこの畑の様子を見続けたが……結果はやはり一日目と変わらないものであった。

「……だめだ。やっぱり、育たない」

　オレが植えたジャック・オー・ランタンや、デビルキャロット、更にはウィードリーフ達の種の様子を見続けたが、そこから何かが出てくることはなかった。

　辛うじて、過か酷こくな環境下でも育ちやすいキラープラントだけがいくつか芽を出している。

　だが、それにしても普通ならもう苗になっているはずが未いまだ弱々しい芽であり、発芽率も蒔いた種の数からして二割弱。

　これではとても栽培に成功しているとは言えない。

　この地での栽培を始めてから、まだ数日と短いが、オレは早くも焦りの感情を浮かべていた。

　例の庭の一角で作っている堆肥にしても、まだ完成には程遠く、土に混ぜて肥料にするわけにもいかなかった。

　いや、最初から都合よく進むなんて思っていないし、これくらいは心の隅に想定していたこと。

　そうだ、へこたれるには早い。やれることはまだ残っているのだから。

「──よし。それじゃあ、ちょっと栽培の方法を変えてみるか」




「なに？　魔物の種を取って来たいだと？」

　オレからの頼みを聞くなり、即座に不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめるエストさん。そんなあからさまに嫌そうな顔しないでくださいよ。

「まずはこの地で育つ魔物の特徴を知りたいんです。そのためにもこの大陸に生息している魔物達の種を採取したいんです。お願いします」

　魔物の種を採るということは、外に出て魔物を倒すか、死し骸がいなどから種を拾う必要がある。

　そのためには城の外に出る必要があり、この騎士団長さんの許可を取らなければならない。

　オレはなんとか状況を説明して頭を下げる。

　しばしの沈黙の後、ため息と共にエストさんが頷く。

「よかろう。ただし、外に出るのはお前以外だ。あと念のため、私も同行する」

「助かります！」

　外に出てオレがそのまま逃げるのを防ぐための措置だろう。だが、どのみち、オレでは魔物を倒すことはできない。

　そりゃ最低ランクのＦなら分からないが、こうした魔物を倒して種を採取してくれるのはオレの相棒の役割であった。

「それじゃあ、アタシが行くわ」

　みなまで言う必要はないとばかりにリリィが名乗り出る。

　それに続き、後ろにいたジャックも名乗りを上げる。

「なら、オレも嬢ちゃんに同行しよう。種を集めるなら多いに越したことはない」

「……カサリナ様はどうしますか？」

　畑にて弱々しくも出た魔物の芽を興味深そうに観察しているカサリナさんにエストさんは声をかけるが、

「いや、儂はパス。こっちを見ておきたい」

　と振り返りもせず答える。

　まあ、魔物の種採取に関してはリリィがいれば安心だ。

「つーわけで、頼んだぜ。リリィ」

「当然よ。任せておきなさい」

　オレからの呼びかけに当然とばかりに相棒は笑って応こたえた。





◇　◇　◇






「それにしてもお前も奇妙な娘だな。あのような男の傍にいるとは」

「それってキョウのことを言ってるの？」

　魔物の種を手に入れるべく砂漠に出たリリィ達。

　監視という名目のもと、同行していたエストが言う。

「そうだ。魔物を栽培し、さらにはその魔物達と行動を共にするなど、ありえないことであろう。魔物とは危険なものであり、我らが倒すべき悪。そうして、奴らを倒した際に手に入る素材が我らの食料となり道具となるのだから」

　その発言はこの世界を生きる多くの者の考え方そのものであった。

　いつの頃かは分からないが、魔物＝悪という認識が広まり、人々は魔物を倒すことに罪悪感など覚えず、むしろ自分達の利益のための当然の行為と信じている。

　だからこそ、そんな魔物達をまるで家族のように傍に置いているキョウは傍目から見れば、かなり変わった存在なのだろう。

「……どうかしらね。けど、その言い方ってちょっとおかしくない」

「どういう意味だ？」

　思いもよらぬリリィからの反論に眉まゆをひそめるエスト。

「魔物は倒すべき悪。けど、アタシ達はその魔物から食料やあらゆる日用品の原料を得ているわ。それって倒すべき悪によってアタシ達の世界は生かされてるってことにならない？」

「それは……」

　さすがのエストも思うところがあったのか言葉を濁す。

「……だがそれでも、魔物と手を取り合うなど考えられぬ」

　その呟きはエストの本音なのだろうとリリィは察する。

「そういうお前こそ、なぜあいつの傍にいる。お前も冒険者ならば魔物を倒すのが生業なりわいだろう」

「そうかもね。ただアタシは昔から無意味に魔物を殺すのが好きじゃないのよ」

「な、なに？」

　リリィの返答にエストは戸惑いの声を上げる。

　だが、それもそのはず。リリィのこうした考え方は以前から周囲にからかわれていた。

　理由は分からない。そう思い始めたのもいつからなのか。ただリリィは無意味に魔物を殺すことに罪悪感を感じていた。

　彼女にとって、魔物を倒すのは必要な時だけ。

　そんな彼女だったからこそ、キョウに対して偏へん見けんを持たずに接していたといえる。

「……本当に変わった娘だな」

　エストのその言葉にリリィは「自分でもそう思うわ」と答えつつ、周囲の魔物を探索していく。

　すでにサボテンボールや、砂漠タケ、キラーサソリなど、いくつかの魔物を倒し、そこから種を回収していた。

　動物型魔物であるキラーサソリは前にキョウが教えてくれたように、種が宝石となっているので、それを探して袋に入れていた。

　それを見たエストは「冒険者なら当然か」と、特に疑問に思うこともなかった。

　これだけ集めれば十分かとも思ったが、他にも何か栽培のヒントになる魔物の種がないかと周囲の探策を続けるリリィ。

「おい、もうそれくらいで十分だろう。そろそろ戻ったらどうなんだ」

「そうなんだけど……あと一つくらい魔物の種を探したいの」

　そんなリリィの発言にやれやれといった表情を向けるエスト。だが次の瞬間、彼女の視界が反転し、自分の体が宙に浮くのを感じた。

「へっ、うわああああああああぁぁ!!」

　思わぬ事態の急展開に、らしくもなく大声を上げるエスト。

　慌ててリリィとジャックが振り返ると、そこには奇妙な蔓つるに片足を摑まれ、空中に吊つるされたエストの姿があった。

「え、エストさん!?」

「嬢ちゃん、何やってんだ!?」

「どうもこうもあるか！　急にこの蔓に足を摑まれて……！」

　そう叫ぶエストに反応するように蔓が生えた先、地面から何かが盛り上がって来たかと思うと、直径三メートルはある巨大な緑のボールの魔物が現れた。

「きしゃあー！」

「な、なにあれ？」

「気のせいか、少しオレに似てるな」

　突如として現れた魔物に対して、吞のん気きにそんなことを呟く二人。
















　それを見て、魔物の蔓に捕まったままのエストは顔を真っ赤にして叫ぶ。

「ば、馬鹿者！　人が捕まっているのに何を悠長に会話している！　もういい、こんなもの自力で……！」

　腰から剣を抜くとエストは自分の足を摑んでいる蔓を切り裂く。

　しかし、すぐさまジャックが制止の声をかける。

「よせ！　何をやってるんだ、嬢ちゃん！」

「あっ……！」

　ジャックの叫びで、エストも「しまった」という顔をする。

　そう、それまで空中の自分を支えていたものがなくなり、彼女は真っ逆さまに落下する。

「し、しまった……！」

　地面への距離は数メートル以上、しかも頭から落ちたら下手をすれば死ぬことすらある。

　タダではすまないと覚悟し、咄とつ嗟さに頭を守るべく腕でガードをして、目を瞑つぶるエスト。

「…………？」

　しかし、いくら待ってもその衝撃は来ず、代わりに何かに抱きとめられるような感触があった。

「全く注意力散漫だな。怪け我がはないかい、嬢ちゃん」

「なっ」

　目を開くとそこにはカボチャ頭の紳しん士しにお姫様抱っこをされた自分の姿があった。

「ば、馬鹿者！　何をしている！　さっさと降ろさぬか！」

「助けてやった恩人に向けて随分な言いようだな……心配しなくともちゃんと降ろすよ」

　ジャックは安全な距離へと移動し、抱えていたエストを降ろす。

「……礼は言わんぞ」

　一方で、リリィは地面から現れた謎なぞの緑の球体と戦いながらエストに声をかける。

「無事で良かったわ。それで、こいつはなんなの!?」

「スイカラと呼ばれる魔物だ。この大陸では珍しくない食用の魔物だがここまでデカいのは初めて見る。普通は危険度Ｅクラスだが、恐らくこいつは進化によってＣランクまでは成長しているぞ……！」

　そう言って剣を抜こうとするエストに隣にいたジャックが待ったをかける。

「待ちな、嬢ちゃん。Ｃランクならリリィ嬢の敵じゃない」

「え？」

　思いもかけぬセリフに眉をひそめるエスト。

「そういうこと。心配しなくても、すぐに仕留めるわ」

　言うが早いか、リリィの姿が瞬時に消え、次の瞬間、太陽を背に空中から巨大スイカラ目掛けて剣を振り下ろす。

　顔を上に上げる巨大スイカラだが、太陽の光に視界を奪われる。その隙すきを逃すことなく、リリィの一刀は巨大スイカラを真っ二つに割った。

「まあ、ざっとこんなものでしょう」

　慣れた手つきで剣を振り払い、真っ二つになった巨大スイカラからいくつかの種を確保し、リリィは二人の元へと戻る。

「……驚いたな。まさかＣランク魔物を一撃とは。中級冒険者でも一撃で倒すことは難しいはずだが……お前、何者なんだ？」

「別に、ただのいち冒険者よ」

　彼女の実力は上級冒険者にすら匹ひつ敵てきするものだと確信するエスト。

「まあ、油断さえしていなければ、私でもあの程度はできるがな」

　と、なぜか最後に無意味に張り合うエストにリリィもジャックも苦笑いを浮かべたのだった。















「……それにしても、どうするかなぁ……」

　リリィ達が魔物の種を探しに行ってからしばらく、オレは城内に戻り、通路を悩みながら歩いていた。

　あいつらならば、この大陸の魔物の種も無事に持って帰ってくれる。

　だが、それでこの大陸の魔物の栽培ができても、肝かん心じんの治療効果を持つ魔物を栽培することには繫つながらない。

　そもそも、仮に治療効果を持つ魔物を見つけたとしても、この砂漠という環境下で育つようにしなければ話にならない。

　オレは持ち込んだ萌もえ植物図鑑を開きながら対策を練る。

「一応、砂漠で育つ植物についての記述はいくつかあるんだな……」

　そこには砂漠緑化という文字と共に、砂漠に適応した植物の種類が書かれていた。

　砂漠に緑を増やすために、様々な取り組みがされているのだとか。

　コラムのページでは、とある農法によって普通なら育たない植物を砂漠や荒れ地などで育てることに成功！　という文字が載っている。

「これがどんな農法だったか思い出せればなぁ……」

　オレはそのページを見つめながら、地球にいた頃の記憶を思い出す。

　確か前に、この類たぐいのドキュメンタリーを見た記憶がある。

　が、誰しも経験あると思うが、そうした番組を真面目に見るわけはなく、漫画片手に流し見していた為、まるで記憶に残ってない。

「くっそー。こんなことなら、日頃から興味のない番組でも、きちんと見るんだったー」

　あの時、何かの農法が印象に残ったのは事実。

「そういうやり方もあるんだー」と漫画片手に感心したのは覚えているんだが、内容が思い出せない。

　マジでなんだったかな、と悶もん々もんと悩み独り言をブツブツ呟つぶやきながら城の通路を歩いていた時、ふと目の前を歩いてくる複数の兵士達に気づく。

「……ん、お前は？」

「あ、ど、どうも」

　咄とつ嗟さに視線が合ったもので緊張した様子で固まるオレに対し兵士達は疑惑の視線を向ける。

　が、その中の一人が何かを思い出したように呟く。

「ひょっとしてお前、〝アレ〟の対策のために帝王様が雇った魔物栽培士か？」

「は、はい。そうですが」

「そうか……。このような得体の知れない者を雇うほど事態は切迫しているのか……」

　そう呟く兵士達は深刻そうな面持ちでオレの姿を眺める。

　おそらくは帝王の妹さんのことを言っているのだろう、とオレは思った。しかし──

「だが、あれはお前のような魔物栽培士にどうこうできるものではない。我ら騎士団ですら手に負えぬ存在だ。今更お前が栽培する魔物が通用するとは思えぬ」

「え？」

　騎士団が手に負えない存在？

　その言葉にオレは妙な引っ掛かりを覚える。

　よく見れば目の前の兵士達はオレを見ているようで、その視線はどこか遠くを見ているようであった。

「いずれにせよ、我らの邪魔はしないことだ。それと命が惜しければこの国から逃げることだな。……とは言っても帝王様に目をかけられた以上、もはやそれも叶かなわぬか」

　そう呟き兵士達はどこか憔しよう悴すいした様子で通路の奥へと消えていく。

　どういう意味だ？　命が惜しければ逃げろとか。

　それは、オレが役割を果たせなければ帝王様に殺されるということなのだろうか？

　だが、どうにもしっくりこない。

　あの言い方ではまるでこの国そのものが危ういみたいに聞こえた。

　もしかして、今この国では妹さんの病以外に何か起こっているのか？

「うーん……分からーん！」

　思わず通路を歩きながら、そう叫んだ瞬間であった。

「……そこに誰かいるのですか？」

　不意に鈴のような声が聞こえてオレは一瞬ドキリとする。

　見ると、すぐ隣にあった扉が開きかけて、その向こうから声が聞こえてきたようだ。

　オレは恐る恐る扉を開けると、そこには以前見かけた少女の姿があった。

「あ、えっと、君は……」

「リーンと申します。初めまして」

　儚はかなげという印象の、女の子は答えた。

　前に見た時はベッドに眠ったままの状態だったので、こうして目を合わせるのは初めてだ。

　改めて見ると、その美しさに見み惚とれそうになる。

　生まれつきの褐かつ色しよくの肌に、彼女の持つ銀の髪は本当に映えており、まるで月の女神のように可か憐れんであった。

　来ている服もローブではあるが、汗をかきすぎないよう通気性のよいものであり、肌の露出も多く、そこから見える素肌に思わずドキリとする。

　だが、なによりも目を奪われるのは彼女の青い瞳ひとみ。

　生まれてから外の不ふ浄じように触れたことがないかのような純粋無む垢くな瞳は、こちらの心の内を覗のぞいているようだ。

　ただ見つめられるというだけで、思わず吸い込まれそうになり、知らず心臓の鼓動が速くなっていたオレに少女リーンは小首をかしげる。

「前にどこかでお会いしましたか？」

「い、いや、君が起きてる時には会ってないと思うけど」

　オレのその答えに、リーンちゃんは不思議そうな顔をするが、すぐさま何かに思い当たったのか、「あっ」という声と共に人差し指を立てる。

「もしかして、新しいお医者様ですか？」

　まあ、当たらずといえども遠からず。

　なんと説明すればいいかと思ったが、オレは彼女の瞳を見て、なぜか正直に答えた方がいいと思った。

「ちょっと違うかな。オレ、魔物栽培士のキョウって言うんだ。ここでは君の病を治すための魔物を栽培してるところなんだ」

　その答えにリーンちゃんは驚いた顔をした後、好奇に満みち溢あふれた表情へと変わる。

「魔物を栽培！　すごい！　そんなことができるんですか！」

「ああ、まあね。君は魔物とか怖くないの？」

「怖い、ですか？　いえ、そういうのはあまり。私、魔物とか本でしか見たことないですから、実際にどんなものなのか分からないんです」

　そう寂しそうに呟くリーンちゃんのベッドのすぐ傍には本棚が置かれており、そこには色んな種類の本があった。

「あの……つかぬことを聞きたいのですが、キョウさんが育ててる魔物ってどんなのがいるんですか？」

「どんなの……」

　その時ふと頭の中に浮かんだのは育てた途端、こちらに襲いかかってきたキラープラントに、「オレを食べてくれ」と慕したってくるジャック・オー・ランタン。

　引っこ抜くと同時に命いのち乞ごいをしてくるマンドラゴラとか。よく考えるとキワモノばかり。

　まあ、それでも話の種には十分かと思い、オレはこれまで自分が育ててきた魔物の話をしてみる。

　するとリーンちゃんはまるで物語に夢中になる少女のように瞳をキラキラと輝かせていた。

「すごい……！　まるで絵本のようなことをキョウさんは体験しているのですね！」

「いや、まあ、そうだね」

　確かに実際にオレ自身、物語の世界に迷い込んだみたいなものだしな。

　そんなことを思っているとオレの胸ポケットに隠れていたドラちゃんも姿を現す。

「そうなんです！　ご主人様はすごいんです！」

　オレの話を聞いてるうちに思わず飛び出したドラちゃんに驚くリーンだったが、すぐさま両手を合わせて感動するようにドラちゃんを見る。

「わぁ、あなたがマンドラゴラさんですか！　すごい、私魔物を見るのは初めてで、しかも幻まぼろしの霊れい薬やくとまで言われるマンドラゴラさんに会えるなんて嬉うれしいです！」

　リーンちゃんもマンドラゴラの希少さについては知っていたためか、生のマンドラゴラを見て、顔を赤くしていた。

　一方のドラちゃんも自分をマジマジと見つめる視線に思わず恥ずかしくなったのか、胸ポケットの中に顔を隠す。

「あっ、ごめんなさい。なんだか私ばかり興奮してしまって……」

　ドラちゃんの反応を見て申し訳なさそうに謝るリーンちゃんだが、それにはすぐさまドラちゃんが否定する。

「う、ううん、そんなことないですよ！　ただちょっと、そんなに見つめられると恥ずかしくなって……」

　その言葉に、リーンちゃんは少し驚いたような顔をするが、すぐさま愛あい嬌きようのある笑みを浮かべる。

「ふふふ、そうでしたか。マンドラゴラさんは恥ずかしがり屋なんですね」

「……そ、その、私のことは、ドラちゃん、でいいです……」

　小さく呟くドラちゃんの自己紹介にリーンは笑顔のまま頷うなずく。

「はい、分かりました。ドラちゃん。私はリーンと言います。どうぞ、よろしくお願いいたします」

　そう言って手を差し伸べるリーンちゃんにドラちゃんは、両手で人差し指を摑つかみ握手を交わす。

　そんな二人のやり取りを温かい気持ちで見守っていたオレだったが、突如としてリーンちゃんが咳せきこみ始める。

「ごほっ、ごほっ……」

「だ、大丈夫かい？　リーンちゃん」

　オレは慌てて彼女の背中をさする。

　医者を呼ぶべきかと思案したが、すぐにリーンちゃんが「大丈夫です。ちょっと興奮しすぎただけです」と笑顔を向ける。

　それにホッとするのも束の間、誰かがこの部屋の扉を開けて中に飛び込んでくるのが見えた。

「ぱぱ～！」

「って、スィ？」

　それは全身泥まみれになったスィだった。

　彼女はその格好のままオレに抱きつき、手に持っていた何かを差し出す。

「ぱぱ～！　これ～！」

　スィの掌てのひらにあったのは泥団子であった。

　恐らく泥のある場所で遊んだ後、それをオレに持ってきたのだろう。

　スィは前からこうしてオレのために何かを持ってくる癖があり、思わず笑みをこぼす。

「ありがとうな、スィ」

「すぃ～！」

　どういたしましてとばかりに胸を張るスィ。

「あの、キョウさん、そちらの子は……？」

「ああ、この子はスィって言ってオレの娘みたいなものだよ」

「すぃ～！」

　初めましてと挨あい拶さつをするスィ。

　そんなスィをリーンちゃんは不思議そうに見つめていた。

「その子……魔物じゃ、ないんですよね？」

「え？」

　リーンちゃんから漏れたその一言にオレは思わずドキリとする。

　しかし、オレが返すよりも早くリーンちゃんはどこか納得したように呟く。

「すみません、なんだか普通の子と違うような感じがして……。でも、気のせいですね。どうみてもただの子供ですもんね」

「そ、そうだね」

　その言葉にオレは苦笑いを浮かべつつ頷くしかできなかった。

　リーンちゃんの見立て通り、この子は魔物だ。

　しかもただの魔物ではなく、この世界にあって特別な存在、魔王の娘である。

　無論、そのことは最重要秘密であり、オレを含めたごく一部の人しか知らされていない。

　普通はこの子が魔物と思われることは滅多にないのだが、リーンちゃんは勘が鋭いのかもしれない。

「すぃ～！」

　そんなことを考えていると、スィがリーンちゃんに向かって、持っていた泥団子を差し出していた。

「あ、こら、スィ。リーンちゃんは病気だから、そういうのはあげちゃダメだよ」

「すぃ～……」

　そうなの？　とショボンとした顔をするスィ。

　そんなスィに対し、リーンちゃんは何でもないとばかりに笑顔を見せる。

「くすくすっ、ありがとうございます。スィちゃん。それじゃあ、私が元気になったら、お団子もらいますね」

「すぃ～！」

　嬉しそうな声を上げて笑うスィ。

　そんなスィをリーンちゃんは優しい笑みで見つめ、彼女の頭を優しく撫なでていた。

　スィもリーンちゃんのことが気に入ったのか、頭を撫でられながら嬉しそうに顔を赤らめていた。

　あの帝王の妹と聞いていて、最初はちょっと緊張していたが、リーンちゃんは見た目通り心優しい少女のようだ。

　それだけではなく、オレやスィといった初めて会う人物に対しても分け隔てなく接してくれる。

　そのおかげでこちらの緊張もすぐに解けて、相手がお姫様だというのに、友人のような感覚を覚えていた。

　こんないい子が病気で苦しんでいる状況に胸が苦しくなる。

　できることなら、自由に外を歩き回って欲しい。そんな感情がオレの中につもり始めていた。

　そうして、しばらく部屋に入り浸ってしまったものの、さすがにそろそろお暇いとましなくてはと立ち上がる。

「それじゃあ、リーンちゃん。オレ達はそろそろ行くね」

「あっ、はい……。あの、キョウさん」

「ん？」

　出ていこうと扉に触れようとした瞬間、リーンちゃんの呼び止める声が聞こえ、振り向く。

「よければまたお話を聞かせてください」

　その笑顔は、最初に見た時と同じ柔らかなものであったが、同時にどこか寂しさを秘めたものであった。

「ああ、もちろん」

　オレは明るく応こたえ、そのまま部屋から出た。

　帝王の妹であるリーンちゃん。

　オレは彼女の病を治すために魔物を栽培するよう命じられた。

　最初はドラちゃんを犠牲にしないためにという感情が強かった。だが、先程から、あの子を救いたいという感情が大きくなっているのが分かる。

　元々彼女には何の罪もない。ただ不治の病を背負っているというだけ。

　今まで彼女は外に出ることもなく、本や物語の中にしか外の景色を見ることができなかった。

　だが、オレの魔物栽培スキルでなら、なんとかできるかもしれない。

　なら、その可能性をとことん模索したい。

「……おっと」

　その時、ふとスィからもらった泥団子を握りっぱなしだったのを思い出す。

「すぃ～」

　隣を見ると、スィも同じように泥団子を手の中で握って遊んでいた。

　その姿に思わず笑みをこぼすオレだったが……。

「……ん？」

　握っていた泥団子の中から小石が溢あふれていた。

　どうやら、スィが団子を作った時に小石が混じっていたんだろう。

　通路に小石を落としたままにするのは悪い気がしたので、それを拾おうと屈かがんだ瞬間、オレはある閃ひらめきがよぎるのを感じた。

「……待てよ、これって……」

　泥団子の中に隠れていた小石。

　オレは小石と泥団子をもう一度見つめる。

　瞬間、オレの中でくすぶっていたモヤが晴れる感覚を覚える。

　──あった。砂漠で植物を育てさせる方法。それも、こんな身近なところに。

「すぃ～？」

　オレの真剣な表情を不思議そうに眺めるスィ。

　オレはこの閃きを与えてくれたことへの感謝とばかりにスィの体を持ち上げる。

「スィ、ありがとうな！　お前のおかげでなんとかなりそうだよ！　やっぱお前は最高の娘だよ～！」

「すぃ～！」

　不思議そうな顔をしながらもスィは嬉しそうにはしゃぐ。

　早速この方法を試すべく、スィと共に例の荒地の畑へと向かう。

　その際、畑へと行く道の途中で、街の方角からこちらに近づく複数の人影を見る。

「──キョウー！　戻ったわよー！」

「リリィ！」

　砂漠から帰き還かんしたリリィ達の姿だ。

「待たせたわね。これ、砂漠で採れた魔物の種よ」

　こちらに近づいたリリィから手渡されたのは種がぎっしりと詰まった袋。その中には宝石もいくつか入っていた。

「サンキュー、リリィ。結構色んな種見つけてくれたんだな。……っとこれは？」

　オレは黒い豆のような種を手に取る。

「ああ、それはスイカラの種よ」

　スイカラ？　どことなく聞き覚えのある名前に首をかしげていると、リリィの隣にいたエストさんが解説してくれる。

「スイカラは砂漠では珍しくない魔物だ。その実にはかなりの水分が含まれており、別名『砂漠の水がめ』とも呼ばれるほど重宝されているんだ」

　へえー、そうなのか。つまりスイカみたいなものか？

　スイカって砂漠にあるんだ？　あとで植物図鑑で確認してみるか。

「ついでにそのスイカラの実も持ってきたわよ」とリリィがバッグの中から、緑色の果肉を取り出す。

　あ、あれ？　なんかオレの知ってるスイカの色と違う……。

　ま、まあ、スイカって名前が付いてるし、色は違うけどきっと甘いはずと思って食べてみると──

「苦っ!?」

　あまりの苦さに思わず、叫んでしまう。

　なんだこれ!?　例えるならゴーヤみたいな味じゃねえか!!

　そんなオレの反応を楽しみにしていたのか、リリィとジャックが揃そろって笑い出す。

　エストさんもツボに入ったのか、顔を背けながら肩を震わせている姿が見えた。

　気のせいか、砂漠に行く前よりエストさんとの距離がちょっと近づいたような気がする。

「で、アンタの方はどう。何かいい考えとか浮かんだの？」

「ああ、ちょうどとっておきの秘策が浮かんだところだ」

　リリィからの質問にオレは会心の笑みを返す。

　そう、スィから得たこの方法が成功すれば、ここでの栽培も一気に進展を見せられるはずだ。

　オレの答えにリリィだけではなく、周りの皆も期待に満ちた瞳でこちらを見ていた。

　いずれにしろこれで種も揃い、準備は万端。あとはやれるだけのことを試すだけだ。





◇　◇　◇






　翌日、オレは昨日植えた種の様子を確認するべく、庭に向かって走っていた。

　そこにあったのは、まさにオレが望んだ景色であった。

「──よしっ！」

　この城に来てから、初のガッツポーズをする。

「どう、キョウ。昨日植えた魔物の種の調子は？」

「おう、リリィか」

　背後から現れたリリィに、オレは目の前の光景を見せる。

「これって……！」

　思わずリリィも驚き、唇に手を当てる。

「すごい！　ちゃんと芽が出てるじゃない！」

　そう、そこには地面から萌ほう芽がした種の姿があった。

「ここに植えたやつって、アタシ達が持ち帰った種よね？」

「ああ、その通りだ」

　サボテンボールの種にスイカラの種。その二つの種から芽が出ている。

　他にも昨日砂漠クラゲから採れた種も植えていたが、それも発芽していた。

　つまり砂漠の魔物なら、従来通り畑で栽培可能ということが証明された。

　そして、もう一つ。実はこちらの方が遙はるかに大きい成果だ。

「……あれ、キョウ。そっちの地面から出てる芽もあるけど、そこには何を植えたの？」

　リリィが指したそこには、目の前の芽同様、瑞みず々みずしく元気な芽がいくつか生えていた。

　オレはそれに対し自信満々の声で答える。

「ああ、あれは、ジャック・オー・ランタンの種と、キラープラントの種だ」

「え!?」

　驚きの声を上げるリリィ。

　それもそのはず。ここに来てから数日、ほとんど発芽の様子がなく、発芽してもその後すぐに枯れてしまった魔物達がこうして元気よく芽吹いていたのだから。

「ど、どういうこと？　アンタが持ち込んだ魔物の種ってほぼ発芽しなかったんでしょう？」

「確かにな。いくらオレでもこの土地じゃ普通の魔物の栽培は不可能だった。けど、それを可能にできる農法があったんだよ」

　困惑するリリィに対し、オレはあるものを見せる。

「泥団子……？」

「普通の泥団子じゃねーぜ。こいつは『粘ねん土ど団子』って呼ばれるやつだ」

　そう、これこそがオレがテレビで見た砂漠緑化に使われた農法の一つ『粘土団子』。

　通常、砂漠のような乾燥地帯で植物を育てるのは困難。

　そもそも種が発芽するのには十分な水分と栄養が必要なのだが、砂漠ではその水分を吸収する力が土になく、栄養も少ない。

　そこで、あらかじめ種をこうした粘土に包み、土の中に入れることで粘土が水分を吸収し、種の発芽も促してくれる。

　その上、粘土の中に肥料を混ぜることで栄養を高める効果もある。

　現在、肥料に関しては製作中。もうしばらくは庭の一角でゴミなどを発はつ酵こうさせる必要があるが、それでも粘土に包むことで種の水分吸収率はグンと上がった。

「すごいじゃない！　やっぱアンタの発想って普通じゃないわね！」

「まだ褒めるのは早いぜ、リリィ。どうせ褒めるなら、こいつらがちゃんと成せい熟じゆくした時にしてくれよ」

　そう言いながらも、オレは眼下のこいつらがスクスクと成長することを信じていた。




　それから数日後、そこには待ち望んだ景色が広がっていた。

「きた──!!」

　オレの叫びに呼応するように、無事成熟した魔物達が各々に叫び声を上げてくれた。

　リリィ達が採取してくれた種、砂漠の魔物であるサボテンボールはサッカーボール並みの大きさになり、今では自由にその辺を歩き回っている。

　他にもスイカラと呼ばれるスイカの形をした魔物も、地面から生えた蔓つるの先に実り、隣のジャック・オー・ランタンと仲良さそうに転がっている。

　こうやって見るとこのスイカとカボチャってちょっと似てる部分があるな。蔓の先にボールのように実るし。

　ちなみにキラープラントに関しては粘土団子のおかげで成熟したが、過か酷こくな環境下のため、人を襲うことはなく、実をつけるのに集中している感じだ。

「やりましたね、ご主人様！　これでこの場所でもご主人様の魔物が栽培できますよ！」

　オレの胸ポケットでドラちゃんも目の前の光景に賞賛してくれる。

　それと同時に、この場を見ていたもう一人が感かん嘆たんの声を上げていた。

「信じられん……まさか、砂漠の魔物だけでなく、別大陸の魔物まで栽培したというのか……！」

　この帝国の女騎士団長であるエストさん。彼女は目の前に広がった光景を見つめて、口を開けている。

　そんな彼女の足元を、生まれたばかりのサボテンボールがてくてくと歩く。

　驚いた彼女が咄とつ嗟さに腰の剣に手をかけようとするが。

「おっと、待ちな。お嬢ちゃん」

　そんなエストの手をジャックが制止する。

「な、何をする貴様！　ま、魔物が足元をうろつけば成敗するのは当然で……！」

「だから早とちりはやめな。兄ちゃんが栽培する魔物のほとんどは人間には無害だ。見てみな」

　足元を確認するエストさんは、すぐ目の前でぽてちんと尻しり餅もちをついてるサボテンボールに驚く。

「……敵意はないのか？」

　サボテンボールは、敵意はないと示すようにエストさんの周囲をコロコロと転がる。

「理由はよくわからないが、兄ちゃんに育てられた魔物はほとんどはこんな感じだぜ。オレやそっちのバーンなんかがいい見本だな。まっ、一部元気がありすぎて凶暴な連中もいるけどな」

　そんなジャックの発言に、不承不承ながらも頷くエストさん。

　どうやら、サボテンボールの体に生えていた棘とげは出し入れ自由のようだ。

　生まれたばかりのサボテンボール達にも生えているが、そのほとんどが自分達の意思で仕舞ってるように感じる。

　その証拠にオレの足元でじゃれつく際には棘は収納されて、危険はない。

　見るとエストさんの周囲にはいつの間にか数匹のサボテンボールがワラワラと集まっていた。

　本人はどうすればいいのかとアタフタしている様子だったが、そんな彼女に対して、ジャックが隣に生えていたキラープラントの果実を取り、それを差し出す。

「ほれ、食べてみなエスト嬢。兄ちゃんが栽培した特製キラープラントの実だ」

「……私がそんな怪しい物を食べるとでも」

　やはりまだどこかに疑いが残っているのか、差し出された黄色い果実をジト目で見つめるエストさん。

「いいから食べてみなって」

　強引にジャックから渡され、不承不承ながらも口にいれた瞬間、彼女の表情が大きく変わる。

「！　お、美お味いしい！」

　すぐに自分の発言に「ハッ」となり、慌てて口元を押さえながらこちらを見る。

　うん、バッチリ見てました。

「どうだい、これでちょっとは兄ちゃんを認める気になったか？」

「そう、だな……。確かに味はいいな……」

　素直に認め、エストさんは負けを認めたように頷く。

「……まあ、認めてやろう。確かにお前の栽培能力は私達の役に立つ。が、それだけだ」

　顔を背けるエストさんに、なぜだか笑いがこみ上げるオレ達。

　それを見ていたエストさんが「な、何がおかしい貴様達！」と食いつく始末。

「ほお、こいつはたまげたのぉ。本当に、この砂漠の地でジャック・オー・ランタンやキラープラントを育てあげるとはな」

　唐突に背後より声が聞こえ、思わず振り返る。

　そこには賢けん人じん勇者のカサリナさんと、もうひとりの勇者の姿があった。

「久しぶりだな、キョウ」

　この帝国の帝王にして六大勇者の一人であるロスタムさんだった。

　彼は栽培された魔物の数の多さに一瞬驚いたような表情を向け鷹おう揚ように頷いた。

「驚いたな。まさか本当に人の手で魔物を栽培するとは。それもこれほどの数を短期間に。なるほど、確かに君の栽培能力は本物のようだ」

　言葉では認めてくれたが、彼のその表情はこれで満足というわけではなさそうだ。

「しかし、ここにいる魔物の種類を見るにまだ治療効果を持つ魔物の栽培には成功していないようだな」

「それは、まあ……治療効果を持つ魔物の数自体、限られていますからね」

「そうかね？　君の胸の中にはすでにその魔物の種があると思うのだが」

　その帝王の言葉にオレはドキリとする。

　彼が言う胸の中というのは言葉のあやでもなんでもなく、今実際にオレの胸ポケットにいるドラちゃんのことを指している。

　確かに、先日聞いた話ではドラちゃんから種を一粒得ることはできる。

　そして今、粘土団子の農法により、普通の魔物でも栽培可能なことが証明された。

　だが、それでも仮にそこからマンドラゴラが生まれたとしても、その子を犠牲にするのはやはり心が咎とがめる。

　最初にマンドラゴラでもあるドラちゃんが生まれた時から、オレはマンドラゴラは殺さないと誓っていた。

　それはドラちゃんに言ったセリフでもあるが、こうしてそのドラちゃんと触れ合うことでマンドラゴラという魔物に対する情も人一倍になっている。

　まして、ドラちゃんの妹のような存在であればなおさら。

　なんとかその手段を回避したい。そう考え込んでいたその時、異変を告げる報告が届く。

「帝王様！　こちらにおられましたか！」

「どうした？」

　兵士から告げられたセリフはこの場に集まった全員に衝撃を与えるものであった。

「リーン様が！　妹君のリーン様の体調が急変しました！」




「リーン！」

　妹の名を叫び、慌てて部屋の中に入る帝王。

　その姿は帝王としての威い厳げんに満ち溢れた人物とはまるで別人であった。

「お……にい……さま……」

「リーン！　しっかりしろ、リーン！」

　リーンちゃんは熱にうなされながらも、兄の手を摑む。

「心配するな。必ずお前の病を治療してみせる。今は苦しいかもしれないが、もう少しだけ我慢してくれ。すぐに治療薬を持ってきてやるから」

　妹の手を握り呟く帝王の声は、今まで聞いたこともないほど慈愛に満ち溢れ、同時にわずかな焦りの色が見え隠れしていた。

「……はい。心配、していません……お兄様はいつでも……約束を守ってくれますから……」

　そう言ってリーンちゃんは目を瞑つぶり、息苦しそうな吐息を漏らす。

　すぐ傍には医者らしき人物が何人もリーンちゃんの様子を見ているが、誰もが絶望的な表情で俯うつむいていた。

「……キョウよ。申し訳ないが状況が変わった」

　氷のように冷たく冷れい酷こくな表情を纏まとった帝王ロスタムがオレへと振り返る。

　そのままリーンに聞こえないようにとオレに顔を近づけ、小声でしかしハッキリと告げる。

「見ての通り、リーンの病状が悪化した。この状態では長くはもたない」

「…………」

　その言葉にオレ自身、胸が痛むのを感じる。

「君はすでにこの砂漠の大陸でも、通常の魔物を栽培できるようにした。ならば、次はいよいよ本命の魔物を栽培してもらう」

　一拍置き、帝王は告げる。

「幻の霊薬と呼ばれるマンドラゴラ。それを栽培してもらおう」















「あ、あの……こ、こんにちは……」

「あら、イースさんじゃありませんか。久しぶりですわね」

「きゅい～！」

　小声で挨あい拶さつをしながら小屋の中に入るイース。

　それを出迎えるようにカイコロモチのモチがイースに近づき、挨拶とばかりに口から糸を吐いて膝ひざをチョンチョンと突っつく。

「こんにちは……モチちゃん」

「きゅい～！」

　普段は人見知りなモチであったが、イースに対してはキョウ達と同じように心を開き、彼女が頭を撫なでると気持ちよさそうに鳴き声を上げながらスリスリするのであった。

「イースさんもすっかりここの魔物達に好かれていますね」

　そんな光景を笑顔で見つめるフィティスであったが、イースは彼女がテーブルの前で何かの料理をしていることに気づく。

「……何をしているの……？」

　オズオズといった様子で問いかけるイース。

　それに対し、フィティスは笑みを浮かべて返す。

「先日、キョウ様から手紙が届きまして、今は帝国で栽培活動をしているようですの」

「帝国で……？」

「はい。ですので、キョウ様の栽培が上う手まくいくように私なりの支援をしていたところですわ」

「支援……？」

　再び問いかけるイースに対し、フィティスは目の前のものについて説明をする。

「こちらの米についてはご存じですわよね。麦わらんと呼ばれる魔物が実らせる麦を洗って食べる食物」

　それについてはイースも食べたことがある。

　麦わらんと呼ばれる魔物は巨大なネギに手足の生えたような姿をしていて、その頭には麦と呼ばれる髪の毛のようなものをたくさん実らせている。その麦が米の原料だ。

　一匹の麦わらんから一キロ近くの米が穫れるため、非常に需要の高い魔物で、加えて危険度も低い。初心者冒険者からも人気である。

　当然キョウもこの麦わらんの栽培を行い、庭の一角に麦わらんスペースを作っていた。

　彼らにお願いすれば頭に実った米をたくさん分けてくれるのだ。

「前にキョウ様が言っていたのです。作業しているときに食べるのは『おにぎり』が一番だって」

　おにぎり？　初めて聞く言葉に首をかしげるイースにフィティスは笑いながら説明を続ける。

「お米の中に具材を入れて、それを包んで固める。こんな感じですわ」

　そう言ってフィティスは手に持っていたお米を両手で力強く握り、それを何度か繰り返す。

　その鮮やかさにイースは思わず両手を合わせ、感かん嘆たんの息を漏らす。

「私には何もできませんが、こうしてキョウ様の好きなおにぎりを握って、それを大陸運送にお願いし届けようかと思っておりますの」

　見ると、すでにテーブルにはいくつかのおにぎりが出来上がっている。その隣にはレッドプラントの種や、コカトリスの肉を焼いて小分けしたものや、マッシュタケなど様々な具材も並んでいた。

　それらを米に包んで次々とおにぎりを作るフィティス。

　それを見て、イースも思わずといった様子で声を上げる。

「あ、あの……！」

　イースは声を絞り出すように告げる。

「よ、よければ……私も、い、一緒に、作って……」

　そこまで言って声を詰まらせるイース。だが、彼女の言おうとしていたことはすでにフィティスにも伝わっていた。

「ええ、じゃあよければ手伝ってもらえるかしら。イースさん。キョウさんもイースさんが作ったものだと分かれば喜びますわよ。それから作り終わった後、腐らないように防ぼう腐ふ魔術もお願いできます？」

「は、はい！」

　フィティスの言葉に表情を明るくさせ、すぐさま彼女の隣に並んで一緒におにぎりを作る。

　そんなささやかな応援が、頭を悩ませるキョウへの最大のサポートに繫つながることを二人はまだ知る由よしもなかった。





◇　◇　◇






「どうするか……」

　オレは今、最大の苦難の真まっ只ただ中なかにいた。

「粘ねん土ど団子で普通の魔物でも栽培できるようになった……。恐らくこれでならマンドラゴラも栽培できるはず、だけど……」

　ドラちゃんからもらった種を握り締めながら、オレは未いまだに悩んでいた。

　栽培に使えるのはこの一粒のみ。つまり、失敗は許されない。

　リーンちゃんのことはオレも救いたいと思っている。しかし、マンドラゴラと呼ばれる彼女達を犠牲にしたくない。

　虫のいい話だというのは分かっている。だが、それでもオレはなんとかマンドラゴラを犠牲にすることなく、治療薬となる魔物を栽培したい。

「……ご主人様」

　そんなオレをポケットから顔を覗のぞかせるドラちゃんが心配そうに見る。

「大丈夫だって、ちょっと考え事してるだけだから」

　オレはなんとか笑顔を浮かべる。

　が、やはり不安な表情が残っていたのか、ドラちゃんはオレに気を遣うように笑い返し、ポケットの中に隠れた。

　すでに畑には様々な魔物が溢あふれている。だが、この中に治療効果を持った魔物はいない。

「ぱぱ～！　ぱぱ～！」

　その時、急にオレの隣にいたスィが騒ぎ出し、くいくいっとオレのズボンを引っ張り出す。

　何事だ？　と思い、スィを見ると、彼女は上空を必死に指さしていた。

「？　空がどうかし……」

　そう思い、空を見上げた瞬間、上空から丸い何かが降ってきて──顔面に直撃する。

「ほぐぅっ!!」

　ゴツン、という音と共にオレの顔面にめり込み地面に落ちる物体。

　オレはあまりの痛さに顔面を押さえ込んで震えていた。

「ぱぱ～！」

「ご、ご主人様、大丈夫ですか!?」

「だ、大丈夫。これくらい平気平気……」

　実は滅茶苦茶痛いのだが、ここはやせ我慢でも見栄を張るのが男。

　それはそうと、オレの顔面に当たった物の正体を確かめなければ。

　地面を見ると、そこには傷一つない水晶玉が転がっていた。

「なんだこれ？」

　誰かが落としたのだろうか。でも、周りに建物はなく、城の外壁があるのみ。

　不思議に思いながら、その水晶玉に触れた瞬間──

『ぱんぱかぱ～んっ！』

「どわっ!?」

　すごく聞き覚えのある声と共に、水晶玉の中からクラッカーが弾はじけるような音が聞こえた。

『あははは、サプライズ成功～！　どうどう、驚いた？　驚いた？』

　水晶玉の中にはオレの見知った人物の姿が浮き上がっている。

「モーちゃん!?」

『そそっ、久しぶりー、キョウ君ー』

　それはこの世界の女神でもあるモコシ様ことモーちゃんであった。

　ってか、あなた何してるんですか？

『いやさー、僕女神って言っても普段は何もしてないニートな女神様だから暇なんだよねー』

　自分で言っちゃってるよ、この人。しかもニートって。

『だからキョウ君のお手伝いというか、様子を見ることで暇つぶししようかなーって』

　てへぺろっと舌を出すモーちゃん。うん、間違いなく後半が本音なんでしょう。

「というか、前に女神様が直接介入するのは禁止されてるとか言ってませんでした？」

『だから、こうやって手じゃなく口出してるだけじゃんー』

　要は茶々入れに来たってことですね。分かります。

『ところで、何か困った様子みたいだけど、何かあったのー？』

　まあ、この人でもいないよりはマシだし、話だけでも聞いてもらうかと思い、オレは今までの出来事をモーちゃんに説明した。




『なるほどねー。君も大変なことに巻き込まれてるねー』

　うんうんと頷うなずくモーちゃん。

「それで、この状況を打開するのに秘策とか何かないでしょうか、モーちゃん」

『正直、難しいと思うよ。そもそも治療効果を持つ魔物自体そんなに多くないし、その子の病状を聞いた限り、かなり強力な治療効果を持つ魔物じゃないと意味がない。そうなるとマンドラゴラクラスじゃないとその子の病は治せない』

「……やっぱり、そう、ですよね……」

　そうなのだ。いくら治療効果を持つ魔物を生み出せたとしても、それがマンドラゴラのような幻の霊れい薬やく並みの効力を持たなければ意味がない。

『例えばそこの砂漠クラゲ。それも足の触しよく手しゆ部分が治療薬として効果があるけど、せいぜいが肌の活性化を促すくらいの効力。治療薬としては微々たるものだよ』

　モーちゃんが指す方向を見ると、砂漠クラゲが地面から触手を出している姿が見える。

『とは言え、マンドラゴラを育てろとか、僕が強制することじゃないしね。もう少し君の中で色々悩んでみるといいよ。もしかしたら君なら女神である僕ですら思いつかない方法にたどり着くかもしれないから』

　最後に『また連絡するね』とウインク一つをしてモーちゃんとの通信が切れる。

　やはりこの事態を終結させるにはマンドラゴラが持つ治療薬しかないのか。

　だが、それでも決断できずにいた。そんな時であった。

「キョウー！」

　オレを呼ぶリリィの声に振り返る。

　なにやら大きな風ふ呂ろ敷しきを抱えこちらに近づいていた。

「その風呂敷どうしたんだ？」

　リリィはオレの目の前でそれを下ろし、中に入っていたものを広げる。

「これは……」

　そこにあったのは、いっぱいのおにぎり。

「はいこれ、フィティス達からの手紙付きよ」

　パサリと手に持っていた手紙をオレに渡すリリィ。

　そこにはフィティスとイースちゃんがオレのために、おにぎりを送ったことが記しるしてあった。

　畑の方も無事でモチや皆も元気にしているようだ。

「フィティス、イースちゃん……」

　遠く離れていても、こうして協力してくれる仲間がいることにオレは胸の内が温かくなる。

　ありがたく送ってくれたおにぎりを手に取り、口に含む。

「ん、美お味いしい」

　さっぱりとした塩味が効いている。おにぎりはこの塩加減が肝かん心じんだなとつくづく思う。

　魔法で劣化しにくいよう処理もされているようだが、やはりそれ以上に具材も美味しい。

　コカトリスの肉に玉子、他にもレッドプラントの種。これは地球でいう梅うめ干ぼしに近い。

　種に果肉がついており、これを熟成させるとまさに梅干のようになる。

　他にもおにぎりごとに色々な具材が入っており、それを楽しみながら食べていたら──

「んっ、なんだこれ？」

　思わぬ複雑な味に出会い、驚く。

　見るとそこにはジャック・オー・ランタンの実に、キラープラントの実、さらにはデビルキャロットと色んな食材が一つのおにぎりの中に詰まっていた。

「こりゃもしかして……イースちゃんのやつかな？」

　手紙にはイースちゃんも握ったと書かれていたが、彼女はおにぎりをよく知らなかったため、具材に色んな物を詰め込んでいたようだ。

　他にもレッドプラントの実に、浸したグリーンプラントの草、グリズリーの肉なども。

「けど……これはこれで美味しいな」

　最初は色んな具材が口の中に溢れたのでびっくりしたが、意外とそれらの味が混ざってより美味しくなっている。

　肉に野菜が合うのと同じで、お互いの味がおにぎりの中で一つとなっている。

　元々おにぎりの具が一つだけなんてルールは存在しない。それを知らないイースちゃんだからこそ、こうした斬新な具材を作れたのかもしれない。

「──待てよ？」

　オレは手に持ったおにぎりをもう一度見つめる。

　つい最近、オレはこれに似たものを見たことがある。

　それは他ならぬ粘土団子であり、あれも見ようによってはおにぎりに見えないこともない。

　おにぎりの具材は一つではなく、様々な具材が入り、それらがいいところ取りのように一つの味となっている。ということはつまり。

「そうだ……一つだけなんて、誰が決めたんだよ……」

　オレはおにぎりを持つ手を震えさせる。それは歓喜の震えであった。

「き、キョウ、アンタどうしたの？」

　そんなオレの震えを心配し、声をかけるリリィ。

「見つけたんだよ、リリィ！　この状況を打開する可能性を！」

「え？」

　さすがのリリィも驚いた顔を向けるが、すぐさま歓喜の表情を見せる。

　それはまだ可能性に過ぎない。だが、それでも可能性のヒントを与えてくれたイースちゃんにオレは心の中で深く感謝をする。

　ありがとうイースちゃん。今回も君のおかげで助かるかもしれないよ！




「本当にそれでいいの？」

　目の前でそれを植えようとするオレに問いかけるリリィ。

　確かに。これは今までにない方法であり、オレ自身これが上手くいく確信はない。

　だがそれでも、オレはこの可能性に全すべてを賭かけていた。

　できないと諦あきらめるよりも、僅わずかな可能性でも花開くチャンスに賭けたのだ。

「ああ、絶対に成功させてみせるさ」

　強い気持ちと共にオレは手に持つ粘土団子を植えていく。

　これでもう後戻りはできない。あとはこいつが無事に育つよう全力を尽くすのみ。

　そうして、その場に軽く水をかけた後、オレはそれが無事に育つよう見守る決意をするのだった。




　翌日、そこから一つの芽が出ていた。

　だがそれはオレが知るマンドラゴラとは異なる、透明な丸い芽であった。

「こいつは……」

　この段階ではまだ上手くいっているのかどうかは分からない。

　だが、それでも、初めて見るその芽の形をオレは喜びとともに見つめる。

　隣にいたリリィも驚いたような目を向けている。オレはリリィと軽く見つめ合った後、昨日と同じように水を撒まき、その成長を見守っていく。

　やがて、数日が経過した頃、それに明らかな変化が訪れた。

「随分大きくなったわね……」

　そこにあったのは地面から生えた丸いクラゲのようなもの。

　地面から傘かさの部分が生えている。

「これって砂漠クラゲじゃ……ない、のよね？」

「ああ、違う」

　そう、分かる人には分かることだが、砂漠クラゲは体の部分である傘を地中に埋めたままにしている。

　そこから足の部分である触手を地上に出して獲物を捕らえているのだ。

　だが、今目の前にあるこのクラゲはそれとはまるで真逆。

　体である傘の部分が外に出ている。それはまるで開花の時を待つつぼみのよう。

　恐らく、この大陸にいる誰もが、その正体を摑つかめないであろう。

　事実、これを育てているオレにすら、その全ぜん貌ぼうは分かっていないのだから。

　その時、背後から近づいてきた人物達が驚いたような声を上げる。

「な、なんじゃこれは？」

「砂漠クラゲ？　い、いや違う……なんだその魔物は!?」

　そこにいたのは賢けん人じん勇者のカサリナさんと、帝国騎士団長のエストさん。

　二人は驚き固まっていた。

「カサリナさん、エストさん。こいつはまぁ、なんていうかその……」

　どう説明したものかと思ったが、上手い説明が思いつかなかったオレは思いついたままの言葉を口にする。

「魔物栽培における新しい可能性です」

「ほぉ、新しい可能性とな？」

　その言葉にカサリナさんは興味深そうに反応した。

「それが本当なら楽しみじゃな。お主がどんな魔物を栽培するか」

「はい、期待してて下さい。必ず結果を出してみせます」

　カサリナさんは愉快そうな笑みを浮かべ、それとは対照的に真剣な表情を浮かべるエストさん。

「一つ問う、キョウ。この魔物、お前が帝王様から与えられた使命、治療薬を持つ魔物なのか？」

「はい。これが成功すれば、帝王様からの要望を達成できるはずです」

「……だが、それならマンドラゴラを栽培した方が早いのではないか？　前回の栽培方法で魔物は栽培できるのだろう」

「確かにそれでなら確実かもしれません。でもオレはできることならマンドラゴラを犠牲にしたくはない。都合がいいと思われるかもしれませんけど、信じて欲しいんです」

　頭を下げるオレをしばらく見ていたエストさんから、笑い声が聞こえた。

「……いいだろう。少なくともお前の栽培能力は本物だからな。私もその言葉を信じるとしよう」

　その声に導かれるように顔を上げる。

「もし何か私で力になれることがあるなら言うがいい。お前の栽培を手助けするのも私の役割だ」

　初めて会った時には考えられなかったエストさんの笑顔に、オレは少しずつ認められているような実感を得ていた。




　だが、その翌日、思いもかけぬ試練が発生することとなる。

「キョウ！　大変よ！　あの魔物の様子が何か変なの！」

「えっ!?」

　いつものように魔物の様子を見ようと部屋を出ようとした時、すでに畑の様子を見に行っていたリリィが慌てた様子で知らせに来た。

　急いで向かった畑にあったのは、昨日とは異なる魔物の変化であった。

「これは……」

　昨日は花のつぼみのように大きく膨ふくらんでいた傘が、急に萎しおれ始め、今にも枯れようとしている。

　オレは慌てて水をかけるものの、僅かに傘が反応する程度で、元気を取り戻しているようには見えない。

「兄ちゃん、こいつは一体……」

　ジャックまでもが心配そうに集まっていた。

　正直オレも混乱しているが、それでもこの状況を招いた原因について必死に考える。

　水は毎日十分に与えていた。外敵からの攻撃とも考えにくい。

　ということは、原因は極めて単純なことかもしれない。

「土の栄養か……」

　そもそもこいつはただの砂漠クラゲではない。

〝マンドラゴラの特性を持った魔物〟である。

　そして、マンドラゴラはオレが育てた中で最も栽培に気を遣った魔物であった。

　以前にドラちゃんを栽培した際も、最初はなかなか芽が出ず、育つのも遅く、周りの雑草を抜いたり、堆たい肥ひを植えたり、水の管理も徹底し、ようやく成せい熟じゆくしたのだ。

　つまりはそれだけデリケートな魔物だということ。この魔物もそうした部分を受け継いでいるのだろう。

　粘土団子という農法により水の吸収はなんとか補えた。だが、肝心の栄養が土に足りてない。

　ならば今こそ、オレが準備していた堆肥を使う時。そう思い、急ぎ畑の一角で作っていた堆肥を確認するが。

「……くそっ！　やっぱりまだダメか！」

　そこには未だ発はつ酵こう途中のゴミと土の姿があった。

　これを完全に堆肥として利用するには、ここから完熟させなければならない。

　少なくても二、三ヶ月は欲しい。だが、オレがこの帝国に来てからまだ一ヶ月しか経たっていない。

　この期間に堆肥を完成させるのはやはり無理だ。

　最後の最後でこの堆肥作りが間に合わなかった。準備を万端にするのならば、この堆肥が完成してから、栽培に入るべきであった。

　だが、リーンちゃんの病状が悪化し、決行するしかなかった。

　やはり最後にこのツケが回ってきたか。

　どうすればいいのか。悩んでいるオレにある人物の声がかかる。

「──どうやら上手くいかなかったようだな、キョウ」

　氷のようなその声にオレは心臓を鷲わし摑づかみにされた感覚を覚え、恐る恐る背後を振り返る。

「……帝王勇者、ロスタム、さん……」

　彼はオレとオレが育てている最中の魔物を一いち瞥べつし、一言オレに命じる。

「ここまでだ。お前が持つマンドラゴラを寄越してもらおう」

「なッ!?」

　ロスタムさんからの命令にオレは思わず硬直する。

　同時にオレの胸ポケットに潜んでいたドラちゃんの体が強こわ張ばるのも分かる。

　だが、そんなオレ達の反応に興味も示すことなく、帝王は淡々と事実を突きつける。

「……ここ数日、リーンの症状が思わしくない。まだ発作は起きていないが、それでも危険なことに変わりはない。君が今行っている栽培に可能性があるのなら、それを待つこともしたが、今の現状を見れば、とても待つことはできない」

　ロスタムさんは萎み始めた例の魔物に目線を送った後、続ける。

「タイムアップだ。結果を出せない以上、もはや待つことはできぬ」

　ここに至るための努力が全て無駄に終わった。

　絶望的な気分の中、オレがなんとかロスタムさんに反論しようとしたその時──

「何が足りないんだ、キョウ」

　聞こえてきたのはそんな涼すずやかな声。

　見ると帝王の背後で、太陽を背にこちらに近づいてくる女騎士の姿があった。

「あなたは……」

「……エスト嬢」

　彼女は凜りんとした振舞いのままオレ達に近づき、先程と同じ言葉を投げかける。

「今、足りないものはなんだ？　キョウ」

　オレは一瞬、声を詰まらせそうになるが、なんとか力ない声で答える。

「……この堆肥が、間に合わなかったんです……。せめてあと一、二ヶ月くらい、この中の生ゴミとかが発酵すれば良かったんだけど……」

「なるほど。つまりはその中のゴミが分解されればいいのだな。ならば、なぜ私に言わない」

「え？」

　彼女の言葉にオレは思わず聞き返す。

　だが、そんなオレに対しエストさんはさも当然とばかりに宣言する。

「忘れたのか、私の役割はお前の栽培に手を貸すこと。それは帝王様から与えられた役割でもある」

　すぐさま懐ふところから通信用のマジックアイテムである通信石を取り出すと、魔術師の姿をした人物達が数人駆けつけてきた。

「お前は忘れているかもしれないが、ここはネツァク大陸の中心、ネツァク帝国。そこに存在する魔術師ももちろん一流。食物が腐らないよう防腐魔術をかけることはもちろん、その逆の魔術も当然使える」

　それを聞いた時、オレは思わず目から鱗うろこが落ちるようであった。

「物を腐らせる腐敗魔術や、物の時間を進める魔術なども当然使える。この帝国の魔術を侮あなどるなよ」

　そうだ。イースちゃんが防腐魔術を使えるのなら、その逆の魔法も存在しても不思議はないはず。

　そのことになんで今まで気づかなかったんだ。オレは自分の視野の狭さを反省する。

　いや、それ以上に、オレは身近にいたこの人達に頼ることを忘れていた。

　そのことが最も悔やむべき点であり、同時に感謝するべきことであった。

「エストさん……ありがとうございます！」

　オレは彼女に頭を下げると、彼女はいつかの時のように笑みを浮かべた。

「そういうわけですので帝王様。どうか、もうしばらくこの者にチャンスをお与えください」

「…………」

　目の前で頭こうべを垂れる騎士団長と、オレが用意した堆肥箱に向かって魔術をかけている魔術師達。

　それらを見つめた後、帝王はどこか呆あきれたように失笑を浮かべる。

「まさか魔物嫌いのお前が栽培士のこやつのためにそこまでするとはな」

「……別に、彼のためではありません。これは帝王様から命じられた私の任務。魔物栽培士である彼の栽培を手助けしろと。故に私は最後まで貴方あなた様から課せられたこの任務に従事するまでです」

　再び笑みを零こぼす帝王。そこから漏れた雰囲気は先程までの冷たい雰囲気とは異なるものであった。

「──帝王様！」

　その時、城の方から慌てた様子でロスタムさんに近づく兵士がいた。

　その顔色は青く、オレはリーンちゃんに何かあったのではと心臓が跳ね上がる。

「例の砦とりでから報告がありました。〝あれ〟の活動が日に日に激しくなっていると……」

　しかし、兵士から聞こえたのはそのようなよく分からない報告であった。

　砦？　あれの活動？　何のことだろうか？

　リーンちゃんとは関係なさそうだが、それを聞いた瞬間、帝王の表情が強張るのが見えた。

「……そうか」

　兵の報告に対し一言を返した後、どこか焦るような態度で帝王は背を向ける。

「キョウよ、その者達の協力に免じて、あと三日待つ。だが、それまでに結果を出せなければ、今度こそ君が持つマンドラゴラをもらうぞ」

　そう宣言し、立ち去る帝王。

　オレは背中が見えなくなったのを確認すると、文字通り腰を抜かしてその場に倒れる。

「ふぅ～、さっきはありがとうございました、エストさん」

「勘違いをするな。さっきも言った通り、私は自分の役割を果たしているだけ。お前のためなどではない」

「それでもありがとうございます」

「オレからも礼を言わせてくれ。助かったぜ、エスト嬢」

　オレとジャックからのお礼を受けながらエストさんはその場を後にした。

　その彼女の顔には笑顔が張り付いていたような気がした。

　先程の兵士の報告など気になることはあったが、しかし今はそれに気を向けている場合ではなかった。

　しばらくして、魔術師達の魔術が完了し、オレは確認を求められる。

「うおっ！　すげえっ！　これですよ、まさにこれ！　すげぇ、ふかふかでいい堆肥だ！」

　まさに魔法のある世界ならではの利点。

　オレは改めて、この世界の様々な物に感謝しつつ、手に持った堆肥を例の魔物のいる地面へと植えていく。

「こうして、こいつの周囲の土を掘って堆肥を入れて栄養を流していけば、きっと上手くいく……！」

　オレの作業を手伝うようにリリィやジャック達も続いてくれる。

　残り三日。それまでにこの魔物を成熟させる。

　普通に考えれば無茶な要求かもしれないが、オレが持つ魔物栽培スキルはその成長速度も速めると以前、女神様が言っていた。

　ならば、きっと間に合うはず。オレが信じれば、オレが育ててる魔物はそれに応こたえてくれる。そんな根拠のない確信を抱いていた。




　そうして三日後。遂に、その結果が実った。

　今、オレ達の前には人の大きさくらいに育った巨大なつぼみがある。そのつぼみからまるで花開くようにひとりの少女が生まれる。

「……ふわぁ」

　生まれた早々、少女は気ダルそうにあくびをし、目を指でゴシゴシこする。

「あっ、どうも、ご主人ー。初めましてっすー」

「あ、ああ、初めまして」

　思いのほかダウナーな挨拶に気が抜けそうになるが、そこはそれとしてオレも挨拶を返す。

「キョウ、この子がそうなの？」

　一方後ろでは、これまでのオレの栽培を見続けてきたリリィやジャック、エストさん、カサリナさんまで様子を見に来ていた。

　それに対しオレは自信を持って答える。

「ああ、この子がオレが栽培した全く新しい魔物。マンドラゴラの種と砂漠クラゲの種を合成して生まれた魔物、マンドラゲだ」

　そう、これこそがオレが思いついた新たなる魔物栽培──『複合栽培』だ。

　これを思いついたのはイースちゃんが握ったおにぎりを食べた時。

　彼女が握ってくれたおにぎりの具は様々な食材が詰まっており、それが一つの味になっていた。

　そこで複数の種を一つにして新たな魔物を生み出せないか挑戦をした。

　幸い、粘土団子という農法がこの『複合栽培』にピッタリだった。

　そうしてオレは霊薬としての効果を持つマンドラゴラに、触手部分が薬としても使える砂漠クラゲを合成しようと考えた。

　オレの予測が正しければ、この子ならばマンドラゴラが持つ霊薬の効果を何度も使えるはず。

　それを確認するべく、目の前の少女に問いかける。

「ちょっといいかな、マンドラゲさん。君に頼みがあるんだけど」

「ああ、問題ないっすよー。ってか私のことは気軽にドラゲちゃんでいいっすよー」

　そう言って自らドラゲちゃんと名乗った少女は、下半身の傘の部分を地中から起こす。

　すると地面から出てきたのは無数のクラゲの触手。

　それはまさに上半身少女、下半身クラゲという奇妙な魔物であった。

（むしろ、アルラウネに近いか……？）

　伝承に存在する魔物アルラウネもマンドラゴラと同じ植物型の魔物であり、こちらは上半身は少女だが、その下半身は花のつぼみのようなもので、そのつぼみから伸びた触手で獲物を捕らえるという。

　アルラウネとマンドラゴラは近しい魔物であるとも聞いたことがあり、それがこの子の姿にも影響しているのかなとも思った。

「って、ご主人ー。さっきから私の下半身ばっかり覗いていやらしいっすよー」

「へっ？　い、いや、そんな意識は全くないっていうか……！」

　思わぬ一言に慌てふためくオレにニヤニヤと意地の悪い笑みを浮かべるドラゲちゃん。

「冗談っすよー。ってかご主人ってからかいがいがあるっすねー」

　むぅ。ドラちゃんの種から生まれたとは思えない性格だな。

「ほ、本当にこの子が私の妹……なんでしょうか？」

　オレの胸ポケットに収まっていたドラちゃんも同じことを口にする。
















「いやー、それは間違いないと思うっすよー。私はそちらのお姉さんの妹ですよー。あれ、でもこの場合は娘の方がいいのかなー？　うーん」

　そう言って、目の前のドラゲちゃんは悩みだす。

　まあ、悪い子ではなさそうだし、オレのこともちゃんとご主人と慕したっているみたいだから、問題はないように思える。

「っと、悩んでるところ、申し訳ないんだけど、ドラゲちゃん。さっき言いかけた頼みについてなんだけど……」

「ああ、そうでしたね」

　オレのその言葉に頷くようにドラゲちゃんは下半身に生えた触手の一本をオレに差し出す。

「はい、これ。私の触手が必要なんですよね？　なら、いくらでも持って行って大丈夫っすよー」

「ありがとう。それじゃあ、頂くよ。ドラゲちゃん」

　オレはドラゲちゃんからの了解を得て、彼女が差し出した触手を握り、それを引き抜く。

　一方のドラゲちゃんの方は特に痛覚とかはないみたいで、平気そうな顔をしていた。

　これならきっと大丈夫だ。そう思いながら、触手を見ていた時、それを胸ポケットから観察していたドラちゃんが驚いた様子で呟つぶやく。

「ご主人様、これすごいです……間違いなくマンドラゴラの霊薬効果がこの触手に含まれてます」

　同じ効能を体内に持つマンドラゴラだからこそ、すぐに気づいたのかドラちゃんは間違いないとばかりに呟く。

　彼女のその言葉のおかげで、オレは望んでいた栽培が成功したという確信を得られた。

「お待たせしました、エストさん。今すぐ、帝王様に会わせてください。これで待ち望んだ霊薬を渡せます」

「……分かった。今すぐ帝王様に伝えよう」

　頷き、帝王様へ報告に向かうエストさん。

　それとは入れ違いに、隣にいたカサリナさんが興味深そうにオレが手に持つ触手を眺める。

「キョウよ。それがマンドラゴラの霊薬に匹ひつ敵てきするということか？」

「むしろ、そのものと言ってもいいはずです」

　マンドラゴラが持つ霊薬としての効能を、砂漠クラゲの触手部分に与える。

　触手ならば、何度切っても再生可能であり、しかもいくつでも使用可能。

　マンドラゴラの最大の問題点は、霊薬部分が一度しか使えないため、数が貴重なこと。

　だが、これならば、その問題点を全て克こく服ふくできる。

　特にリーンちゃんのように重い病の場合、一度だけの服用でなく、定期的に服用することで完治することも夢ではなくなる。

　オレのその狙ねらいが全て分かったのかカサリナさんは感心するように口を開く。

「全く大したものじゃな、お主は！　ただの魔物栽培ならば、いざ知らず、まさかこのような新種の魔物まで生み出してしまうとは！　いやはや、もはやお主の所行は神のそれに匹敵するぞ！」

「お褒めのお言葉、ありがとうございます」

　それは彼女の最大の賛さん辞じだったのであろう。

　オレはそれを丁重に受け取った。

「よしっ、お主がそのような初の魔物を生み出したのじゃ。ならば賢人勇者たる儂わしも一肌脱ぐとしよう！」

　そう言うや否やカサリナさんはオレの手を握り、城の中へと走っていく。

「って、ちょ、カサリナさん!?」

　一体何事かというオレにカサリナさんは不敵な笑みを浮かべて答える。

「その触手を帝王の妹に食わせるにしても、ただそのままでは味気ないじゃろう。ここは料理の腕も一流な儂がそれに花を添えてやらないとな」

　それはいつかの大料理大会の時に見せた、彼女の料理人としての魂が燃え上がる姿であった。




「帝王様、お待たせしました！」

「！　来たか！　一体今までどこにいた？」

　リーンちゃんのいる部屋の扉を開くと、そこには案の定、帝王勇者ロスタムさんがいた。

　傍そばにはエストさんに数人の医者。そしてベッドに眠るリーンちゃんの姿もあった。

「そこはそれ、その娘に薬を食べさせるにしても、どうせなら美う味まいものにした方が良いじゃろう。良薬口に美味しという言葉もある通り」

　この世界では良薬は口に美味いのか。まあ、でも考えてみればマンドラゴラとかも味は逸品っていうしな。

　カサリナさんは手に持った皿をリーンちゃんのベッドの横のテーブルに置く。

　そこにあったのは細切りにしたクラゲの触手にデビルキャロットの細切りとコカトリスの肉を混ぜたものを、醬しよう油ゆ、酒で味付けした料理。

　スプーンで一口すくい、リーンちゃんの口元へと持っていく。

　すると、眠っている様子なのに、リーンちゃんは口の中で料理を咀そ嚼しやくした後、飲み込み、やがて彼女の唇から声が溢れた。

「……おい、しい……」

　その一言と共にリーンちゃんの目が開き、それを見た周囲の医者やロスタムさんは驚きの声を上げていた。

「リーン！　目が覚めたのか！」

「お兄様……はい、とても美味しい料理を食べたような気がして……今のは夢、でしょうか？」

　まだ意識がハッキリとしていないのか、どこかぼんやりとしたリーンちゃんにロスタムさんは首を横に振る。

「いいや、夢ではないぞ。お前が望むのなら、いくらでも食すが良い」

　そう言ってロスタムさんは自らリーンちゃんの口元へ料理を運んでいく。

　それを何度か食したリーンちゃんが、やがて自らの手でスプーンを握り──気づくと皿を摑んで美味しそうに食べ始めた。

「これ……すごく美味しいです。食べてるとなんだか今までにないくらい体が軽くなっていく気がします」

　それは夢や幻や、ましてや思い込みでもない。傍はた目めからも彼女の生気が満ちていくのが分かる。

　周囲の医者達は未だに信じられないといった表情で眺め、ロスタムさんはただ目の前で料理を食べるリーンちゃんを愛いとおしそうに見つめていた。

　やがて、リーンちゃんが料理を全て平らげ満面の笑みをこぼす。

「ご馳ち走そう様でした」

　その笑顔にオレも救われた気がした。

　食べ終わった後に周囲を見回したリーンちゃんは、離れた場所にいたオレの存在に気づき、嬉うれしそうな顔を向ける。

「キョウさん！　キョウさんもいらっしゃったんですね」

「ああ、リーンちゃんが元気になってよかったよ」

　オレも笑顔を浮かべ、彼女にそう声をかける。するとリーンちゃんは何かに気づいたように手に持った皿を見つめる。

「もしかして、この料理はキョウさんが……？」

「作ったのは儂じゃが、材料は全てこのキョウが作ってくれた」

　隣にいたカサリナさんがそう説明し、更にロスタムさんもそれに続く。

「……そうだ。あの者がお前の病を治すために特殊な魔物を栽培してくれた」

　ロスタムさんはその場で立ち上がり、改めてオレに礼を言う。

「──キョウよ。礼を言う、ありがとう」

　するとベッドに入ったままのリーンちゃんもオレにお礼を告げる。

「そうだったんですね。私からもありがとうございます。キョウさん。あなたは私の命の恩人です」

「いや、オレはそんな大したことはしてないよ。困っている人を助けたいってのは人間なら誰しも当然だしさ、それに言っていただろう、リーンちゃん」

　オレはこの部屋でリーンちゃんと初めて話した時のことを思い出す。

「またオレの話を聞きたいって。そのためには病を治さないとさ」

　その言葉にリーンちゃんは再び、喜びの笑みを浮かべる。

　ドラゲちゃんの万まん病びよう薬やくの効果は確かに存在した。そして、彼女の触手はまだいくらでも存在する。

　こうして食事として提供していけば彼女が元気になるのも、そう遠い日のことではないだろう。

　この帝国に来てから、半ば強引に帝王によって与えられた役割ではあったが、オレは目の前のリーンという少女の命を救えたことを深く嚙かみ締しめていた。





◇　◇　◇






　帝国から離れたとある小さな砦。

　その砦が建設されたのは数ヶ月ほど前。その理由はただ一つ、現在のこの大陸を脅かす脅威を監視するため。

〝それ〟が動き出した時、帝国本土にその脅威を伝達するためであった。

　この数ヶ月、全く機能していなかったが、遂にその役割が発動する時が訪れた。

「──おい、あれを見ろ！」

　砦の外壁に立っていた兵士がある方向を指差す。

　そこにあったのはこの大陸に古くから存在する火山。

　その火山の中にはマグマを養分とし、天をも衝つく巨大な大樹が茂っていた。

　それこそがこの第七大陸ネツァクに存在する邪悪の樹クリフオトであることを知る者は少なくない。

　そんな大樹を飲み込んでいる火山より突如として噴火が始まる。

　そうした噴火自体は珍しくない。噴火による炎や爆炎も大樹にとっては風のせせらぎと変わらず、微動だにしない。

　だが、問題はその噴火によって、世界樹に眠るあるものが目覚めたこと。

「野郎……！　遂に目覚めやがった！」

「とんでもない速度だぞ！　しかもあいつ……こっちに気づきやがった!!」

　火山の噴火と共に現れた流星のような影。

　それは大樹から飛び立ち、空を舞い、不規則な動きをした後、真っ逆さまに砦に向かって急降下してくる。

「急げ！　ここは我々が食い止める！　その間になんとしても帝王様に伝えるんだ！」

「了解した！　必ずや帝王様にこのことを！」

　慌てふためく兵士達。彼らの表情は強張り、まるで玉砕覚悟のような決死の意思が感じられた。

　やがて、砦の裏門が開き、早馬に乗った一人の兵士が駆けて行く。

　その背後で、それまで自分のいた砦が一瞬にして業火の海に飲まれていた。

　兵士は背後を振り向くことなく、ただ前だけを見て走る。

　同どう胞ほう達の犠牲を無駄にしないためにも。この未み曾ぞ有うの危機を帝王へと伝えるために。

「急げっ！　一刻も早く、このことを帝王様に……！　あいつが──ＳＳランクベンヌが目覚めたと報告するんだ……ッ!!」















「ほい、リーンちゃん。今日の分の食事だよ」

「ふふ、いつもありがとうございます。キョウさん」

　あれから、オレはリーンちゃんのところへ料理を運ぶ係りになっていた。

「今日はサラダ風で、オレの畑で栽培したサボテンボールの果実とかも混ぜてるからぜひ一緒に食べてやってくれ」

「わぁ！　今日もすごく美お味いしそうです！　キョウさんの育ててる魔物はどれも新鮮で瑞みず々みずしいから、私この時間がいつも楽しみなんです」

　笑顔を浮かべながら皿を受け取るリーンちゃんにオレも思わず笑みを零こぼす。

「あなたも、いつもありがとうございます。とても美味しく頂いていますよ」

「そう言われて私も嬉うれしいっすよー」

　リーンちゃんのお礼に、一緒について来てくれたドラゲちゃんがダウナーな口調ながらも笑顔を返す。

「うん、美味しい」

　見た目は完全にクラゲの触しよく手しゆ。コリコリとした食感と瑞々しい美味しさがさっぱりした味付けとよく合う。

　サボテンボールの味は、一番近いので言えばオクラのようなものであろうか。

　無論、生でも十分食べられるし、一度湯に通しておひたしにするのもすごく合う。

　賢けん人じん勇者カサリナさんのおかげで、栽培した魔物達を色んな料理にアレンジできており、ここ最近は特に食のレベルが上がっていると自負している。

　リーンちゃんの食欲は日に日に増していき、昨日などはオズオズとおかわりなども要求してきた。

「もうすっかり元気になったみたいだね、リーンちゃん」

「はい！　これもキョウさんのおかげです」

　事実、リーンちゃんの病気はもうほとんど完治への道を歩んでいた。

　普通なら一度服用できるだけでも奇跡と呼ばれるマンドラゴラの霊れい薬やくを一日三食、きっちり美味しく頂いているのだ。それもここ数日間ずっと。

　最初に見た時よりもリーンちゃんの顔色はよく、今では普通に部屋の中を歩き回っても大丈夫だと医者からも太たい鼓こ判ばんを押されている。

「そういえば、近いうちに外に出てもいいかもってお医者様に言われたんです」

「本当に！　よかったじゃないか、リーンちゃん！」

「はい。それも全部キョウさんとドラゲちゃんのおかげです」

「いやー、照れるっすねー」

　さすがのドラゲちゃんも恥ずかしそうに触手で頰ほおをポリポリとかいている。

「ところで、もし外に出たとしてリーンちゃん、見たい景色とかある？」

「見たい景色ですか」

「あるいは行ってみたい場所とか」

　最初に話をした時から、リーンちゃんが外に対して強い興味を抱いているのは分かっていた。

　生まれてからずっと、こうした部屋に閉じこもっていた子ならば、外への興味は人一倍。

　それがようやく叶かなうというのだ。彼女が行きたい場所は必ず存在するだろう。

　できることなら、その場所に連れて行ってあげたい。

「そうですね。やっぱり一番は……海、でしょうか」

「海？」

「はい。私は本の中でしか見たことがないのですが、青い水が果てしなく広がって、地平線の彼方かなたまで続くそれは大地よりも、もっとずっと壮大な景色だと。一度でいいから、そんな海を船に乗って見てみたいなと」

　なるほど。確かに、海のような広大な場所に憧あこがれを抱いだくのは当然だ。

　ましてやリーンちゃんの国は砂漠の大陸。まさに海とは真逆の場所だ。

　窓から見える景色も街並みの他には砂地ばかり。ならば青い海というのは彼女にとってはまさに幻想のような場所なのだろう。

　いつか彼女に海を見せてやりたいなと思ったその瞬間、

「いつか、私が海を見に行く時、キョウさんにもご一緒してもらっても……いいでしょうか？」

「ああ、構わないよ」

　リーンちゃんの方からの誘いに思わず驚く。

　彼女が海を見られる日もそう遠くはないだろうと思いながら、その誘いに応こたえるのだった。




『すごいー！　すごいー！　それって本当にできたのー!?』

　その日、オレはこれまでの経緯を女神様に話すべく例の水晶玉を使ってコンタクトを取っていた。

　ちなみにモーちゃんは、あの後の進展を聞くのが楽しみだったらしく、さながら好きなアニメの放送を一週間我慢した瞬間のようにかぶりついてきた。

「ええ、まあ、なんとかそういう感じで二種類からなる魔物を組み合わせることで新しい魔物を栽培できました。けど、これってやっぱり、そんなにすごいことなんですか？」

『すごいも何もそんなの神様である僕ですら思いつかなかったことだよー！　いやー、やっぱりキョウ君って面白いなー！』

　水晶越しにバタバタと悶もだえるモーちゃん。

『そもそもこの世界の魔物ってそれぞれの生命の樹セフイロトに登録してある魔物しか発生しないはずなんだよ。実際、この世界の魔物は全すべて種から生まれるから、他の魔物と交わるなんてことは絶対にありえないんだ』

　その言葉にオレは改めて、自分が行った栽培がどれだけこの世界の常識からかけ離れていたか気づかされる。

『なのに君はそこから複数の魔物をかけ合わせることで、全く別の本来ありえないはずの新種の魔物を生み出した！　いや～、ホントすごいよ！　君の発想には神様顔負けだよー！』

「女神様であるモーちゃんにそう言われると、本当にそんな気がしてきますよ」

　ははっと笑い返すが、実際に悪い気分ではなかった。

　むしろ、そのおかげでドラちゃんを犠牲にすることなく、リーンという少女の命まで救えたのだから。

『で、君のことだからそのマンドラゲだけじゃ終わってないんだろう？』

　と、目め敏ざとく女神様が水晶越しにオレに囁ささやく。それに対し勿もち論ろんとばかりに笑みを返す。

「ええ、すでにいくつか新しい複合栽培も始めましたよ」




「兄あに者じや！」「兄者！」「兄者ー！」

「兄ちゃん！　さっきからこの変な三兄弟に詰め寄られてるんだが、なんとかしてくれー！」

「いやいや、そいつらは単純にお前を慕したっているみたいだから、相手してやってくれ。オレは他の栽培で忙しいからさ」

　あれから数日後、そこには以前の畑とはまるで違う様子が広がっていた。

「兄者！　オレらも兄者の手伝いします！」「兄者に続いて水を撒まくんだー！」「兄者ー！　水を受け取ってくれー！」

「ぶほっ！　オレに水をかけてどうするんだお前らー!?」

　先程からジャックに対しまとわりつくようにピョンピョンと跳ねている三匹のスイカの魔物達。

　そいつらの見た目はスイカラと変わらないが、実は中身はまるで違う魔物であった。

「栽培士の兄ちゃんー！」

「お、今日も来たのか？」

　ジャック達から目を離し騒がしい声に振り向くと、そこには四、五人の子供達の期待に満ちた眼差しがあった。

　この子達は数日前から、畑に遊びに来ている街の子達だ。

　最初は遠巻きにオレが栽培している魔物達を見ていたのだが、そのうち段々と近くに寄ってきて、それを見ていたスィが子供達に声をかけたのが切っ掛けとなった。

「すぃ～！」

「お、スィ今日もいるじゃん！」

「あとで追いかけっこしような！」

「すぃ～！」

　子供達が遊びに来るとスィも喜び、最近はこの子達と一緒に夕方までよく遊んでいる。

「兄ちゃん、今日もあのスイカラもらってもいい？」

「馬鹿、兄ちゃんのはスイカラじゃなくって、スイカって言うんだぜ」

「あれ、ジャックなんとかじゃなかったっけ？」

　ワイワイと騒ぐ子供達にそれなりに育った、まだ自我が芽生えていないスイカ達をもぎ取り、丸ごと子供達に渡す。

「ほい、全員で分けて食べるんだぞー」

「わーい！」

　オレからスイカを受け取ると同時に、すぐさまその場でスイカを砕く子供達。

　そこから溢あふれた中身は、以前見た緑色ではなく、オレが日本でよく見かけた赤い実であった。

「いっただきまーす！」

　全員が掛け声と共に手に持った赤いスイカにかぶりつき、次の瞬間それぞれの口から絶賛の声が溢れる。

「甘～い！　兄ちゃんのスイカラってなんでこんなに甘いの～!?」

「それにすっげえ瑞々しくて美味しい！」

「兄ちゃんのスイカラ食べたら、もう普通のスイカラ食べらんないよ～！」

　その絶賛にオレも少し嬉しくなる。

　このスイカラ。名前はジャック・オー・スイカという。無論オレがつけた名前だが。

　当然ながら、本来この世界には存在しない魔物だ。

　以前のドラゲちゃんと同じく、複合栽培によって生まれた新たな魔物だ。

　複合に使ったのはスイカラの種と、ジャック・オー・ランタンの種。

　理由はこの二つは同じウリ科の魔物だから複合しやすいのではないかということと、もう一つはランタンが持つ甘味成分をスイカラに与えられないかと思ったからだ。

　後から萌もえ植物図鑑でスイカについて調べてみると、やはりスイカの原産地は砂漠地帯であった。

　大陸へと渡る際に様々な品種改良や変化を得て、あのような甘い味のスイカになったらしい。

　この世界のスイカラもそれと同じ。だから、ランタンが持つ甘さを複合させた。

　結果は見事成功。ちなみに、その時、ランタンの種として使ったのはジャックからもらった種。

　なので、その時に生まれて意思を持った三匹のスイカ達は、ジャックのことを自分達の兄として、ああして慕っている。

「なんだお前、今日もスイカ達に絡まれているのか」

「姐あねさんだ！」「騎士の姐さんだー！」「この間僕らと遊んでくれてありがとうー！」

「エスト嬢、いつの間にこいつらと遊んでたんだ？」

「ばっ！　違っ！　あ、あれは剣の訓練をしていた時にたまたまこいつらが転がってきたから、その相手というかだな」

　見ると、スイカ達に囲まれながらいじられているエストさんの姿もあり、今では日常の光景だ。

「こんにちは、キョウさん。今日も皆さん、楽しそうですね」

「リーンちゃん。今日も外に出て大丈夫なのかい？」

「はい、キョウさんから頂いております食事が効いている証拠です」

　そこにはすっかり体調が良くなったリーンちゃんが畑にまで遊びに来ていた。

「わー！　姫様だ！　姫様が遊びに来たぞー！」

「姫様姫様ー！」

「すぃ～！」

「わっ、わっ、皆さん今日も元気ですね」

「こ、こら、無礼者達！　リーン様に馴なれ馴なれしく触れるでない！」

　リーンちゃんが姿を見せるとそれに群がるように先程の子供達やスィが集まりだす。

　それを見たエストさんが慌てて止めに入るが、リーンちゃんは気にする様子もなく、むしろ楽しげに笑っている。

「お姫様、元気になったようで良かったわね」

「ああ、そうだな」

　彼女の姿を見て、そう呟つぶやくリリィにオレも同意する。

「キョウさん、よければ今日はキョウさんも一緒に遊びませんか？」

「へ？」

　リーンちゃんがオレの手を取って子供達の方へと引き寄せていく。

「え、いや、だけどオレは栽培の仕事が……」

「一日くらいいいじゃありませんか。もうここでのキョウさんのお仕事は終わっているんでしょう？」

　確かに、そうだ。すでに帝王の依頼は果たしており、栽培を続けているのはオレの趣味の延長線のようなもの。

　実際、もうオレが手を加えなくてもここで栽培した魔物達は勝手に自生してくれるだろうし。

　と、そんなことを考えているとリーンちゃんに手を引きずられるまま、いつの間にか子供達の輪の中に。

「それじゃあ、何して遊びましょうか」

　問いかけるリーンちゃんに、子供達は手に持った泥団子を一斉に掲げる。

「泥遊びー！」

　ああ、それはオレが昨日、粘ねん土ど団子を作っていたのを見て、子供達が真ま似ねしたものだ。

　一緒にスィも楽しげに泥団子を掲げているし。

「まあ、泥遊び！　私、それ一度やってみたかったのです！　ねえ、キョウさん、よければ私にも泥団子の作り方教えてください」

「え、いや、別に教えるほどのものでは……」

　外ではしゃぐリーンちゃんの姿はまるで子供そのものであった。

　だが、両手を泥で汚し、服や顔にすら泥を飛ばしながらも笑っている彼女を見ると、むしろ微笑ほほえましい気持ちになった。

「あ、キョウさん。お鼻に泥が付いてますよ」

「そういうリーンちゃんも、ほっぺについてるよ」

　お互いに泥を取ろうと手を伸ばすも、すでに手が泥だらけのために相手の顔を余計に泥まみれにしてしまい、それを見てお互い笑い合ってしまう。

「はいはいー、そこまでよー。キョウ、ちょっと来なさいー」

「うおっ！　いきなりなんだよ、リリィ！」

　急にリリィがオレの腕を持ち上げてズルズルと引きずっていく。

　ちなみにリーンちゃんは目をパチクリさせながらその光景を見ていた。

「き、急になんだよ？」

「アンタねぇ、いくら病気が良くなったからってお姫様に泥遊びはないでしょう。ちょっとは注意しなさいよ」

　いやまあ、それはそうなんだが。というかなんでお前はそんなに怒ってるんだ？

　そう聞き返してみるものの、なぜだかリリィは顔を赤らめて、

「べ、別に怒ってないわよ！」

　と逆ギレされた。なんなんだ一体？

「あの、キョウさん、リリィさん」

　声のした方を振り向くとそこにはリーンちゃんの心配そうな顔があった。

　あ、もしかしてオレ達が喧けん嘩かしてるように見えたのかな？　別にそういうわけじゃないんだが、と説明しようとしたらリーンちゃんは全く違う話題を口にする。

「ここ、もうすぐ雨が降るみたいですから、お二人共小屋の下に避難した方がいいと思いますよ」

「「雨？」」

　思わぬその一言にオレとリリィの声が重なる。

　空を見上げれば晴天。とても雨が降るような気配はないのだが。

「えっと、リーンちゃん。それってどういう？」

　と言ってる間に、ポツポツとオレの肩に何かが落ちてきた。

　先程まで晴天だった空に急に雲が発生し、そこから雨がポツポツと降り始めていた。

「噓うそ、マジ？」

　さすがのリリィも驚いた様子。リーンちゃんはオレとリリィの手を摑つかみ「濡ぬれないうちに避難しましょう」と近くの小屋まで移動した。

　その後、僅わずかな時間で雨足は強まり、小屋に着く頃には大雨。

　しかしまさか、あんな晴天からこんなゲリラ豪雨になるとは。

「この大陸ではたまにあるんだよ。晴天でも急に大雨になることが」

　すでに小屋に避難していたエストさんがそう呟く。その背後には子供達も一緒にいた。

「へえー、そうなんですね。けどそれじゃあなんでリーンちゃんは雨が降るって分かったの？」

　オレはもちろん、他の誰も気づけなかったのにリーンちゃんだけは一足早く気づいていた。

「うーん、私にもよく分かりません。ただなんとなくそんな感じがしたんです」

　という実に曖あい昧まいな返答が。

　なんだか前にもこんなことがあったような。やっぱ、リーンちゃんて感覚が鋭いのかな？

　そのうち、降っていた大雨が急に止み、次の瞬間には再び晴天になっていた。

「いやー、ホントこの大陸の天気は読めないなー」

　子供達は外に出てまた畑の方へと遊びに向かう。

　オレ達はどうするかなとリーンちゃんの方を振り返った瞬間、

「──ここにいたか、キョウよ」

　思いもかけぬ人物が現れる。

「お兄様」

　ロスタムさんだ。彼はオレの姿を確認するや否や一目散に近づいてくる。

　やばい、なんか顔が怖い？　もしかしてリーンちゃんと外で遊んでいたのを怒られる!?

「す、すみません！　帝王様！」

「？　何を謝る」

「いえ、そのリーンちゃんと外で遊んでたことについて……！」

　その言葉にロスタムさんは改めてリーンちゃんの泥だらけの格好を見る。

　上から下まで眺めた後、彼は妹に一言を呟く。

「リーンよ、外での遊びは楽しいか？」

「はい！　ずっと夢に見ていましたので本当に楽しいです！」

「そうか、ならばよい」

　あれ？　怒ってない？　オレがキョトンとしていると、再びロスタムさんがこちらを振り向く。

「少しお前と話したいことがある。オレについてきてもらおう」

　その表情は真剣そのもの。彼はそのまま城の方へと戻っていく。

　どうしたものかと思っていたオレに隣にいたリリィが脇腹を小突く。

「行ってきなさい。帝王がアンタに用があるってなら、よっぽどのことなんでしょう。こっちはアタシが見ておくから」

「……分かった、じゃあ任せるわ」

　相あい棒ぼうの助言に従い、オレはこの場をリリィに任せ、帝王の後を付いて行った。




「それで帝王様、話って言うのは？」

「…………」

　オレの問いに対し、ロスタムさんからの返事はない。

　先程から城の地下階段をひたすら降りていた。そこはオレ達二人の階段を降りる音しか聞こえず、不気味だった。

　あまりの居心地の悪さに、何か別の話題でも振ろうかと考える。そこでオレはここに来た当初の目的を思い出す。

（そうだ、世界樹の種。あの時はリーンちゃんの病でそれどころじゃなかったけど、今頼めば何とかなるか……？）

　今ならタイミング的にもちょうどいいのではと思い、オレはそのことを口にする。

「帝王様。オレからも話があるんですがいいですか？」

「……なんだ？」

「オレがこの帝国で帝王様に会いに来たのはある物をもらえないかと、そのお願いをしに来たのです」

「ほう。して、そのある物とは？」

「世界樹の宝石と呼ばれるものです」

　六大勇者が邪悪の樹クリフオトと呼ばれる世界樹を切り倒した際、そこから現れた宝石。

　本来は宝石の形をした種なのだが、それを知るのはオレを含めた限られた人物だけである。

「なるほど。つまり君はそれをオレから譲り受けるためにこの帝国まで来たと」

「はい、何とか頂けないでしょうか？　勿論、オレにできることがあれば何でもします」

　何でもと言って、マジで無茶な要求されたらどうしようとかアホなことを考えたが、そんなオレの思考を吹き飛ばすようにロスタムさんが答える。

「いいだろう」

「へ？」

「どのみち、あのような宝石はオレにとっては不要な物。君に譲り渡しても良い」

　やったああああああああああああ

　これで無事二つ目の世界樹の種ゲット!!　よっしゃああ!!

「ただし、オレからも一つ頼みがある」

　ですよねー。

　内心の喜びも束の間、身構えるオレ。

　だが、次に帝王の口から語られた言葉はオレの予想を上回るもの。

「君にこの帝国を救って欲しい」

「はい？」

　思わず素で聞き返してしまうほど、突拍子もない要求であった。

　えっと、それってどういう？

「キョウよ。君は我々六大勇者が魔王を討伐したことは知っているな」

「はあ、それはまぁ……」

　その件に関しては女神様の口から聞かされていた。

　ロスタムさん含む六大勇者はこの世界の魔王、すなわちスィの親を倒している。

「だが、我々六大勇者といっても、魔王を真っ向から倒すのは困難。故に我らはまず邪悪の樹の討伐から始めた」

「え？」

「君は知らないだろうが、邪悪の樹は魔王の生命エネルギーと繫つながっている。原因は不明だが、邪悪の樹が一つ減るごとに魔王の命が弱るのだ。そして、我らはそれぞれ五つの大陸にあった大樹を滅ぼした。その際に先程、君が言った宝石も回収した」

「…………」

　魔王と邪悪の樹の関係性。

　実はその件についてはオレは知っていた。というよりも、恐らく六大勇者よりも詳しい。

　彼らは知らないが、邪悪の樹とは本来、生命の樹と呼ばれるこの世界を支える柱である。

　この世界を生み出したモーちゃんいわく、十本の生命の樹が全て切り倒されれば、この世界も消滅するという。

　そして、それを防ぐために世界樹の守護者として存在したのが魔物の王──魔王だったのだ。

　そのため十本の生命の樹と魔王の命は連動している。

　だから、生命の樹を討伐すると、その分、魔王の命も弱っていく。

「五つの邪悪の樹を切り倒した時点で、魔王も我々の存在に気づき多くの魔物を差し向けてきた。だが、すでに命の要かなめである樹を半分以上も切り倒され魔王の力も大きく削がれていた。我々はそのまま魔王のいる第一大陸ケテルの邪悪の樹へと向かい、奴を討伐したのだ」

　それで合計六つの邪悪の樹を切り倒したということか。

　だが、そうなると疑問が残る。

「残りの四つの大樹はどうして切り倒さなかったんですか？」

　六大勇者が残る四つの邪悪の樹を放置していることにオレは前から疑問を感じていた。

　無論、大元である魔王を倒した以上、邪悪の樹討伐という大所業を無理に行う必要もないと言えばそうなのだが。

「……それこそが今現在、我々が抱えている最重要問題なのだ」

「はい？」

　それってどういう？

「魔王を討伐した時、奴は死の間際、天空に四つの光を放った。そして、それは四つの邪悪の樹へと向かった」

「四つの邪悪の樹へ？」

「そうだ。そして、その光を受けた邪悪の樹より、ある〝四体の魔物〟が生まれた」

　四体の魔物？　そのフレーズに何な故ぜだかオレは悪寒を感じた。

「キョウよ。魔物のランクについては知っているか？」

「えっと、危険度ランクってやつですよね、まあ一応。最高のＳＳから最低のＦまであるとかなんとか」

　帝王はその話を切るように別の話題を振り始める。

「そうだ。では、問う。お前が知る中で最高ランクの魔物とはなんだ？」

「確かＳランクのリヴァイアサンっていうのが……」

「そうだな。普通、この世界の者が知っている最高ランクはＳだ。というよりもこれまで実在した魔物の最高ランクがＳまでだったからだ」

　真まっ直すぐにこちらを見て、厳おごそかに言う。

「ＳＳランクというのは別名『魔王級』と呼ばれている」

「え？」

「実在する魔物の中で最高ランクとされていたのが魔王のＳＳランクだった。だが、その魔王と同等の戦闘能力を持つ魔物が生まれてしまった。奇くしくも我らがその魔王を討伐したがために」

「それって……つまり……」

「そう、先程言った残る四本の世界樹から生まれた魔物。そいつらは全員魔王と同等の戦闘能力を持つ『ＳＳランク』の魔物だ」

　その言葉にオレは戦せん慄りつした。

　魔王の力がどれほどかは分からない。

　だが、それでも六大勇者が総力を以もつて倒したのが魔王。

　ならば、それと同等の力を持つ魔物が四体？　それは言い換えれば、この世界にはまだ魔王が四体いることと同義である。

「恐らくは魔王が最後に放った光。あれは自身の力を邪悪の樹に眠るその四体に与えたのだろう。それを受けた四体は目覚めると同時に魔王の力をも受け継いだ。そして、そいつらは今も活動したままだ」

「……それ、世界中の人は知ってるんですか？」

　震える声で問いかけるオレにロスタムさんは首を振る。

「折角、この世界の魔王を滅ぼしたというのに、それと同等の魔物が現れたなどと民衆に言えるものか。あれらはあくまで危険度ランクＳを超えるＳＳ級の魔物が存在することを知らしめて、注意勧告をしただけだ」

　つまり、ＳＳランクが魔王級であるのを知るのは一部のみだと……。

「あの四体の魔物はそれぞれの邪悪の樹に配置されていた守護者であり、魔王のバックアップ的な存在なのだろう。本体である魔王が滅びた際、その代わりとして残る樹に存在したそいつらが目覚める。いわば魔王の分身のようなものか」

　確かに、そう言われれば筋は通る。

　恐らく、普段はなんらかの形で世界樹の中で眠りについていたのだろう。

　それが魔王が死んだことにより、その信号を受けて目覚めた。

「けど、なんでそんなことをオレに？」

「……そのうちの一体がこの大陸に存在する」

「え？」

「この大陸の邪悪の樹に存在するＳＳランク魔物──名をベンヌという。ここより遙はるか最南に存在する火山を己の住処すみかとして身を潜めていた。オレは極秘にそのベンヌを監視するべく、砦とりでを築き兵達を送っていた。そして、兵達よりある報告があった。ＳＳランク魔物・ベンヌが活動を開始したと」

「!?　それってまさか!?」

「そうだ」

　そこまで聞いてオレは帝王勇者ロスタムさんが伝えたいことに気がついた。

「今、この帝国は危機に瀕ひんしている。そのＳＳランク魔物・ベンヌがこの帝国へと迫っているのだ」

　ＳＳランク、魔王級という先程の言葉がオレの脳裏をよぎり、嫌な汗が流れる。

「けど、なんでこの帝国を狙ねらってるんです？」

「知らんよ。考えられるとすればオレ達六大勇者への復ふく讐しゆうかもな。魔王を討伐したことへの。実際、今各地に存在する四体のＳＳランクは勇者が統治する国を狙い襲撃しているとの話だ。皆、知られないように必死に隠しているがな」

　復讐……確かにその可能性はあるかもしれない。

　魔王は生命の樹の守護者にして全ての魔物達を統治する王。ＳＳランク魔物にとってもそれは同じであり、自分達の王が討たれれば復讐心も芽生えるか……。

「実は以前にも一度、この国はベンヌの襲撃を受けている」

「え？」

「気づかなかったのか。君が最初にこの都に来た時、街のあちらこちらが損壊した様子に？」

　確かに。最初にこの帝国に入った時、建物の崩壊や爆撃を受けたような跡が多く見られた。

　ということはまさか、あれがＳＳランク魔物の仕業!?

　たった一体で街一つがあそこまでの損害を……!?

「あの時は総力を用いて、何とかベンヌを迎撃することができた。が、もはや二度目は通じぬ。未いまだ騎士団の多くは損害を被ったまま。もう一度襲撃を受ければ、今度こそこの国は崩壊する」

　それは傲ごう岸がん不ふ遜そんで威い厳げんを持ち合わせていた人物とは思えぬ発言であった。

　あれほどカリスマに溢れた男が、こうまではっきりと自らの敗北を口にするなんて。

　それほどＳＳランクの魔物が恐ろしいのかと、オレは改めて脅威を覚えた。

「故に君の力が必要だ。ＳＳランク魔物を撃退するのに」

「はい？」

　え、いやいや。勇者ですら手に余っている存在を一介の魔物栽培士であるオレがどうしろと？

　そんなオレの心境を見破ったのか背中から帝王の笑う声が聞こえる。

「先程言ったな、オレ達六大勇者はそれぞれ邪悪の樹を討伐したと」

「はい。それで、そこに存在した宝石を持ち帰ったと」

「そうだ。だが、オレだけは違う。宝石の他にもう一つ〝ある物〟を持ち帰った」

「〝ある物〟？」

「そうだ。オレは六大勇者の中でも変わり者でな。使える物があるのなら、たとえそれが危険であろうと利用する。他の勇者連中からはオレのそうした行動を危ぶまれているが、この状況においてはオレは自分の決断が正しかったと断言できる」

　帝王が語るその言葉の意味が分からず、問いを投げようとした瞬間、長い地下階段を下り終わり、遂にこの城の最下層へと到達する。

「これがその答えだ。見るがいい、キョウよ」

「これは……？」

　そこにあったのは台座の上に置かれた小さな真珠。

　白く輝くそれはまるで種のようであった。

「帝王様、これは一体……？」

「世界樹を討伐した際、オレはその中心から世界樹の心臓と呼ばれる宝石を取り出した。宝石はいわば世界樹の核のようなものなのだろう。だが、その際、宝石とは別に世界樹の頂上にて光り輝くひとつの種を見つけた」

　問いかけるオレに帝王は台座に置かれた真珠を指差し答える。

「そう、これこそが世界樹に眠る世界最強の魔物──ＳＳランク魔物の種だ」

「なっ！」

　それはまさに予想の遙か上を行く帝王の隠し札。

「キョウよ。お前にはこのＳＳランク魔物を栽培して欲しい。それこそが、来きたるＳＳランク魔物ベンヌに対抗できる我らの最後の手段だ」





◇　◇　◇






「またアンタも厄介な仕事を押し付けられたわね」

　あれから帝王の頼みを受けたオレは、掌てのひらにある真珠のような種と睨にらめっこをしていた。

「仕方がないだろう。帝王が言うには他に対抗の手段はないってらしいんだ。お前だってこの国が滅ぶって聞いたら見過ごせるか？」

「そりゃまぁ……見過ごせないけど」

「それに何より、この国を救えば帝王はオレに世界樹の宝石を渡すと言ってくれた。なら、引き受けるしかないさ」

　あのあと、オレは成功した暁あかつきに世界樹の宝石をもらうことを約束した。

　この国にしばらく滞在して、少なからず愛着も湧わいていた。

　特に騎士団長のエストさんに、オレを手伝ってくれた城の皆。時とき折おり、畑に遊びに来る子供達に、そして何よりリーンちゃん。

　あの人達をこのままむざむざ殺させるわけにはいかない。

　来るＳＳランク・ベンヌの襲撃に備えて、それまでにオレはこの魔物を栽培しなければならない。

「それにしても世界樹の種の他にそんな種まであったなんてね」

　予想だにしなかったという風に呟くリリィに、オレも頷うなずく。

「あとでモーちゃんに聞いてみたけれど、ＳＳランクの魔物の種ってのは世界樹からしか生まれないらしい」

　この世界を支える十本の樹。生命の樹。それらを守護するのは、魔王という存在。

　その魔王に万が一があった際、それぞれの世界樹の頂点にある種からＳＳランクの魔物が生まれるという。

　勇者たちが魔王を滅ぼした瞬間、残っていた四本の生命の樹から一斉にＳＳランクの魔物が目覚めた。

　オレがロスタムさんから受け取ったのは、すでに倒された世界樹に残されていた、成長が止まった魔物の種ということだ。

　聞く限り、ＳＳランクの種を育てるには今までとは比べ物にならないエネルギーが必要ということ。

　モーちゃんいわく、オレの魔物栽培スキルもどこまで通じるか未知数とのことだ。

「けど、聞いた話じゃそんなに時間はないんでしょう？」

「ああ、帝王の話じゃ長くてもひと月。この帝国に来るまでに各地の砦で足止めを行っているらしいけれど、下手をすれば一週間でここまで迫るかもって話だ」

　のんびりと時間をかけている暇はない。

　オレは頼みを引き受けると同時に、目の前の種を土に植えて二、三日様子を見たのだが……。

「全然反応なかったんでしょう、その種」

　そう。種は全く芽を出す様子がなかったのだ。

　無論、植える際には大量の粘土で固めて、水も十分与えた。が、全く変化なし。

　これまでの栽培経験を踏まえるならば、何らかの反応や、弱々しくても芽が出るなどの成長があっていいはず。

　にもかかわらず目の前の種は何の反応も示さなかった。

　これまでオレも様々な魔物を育ててきた。

　その中でも大きく分けて二種類の魔物が存在することを知った。

　一つは植物型。これはジャック・オー・ランタンや、マンドラゴラ、砂漠クラゲなどが該当する。

　種を植えればそれがそのまま魔物となる、植物と一体となっているタイプ。

　もう一つが動物型。これはワイバーンやコカトリスなどが該当する。

　動物型の特徴はまず樹が生まれ、そこから魔物の卵が実り、その卵から魔物が生まれる。

　植物型でも動物型でも、育て方に変わりはない。

　ただその過程が少し異なるだけで同じ農法や技術でも栽培は可能。

　故にこの種がそのどちらのタイプであってもオレがこの砂漠で学んだ粘土団子や、土の改良、堆たい肥ひなどで十分育つはずであった。しかし。

「……一体どうなってんだよ、この種は」

　まるで、土台そのものが違うとでも言わんばかりにこの種からは何の反応もない。

「くそっ！　分からねぇ、一体何がダメなんだ……」

　背後で心配そうに見ていたリリィが目の前の種を見ながら問いかける。

「……キョウ、そのＳＳランク魔物の名前とか分かるの？」

「ああ、帝王様が言うには何でもバハムートって名前の魔物らしい」

　バハムート。ゲームやラノベに詳しい者なら一度は聞いたことのある名だ。

　その多くが巨大な龍の姿で描かれ、ほとんどが強力な魔物として登場している。

　この世界でもそれは同じようであり、最強クラスであるＳＳランクの一角を担うに相応ふさわしい魔物だろう。

　バハムートは元々は神話に存在した怪物だという。

　オレもゲームにハマって魔物の元ネタを調べようと色々とネットでググってた時代があった。

　が、やはりどんな説明だったのかもはや遠い記憶で全く覚えていない。

　粘土団子の時もそうだが、もっとしっかり覚えておけば良かったと後悔。よく雑学とか役に立たねぇよと聞くが、意外なところで役に立つんだよ、いや本当に。

「すぃ～！」

「キョウさん、こちらにいらっしゃったのですか」

「リーンちゃんにスィ、二人共一緒だったのか」

　そこにはスィと一緒にこちらに近づくリーンちゃんの姿があった。

「何をなさっているのですか？」

　彼女はオレに近づくと、掌にある種をマジマジと物珍しげに見る。

「いやぁ、その、ちょっとこいつを栽培しようって話になったんだけど、どうにも上う手まくいかなくって……」

「そうなんですか。でもこれ、真珠みたいに綺き麗れいな種ですね」

　そんなリーンちゃんと話をしていた時、足元にすがりつく感触を覚える。

「すぃ～！」

　見るとそこにはスィが好奇心に溢れた瞳ひとみでこちらを見上げていた。

「ん、もしかしてスィもこれ見たいのか？」

「すぃ～！」

　周りの皆が興味深そうに見てるのを見て、スィも気になったようでオレの掌にある種を覗のぞき込む。

　その姿を見てオレは「しょうがないな」と呟きながらスィの掌にその種を渡す。

「すぃ～！」

　初めて見る真珠の輝きに目を奪われたのか興奮した様子で走り出す。

　やっぱり小さいとは言えスィも女の子。

　ああした光り物は好きなのかなと思っていた、その矢先、

「すぃ……！」

　地面のデコボコに足を取られたスィがその場で転がる。

　しかも、そこはやや傾斜になっていた部分であり、その先には湖が存在した。

「スィ!?」

「スィちゃん！」

「す、スィちゃん！」

　オレとリリィ、リーンちゃんの声が思わず重なり、転がるスィへと慌てて駆け寄る。

　が、伸ばした手が届くことなく、スィはそのまま湖へとダイブしてしまう。
















「す、すぃ～」

　派手な音を立てて湖に浸かるスィ。しかし幸い、深さはそれほどなかったようでスィの肩くらいしか水は届いていなかった。

「スィ、怪け我がはしてないか～!?」

「スィ～！」

　慌てて駆けつけたオレにスィは大丈夫とばかりに両手を上げて無事を知らせる。

　それにオレを含むリリィ達もほっと一息をつくが、すぐにスィの慌てた声が響く。

「すぃ!?」

　見ると血の気の引いた様子で両手を何度も確認し、その場をグルグルと回りだす。

　何事かと問いかけようとした瞬間、スィが涙目になりながら、両手をオレの方に差し出す。

「すぃ～……」

　そこからは先程オレが与えた真珠形の種がなくなっていた。

　どうやら湖にダイブした際、そのまま種を落としてしまったようだ。

　スィは必死に謝る様子で涙を浮かべている。

「あー、まあ、落としてしまったものはしょうがないよな」

　オレはそのままズボンの裾すそをまくりあげて、スィのいる湖へと入っていく。

「気にするな、スィ。今から皆で探せば問題ないよ」

「すぃ～……」

　そう言って頭に手を置くオレにスィは目の端に涙をこらえながらも嬉しそうに笑った。

　それを見ていたリリィもやれやれといった様子で鎧よろいを脱ぎ、湖の中に入ってくれる。

「まっ、しょうがないわね。アタシも手伝ってあげる」

「おう、助かるぜ。リリィ」

　オレからの礼に対し「別に」といった様子で湖の中に顔を突っ込み中を調べていくリリィ。

　そんな彼女にならうようにリーンちゃんも服の裾をめくりながら「わ、私も……！」と入ろうとするのを制止する。

「あ、いや、リーンちゃんはそのままでいいよ。ここはオレ達がやるからさ」

「え、で、でも」

「さすがに一国の王女様にこんな雑用は頼めないよ」

　病が良くなったとはいえ、リーンちゃんは病み上がり、まだ無理をさせるわけにはいかないとオレは丁重に断りを入れる。

　それをリーンちゃんも受け入れてくれたのか、しばらく悩んだ後「……分かりました」と頷いてくれた。

　そうして、オレもリリィやスィと一緒に湖の中に落ちた種を探そうと顔を突っ込もうとした瞬間。

「……ぷはぁ！　見つけたよ。キョウ！」

　右手に光り輝く真珠を摑んだリリィが顔を上げる。

「はい、これでしょう」

　リリィから差し出された真珠を受け取る。間違いなくバハムートの種だ。

「おう、間違いねーよ。サンキューな、リリィ！」

「別にいいわよ。あー、それにしても濡ぬれちゃったわね」

　全身ずぶ濡れになったリリィがその場で水を出すべく、上着をギュッと絞っていく。

　水に濡れたリリィの四し肢しや髪が普段よりも色っぽい雰囲気で、なんとなくその姿をじっと見てしまう。

　そんなオレの視線に気づいたのか、リリィと目線が合ってしまった。改めて自分のびしょ濡れの姿に恥ずかしさを感じたのか顔を赤くして上半身を両腕で隠し出す。

「って、な、なにジロジロ見てんの！」

「え、あ、いや、そうだな、すまん！」

　リリィのその言葉にふと我に返ったようにオレは慌てて目線をそらす。

　そんなオレ達をリーンちゃんがキョロキョロと交互に顔を見る。

「ひょっとして……お二人は恋人同士ですか？」

「は、はぁ!?」

「ぶっ!!」

　とんでもない質問をしてくる。

「ち、違うわよ！　こ、こいつとはただの相棒ってだけで……！　ね、ねえ!?」

「あ、ああ、そうだな。あ、相棒、相棒だよ、リーンちゃん」

「ふ～ん、そうなんですか」

　なぜか慌てるオレ達二人をリーンちゃんはいつにもなく、不敵な笑みでマジマジと見つめてくる。

　なんだろう、なんか妙にむず痒がゆい感じが。

　と、オレはこの妙な空気から逃げるように、湖から上がろうとした瞬間であった。

「……ん？」

　今一瞬、掌に握る種が脈を打ったような気がした。

　それは今までにない感覚だった。これまでは土に植えるなり、様々な努力をしたのだが、そこから生命が脈動する気配が全くといっていいほど感じられなかった。

　だが、今感じたのはオレがいつも種を地面に植える際に感じる命の脈動。いわば、そこから芽が出るだろうという確信であった。

「？　キョウ、どうしたの？」

「キョウさん？」

「悪い、ちょっと静かにしてもらっていいか」

　オレの頼みを受け、二人は無言で承しよう諾だくする。

　オレはもう一度、掌にある種を握り締め、じっと感覚を集中させる。

「…………」

　ドクンっ。と、確かに弱々しいが種の中から何かが鼓動を打つような感覚があった。

　今なら地面に植えれば栽培可能か？　とも一瞬考える。

　だが、先程までは全く反応のなかった種が何かに反応したということ。

　それは一体何だ──。オレは考えるが、すぐさま答えに行き着く。

　今この種に起きた異変は一つしかない。

「水、か」

　それもただの水ではない。文字通り大量の、それこそ水中に埋まるほどの。

　だとすれば、もしかして、この種は──？

「水、バハムート……海」

　最後の単語を呟いた瞬間、オレは以前の粘土団子の時と同様に頭に閃きが走った。

「──そうか！」

　オレの声に傍そばにいたリリィとリーンちゃんの二人が驚いた顔を向ける。

「ど、どうしたの、キョウ。何か閃いたの？」

「ああ！　お陰様でな！」

　オレはそのまま隣にいるスィの頭を撫なで回まわす。

「すぃ～？」

「スィ、やっぱりお前はオレの幸運の女神様かもな！」

　本物の女神様を差し置いて、今回の件は本当にスィに助けられっぱなしだ！

　どちらも偶然とはいえ、この子の遊び心がオレに答えとなる道みち標しるべを示してくれたのだから！

　当のスィは、そんなことは露知らず、オレに褒められた喜びのまま明るい声を出す。

「すぃ～！」

「よし、それじゃあ、早速帝王様に会いに行こう！　リーンちゃん、よければ同席をお願いしてもいいかな？」

「え、今からお兄様にですか？」

「ああ、一刻も早く頼むよ！」

　オレの急な頼みに目をパチクリさせるリーンちゃんだが、これはもう時間との勝負。

　この閃きを帝王様に知らせるべく、リーンちゃんの手を握り、急ぎ城へと戻るのであった。




「……なるほど。話は分かった」

　オレを含めたリリィ、ジャック、スィ、カサリナ、バーン、ドラちゃん、それにリーンちゃんにエストさんと主要なメンバーが揃そろい、帝王であるロスタムさんに謁えつ見けんを行っていた。

「つまりその方法を取るための許可をオレから得たいと？」

「はい。恐らく、これがバハムートを栽培する唯一の方法です」

　先程、湖で起きた出来事を帝王に話した後、オレは今現在この場へと運んできたバハムートの種を指して断言する。

「バハムートは海洋の魔物。つまり海の中でしか栽培できないのです」

　そう、それこそがオレが出した結論であった。

　それまで地面に植えても反応のなかった種があの瞬間、確かに脈動したのを感じた。

　無論、他にも理由は存在する。

　もしも、この種が通常の平地にて育つ魔物であるなら、これまで何らかの反応があっていいはず。

　この種に関しては、初めの段階から反応が全くなかった。

　育てる土台そのものが異なるのではないかという見解が一番しっくり来る。

　そして、最後にもう一つ極めつけの理由。

　それこそが、先程の閃きによって思い出したバハムートの伝承であった。

「オレがいたところではバハムートの伝承にこうありました。バハムートとは巨大な魚の怪物である、と」

　今でこそ、バハムートと言えば『龍』のイメージが大きい。

　それも様々なゲームや物語でバハムートを龍として描いたことによる影響であろう。

　オレ自身も、バハムートのイメージは龍という先入観により、魚という伝承をすっかり忘れていたのだ。

　そして、そこまで分かればオレがしなければならないことは一つ。

　このバハムートの種を持って、港に向かい、海の中にこいつを植える。そのためにも──

「ですので、お願いします。このバハムートの種を栽培するためにも、オレをこの国から出させてください」

　当初、この帝国に来た時に帝王に宣言された通り、オレは彼の許しなくしてこの国から出ることができない。

　つまりバハムートを栽培するためには、帝王にその束縛を解いてもらうしかない。

「…………」

　オレの頭を下げた懇こん願がんに対し、帝王はただ沈黙を保っていた。

　彼からはある一定の信頼を得られたと信じている。

　だからこそ、オレにこのバハムートの栽培を頼んだのだろう。

　だが、ロスタムさんは尚なおの事、今オレを手元から離すことを容易には許さないだろうことも分かっていた。

「……仮に、お前がこの帝国から外に出るのを許すとしよう。それでお前が再びこの帝国に戻ってくる保証はあるのか？」

　そう、今現在、この帝国は未み曾ぞ有うの危機に瀕している。

　あとひと月以内に、この帝国には世界最強のＳＳランク魔物ベンヌが襲来する。

　それが訪れた時、勇者であるロスタムさんですら倒せる保証はないと断言している。

　真っ当な人間なら、その前にこの国から逃げるのが一番の得策である。

　それはロスタムさんだけでなく、この場にいる全員が理解している。

　最悪、オレのここでの言動もただこの国から逃げるための虚きよ偽ぎだと疑われても仕方ない。

　仮に真実だとしても、それでオレが戻ってくる保証もやはりない。

　だがそれでもオレは断言する。

「戻ります。オレは必ずバハムートを栽培し、この国を救うために戻ってくると約束します」

　オレは迷うことなく顔を上げ、真まっ直すぐに帝王を見て宣言する。

　帝王はやはり無言を貫く。そのまま静寂がこの場を包むかと思われた、その瞬間。

「キョウが戻ってくるのを信じられないのなら、アタシが代わりにこの帝国に残るわ」

「……リリィ」

　それはいつの間にかオレの隣に立っていたリリィの言葉だった。

　それに続くようにオレの隣に更に誰かが立つ。

「なら、オレも残るとしよう。兄ちゃんがここに戻ってくる証あかしとして」

「……ジャック」

　二人はなんの迷いもなく、オレの隣に立ち、そう断言してくれた。

　そこには言葉以上の信頼が込められているように感じられた。

「……人質というわけか。だが、もしもその男がお前達を見捨ててそのまま逃げればどうする？」

「それは絶対にないわ」

　帝王からの問いかけに間髪入れずリリィは断言する。

「キョウは仲間を絶対に見捨てない。それだけはアタシが保証するわ」

　先程のオレ以上にリリィは迷いない瞳を帝王へ向ける。

　やがて、この場に来て、初めて帝王の顔に笑みが刻まれる。

「よかろう。そこまで言うのならば、オレもそれを信じるとしよう」

　言って、帝王は頷く。が、それで全てを良しとする彼ではなく「ただし」と条件を付け足してくる。

「外に出すと言っても、やはり最低でもお前の監視は必要だ」

　その帝王の言葉にすぐさま反応したのは背後に立つエストさんであった。

「帝王様。その任務、どうか私にお任せください。必ずやこの者の監視と任務遂行を果たしてみせます」

　片かた膝ひざを突き、自らに命令を下すのを待つエストさん。だが。

「……いいや、この任務はお前には任せられぬ、エスト」

「!?　なぜですか！　帝王様！」

　帝王からの思わぬ却下にエストさんだけでなくオレ達も驚く。

「今現在、この帝国の騎士団を率いるのはお前をおいて他ほかにはいない。それが理由だ」

「…………」

　そこには言葉以上の意味が込められていた。

　もうじき、この帝国にＳＳランクのベンヌが襲来する。

　それはこの場にいる全員が知ることであり、城にいる誰もが知らされていた。

　その襲来の際、騎士を率いて防衛する騎士団の頭である騎士団長が不在というのは、あってはいけない事態。

　そもそもエストさんほどの戦力を他に回す余裕など現在の帝国にはないんだ。

　そのことを理解し、エストさんはただ静かに頷き下がる。

　その時、意外な人物の声が上がる。

「お兄様。その役目、どうか私にお任せできませんか？」

「……リーン」

　それは帝王の妹であるリーンちゃんであった。

「今、帝国から兵力を割くのは得策ではありません。ですが私なら元々戦力としても数えられませんし、キョウさんとは少なからずご縁がありますので、監視をするのにもちょうどいいかと思います」

「…………」

　リーンちゃんの発言に帝王は考えるように沈黙をする。

　帝王ロスタムにとってリーンちゃんとはかけがえのない家族。

　リーンちゃんの病状はほぼ完治に向かっている。だが、それでもまだ遠くへ出すのは早いと考える部分もあるだろう。

　特に海への出航ともなればリーンちゃんにとっては初の国外へ出ることになる。

　再び病が悪化しないとも限らない。

　今、彼は帝王と兄、二つの立場に悩まされながら決断を下そうとしていた。

「お兄様。お兄様が私のことを心配してくださる気持ちは十分に分かっています。私もそれを嬉しく思います。ですが、私はお兄様の妹、この帝国を支配する帝王勇者の妹でもあります」

　だが、そこでリーンちゃんは初めて、これまで見せたことのないような凜とした表情をする。王族のみが持つカリスマ性を溢れさせるようであった。

「私もまた一国の姫として生まれた以上、国に対する責任や貢こう献けんを果たしたいと思います。いつまでもお兄様や周りの皆に助けられるばかりではダメ。もし、今私にこの国のためにできることがあるとするなら、キョウさんと共に行き、その栽培を手助けすること、それがこの国の救済に繫つながると信じております。ですからお兄様」

　スっ、と一歩を踏み出し、リーンちゃんは自らの胸に手を置き、声高らかに宣言する。

「私を彼と共に行かせてください」

　その場にいたオレを含む全員が一瞬、その宣言に目を奪われた。

　それはまさに帝王と同じ国の上に立つ者として揺るぎのない自信だった。

　自分にできることを果たしたい。その結果、病が再発しようともそれを恐れない覚悟をその後ろ姿に見た。そして。

「──ふふっ、よかろう」

　玉ぎよく座ざに座る帝王から笑みが溢れる。それはまるで愛いとしい我が子の成長を見守る親のような笑顔。

「では、リーンよ。その者、キョウの監視をお前に任せる。もし、その者が自らの命惜しさに任務を投げ出し逃避しようとした際にはお前の全霊をもって押し留めるよう」

「はい、承知いたしました。お兄様」

　ふわりと、ドレスの裾を握り、軽いお辞儀と共にそれを承るリーンちゃん。

　それにしても信用されてないなー。逃げようとしたらって……逃げませんよ。と心の中で一応突っ込んでおく。

　そんなことを思っていると、リーンちゃんがおもむろにオレの腕を取る。

「それでは、これからどうぞよろしくお願いいたしますね、キョウさん」

「あ、ああ、こちらこそ、よろしく」

　思いの外ほか、近い顔にちょっとドギマギしてしまったが、ひとまずこれで目的は達成できたのでよしとしよう。が、その矢先、思いもよらぬ人物が声を上げる。

「では、儂わしもお主達と一緒に行かせてもらおう」

「カサリナさん」

　それは賢人勇者のカサリナさんであった。

「元々、儂に関しては自由に行動して良いとそちらの帝王も言っておったし、構わぬじゃろう？」

「無論。お前は我ら他の六大勇者とは異なり立場を持たぬ自由の身。故に好きなように行動するが良いさ」

「うむ。そういうわけじゃ。というわけで儂もお主に同行させてもらうぞ」

　帝王の許可を受け取り、カサリナさんは改めて同行を申し出る。

「こちらこそ、よろしくお願いします。カサリナさん」

　正直、カサリナさんが一緒についてきてくれるのは心強い。

　リリィがここに残る以上、オレの方の戦力が乏しくなるので、それを埋めてもらえるという意味でも助かる。

　本人もそうした考えがあったからこそ、同行を申し出たのかもしれないが。

「して、出発はいつにするのだ。キョウよ」

　問いかける帝王に対し、オレは即答する。

「いますぐに」

　オレのその返答に満足気な笑みを浮かべた帝王は立ち上がり、すぐさま兵士達へ出発の準備を命ずるのだった。





◇　◇　◇






「それじゃあ、行ってくるぜ」

「ええ、こっちは任せておきなさい。仮にベンヌが襲来してきてもアンタが戻るまで必ず踏ん張ってみせるから」

「そういうことだ。こっちは任せておきな、兄ちゃん」

「オレ達も兄者を守るために戦うよー！」「ここは任せてー！」「スイカもやる時はやるよー！」

「ご主人～、気をつけてっす～」

「すぃ～！」

　あれから、馬車の準備はすぐに完了し、出発前にリリィやジャック、スィやドラゲちゃん、他にもジャック・オー・スイカなど、オレがこの帝国で栽培した魔物達が見送りに来てくれた。

　帝国の守りに関してはこいつらと、帝王様率いるエストさん達の騎士団がいればなんとかなるだろう。

　一方、オレの方には監視役としてリーンちゃんと、その護衛として数人の兵士達。それからオレの護衛としてカサリナさんとバーンが付いてくれることになった。

「ぴぃ～！」

「おう、よろしくな。バーン」

　オレの肩に乗り頰を寄せるバーンだが、すぐさま「任せろ！」とばかりに力強く翼を広げる。

「バーンちゃんがいるからって気を抜かないでよ。監視役って言ってもリーンはお姫様の上に病気から回復したばっかりなんだから、くれぐれも無茶させないのよ」

「分かってるって。あの子に何かあったら、それこそ帝王様に殺されるよ」

　リリィからのそんな忠告に対し、オレは冗談交じりに返す。

「おーい、キョウ。もう準備は良いかー？」

　そうこうしているうちに準備が整ったカサリナさんから、声をかけられる。

　オレは目の前のリリィ達に別れを告げ、そのまま帝王様が手配した馬車へと飛び乗った。

　馬車の中は以前よりも広々としており、それを引っ張るデザートホースも以前よりもガッシリとした体格で力強い足を持っている。

　これならかなりのスピードが期待できそうだ。

「では早速、超特急で頼むぞ。出発じゃ！」

　カサリナさんのその声と同時に、御者が掛け声を出し、デザートホースがいななきを上げる。

　次の瞬間、馬車がもの凄すごいスピードで駆けて行く。

　それは街の公道を次々と通り過ぎ、そのまま開いた門を越え、帝国の外へと出た。

「──わぁ！」

　馬車の中から、その様子を見ていたリーンちゃんは感動に満ちた声を上げる。

「本当に良かったのかい、リーンちゃん。外に出るって言ってもオレの監視をしなくちゃならないし、場合によっては危険なことに巻き込むことになるかもしれないよ」

　あの時の彼女の名乗り上げはオレにとっては救いであったが、しかしそれは同時に彼女も危険にさらしてしまうことだ。

　そんな場にお姫様でもあるリーンちゃんを同行させてもいいものかと悩んでいたが、

「全然構いませんよ。それに言ったじゃありませんか」

　当のリーンちゃんは笑顔を浮かべ答える。

「私が元気になったら一緒に海を見に行くって。こう言ってはなんですが、任務にかこつけてキョウさんとの約束を果たさせてもらいました」

　そう言って「てへっ」と舌を出すリーンちゃんにオレは思わず笑みをこぼす。

「それもそうだったね」

　こんな状況ではあるが、これはリーンちゃんにとって初めての外の世界だ。

　なら、それに相応しくいい思い出を与えられるよう、気合を入れ直すのだった。
























「すご～い！　ここが港なんですか！」

　港町についてすぐリーンちゃんは再び感動の声を上げる。

「ああ、帝都とはまるで違う雰囲気だろう」

「はい！　すごく人が行き来してて、それになんでしょうか、この匂におい……」

「磯いその香り、海の匂いだよ」

「これが、海の匂い……」

　初めてくる港の光景や、海の匂いに夢中になるリーンちゃん。

　そんな彼女のはしゃぐ様子は、ついこの間まで病で倒れていた人物とは思えなかった。

「さて、それではキョウよ。急ぎ船場へと向かうぞ」

　だがしかし、ここには観光で来たわけではない。

　当初の目的をリーンちゃんも思い出し、先程までの浮ついた気分をひとまず横に置いてオレ達と共に波止場へと向かうのだった。




「話は聞いてるぜ、兄ちゃん。国の危機っていうならオレ達、海の男も黙っていられねぇ。船のことならオレ達に任せな！」

「ありがとうございます。船長さん」

　オレ達を迎えてくれたのは最初にこの大陸に運んでくれたあの船長だった。

　帝王様の手配により、協力してくれる船がいるとは聞いていたが、思わぬ偶然に嬉うれしくなる。

「で、出発はすぐにした方がいいんだろう？」

「はい、船長さん達さえよければ今すぐに行けますか？」

　オレのその問いに船長は愚ぐ問もんだとばかりに豪ごう快かいな笑みを浮かべる。

「誰にもの言ってんだ、坊主。こちとらいつでも準備万端よ！　野郎ども！　出航の準備をしろー！」

　その船長の掛け声と共に、瞬く間に船の碇いかりが上がり、すぐさま港から出航する。

「カサリナさん。海の魔物について今のうちに聞いておきたいんですが、あいつらってどんな風に生まれてくるものなんですか？」

「ふむ。そうじゃな」

　船が出航してからすぐ、オレは賢けん人じん勇者のカサリナさんに質問する。

　彼女は以前、リヴァイアサンを一人で仕留めた人物であり、海鮮料理を得意とするあたり、海の魔物に関する知識も豊富であろう。

「まず生まれてくる経緯については海の魔物も陸の魔物も変わらぬ。この世界の魔物は全すべて種から生まれる」

　それはオレも知るところであり、植物型の魔物は種が成長すればそれがそのまま魔物となる。

　動物型の魔物の場合は、体内からこぼれた種が地面に落ちて育ち、それが樹となり、そこに卵がなる。

　そして、その卵からその動物型の魔物が生まれる。

「つまり海の魔物も海中に存在する樹から生まれている」

「海の中にも樹があるんですか？」

「当然であろう。ちなみに我々はその海中にできる樹を『サンゴ』と呼んでおるがな」

　珊さん瑚ごではなく、サンゴは樹なのか。なるほど。

　以前モーちゃんもそんなことを言っていた。

　恐らく地球にある珊瑚とは全く別ものなのだろう。なにせ地球の珊瑚はそれ自体が動物の群れらしいからな。

「海中には多くのその樹、サンゴが茂っているが、そこから生まれる卵は二種類じゃ。すなわち魚卵型と通常の卵型」

　魚卵型と卵型。どう違うのだろうと頭をひねっているとカサリナさんは丁寧に教えてくれた。

「魚卵型は一つのサンゴに多くの卵がなる。大きさは小指の爪ほどの小さなもので色も赤や黄色など様々。それらが百個近く実り、時が経たつとそこから多くの小型の魚型魔物が生まれる」

　なるほど。分かりやすい。

　その実る魚卵とやらもイクラのようなものなんだろう。そう考えると美お味いしそうに思えてきた。

「そして、もう一方の卵型じゃが、これは一本のサンゴにつき一つしか実らない。いわゆる地上におけるワイバーンの樹と同じで中型から大型の水すい棲せい魔物が生まれる」

　カサリナさんが言うには、そのタイプの卵から生まれるのはイカやタコをはじめ、サメ型やエイ型、他にもクジラタイプの魔物だという。

　小さい奴らは魚卵型で生まれて、それ以外が卵型と考えていいみたいだ。

　そう思うと地上で魔物を育てるのと海中で魔物を育てるのはそれほど大差なさそうだ。

　ようは育てる場所の違いだけ。

　カサリナさんが言うには、水棲魔物の多くは倒した際、体の中から種らしいものが現れるらしい。

　しかし、例によってそれらを海の中に埋めても魔物の樹であるサンゴが育つことはなかったという。

　だが、魔物栽培スキルを持つオレになら可能であろうとカサリナさんも背中を押してくれた。

「ちなみに育つサンゴも、その元となる魔物の大きさに比例して大きくなる。中型の魚や、イカやタコといったタイプならそこらへんに生えてる樹と同じくらいじゃが、クジラなどの大型になれば文字通り巨木のようなサンゴに育つ」

「ということはこいつもそれくらいの大きさに育つと考えていた方がいいですね」

　呟つぶやき、オレは掌てのひらに握るバハムートの種を見る。

「船長さん。少し港から離れた場所に船を停泊できますか。なるべく船の出入りが少ない海域で種を育てたいと思いますので、お願いします」

「了解した。任せておきな」

　即座に応こたえてくれた船長に感謝をしつつ、オレはこれから始まる海中での栽培に向け、そのイメージを膨らませていた。




『すごいですね、これ。水中で呼吸できる魔術ですか？』

『うむ、その通りじゃ。儂わしはそれほど魔術が得意な方ではないが、海鮮料理を作る上で海の魔物との戦いは必然。ゆえに、この魔術を取得したのじゃ』

　そこは青く透き通る海の中。オレとカサリナさんは現在、海中にいた。

　最初、海に飛び込む前にどうやって種を海中に埋めるか悩んでいたのだが、そこに勇者でもあるカサリナさんが自信ありげに自分に任せろと言って、彼女と共に海にダイブ。

『これ水圧とかも受けてないんですか？』

『うむ。そういう魔術もかけておいた。いわゆる水圧減少の魔術じゃ』

『なるほど。だから、深海でも地上と変わらない動きができるんですね』

　そう呟きながら、目の前の海を揺蕩たゆたう多種多様な魔物達の姿を眺める。

　魚はもちろんのこと、タコやイカ、貝やクラゲなど、様々な海の魔物が宝石のように煌きらめき泳いでいた。

　魚は羽の生えたフェザーフィッシュ。タコはスライム状の姿をしたオクトスライムなど、初めて見る魔物ばかりで軽く興奮した。

　幸い、どれもそれほど凶暴な魔物ではなく、こちらから攻撃をしない限りは襲いかかってこない。

『それでまずはどうするのじゃ？』

『勿もち論ろん、こいつをここに植えます。オレの推測が正しければ、これで栽培できるはずです』

　オレは掌に握っていたバハムートの種を取り出し、足元の砂をゆっくりと掘り返して、その中へ入れる。

　気づくと周囲にはその光景を物珍しげに見つめる魚やロブスターの魔物などが溢あふれていたが、特に波乱もなく無事に作業を終える。

『よしっ。とりあえずはこれで様子を見ましょう。明日、またこの場所に潜って、こいつが成長するかどうか観察していきましょう』

『了解じゃ。いやはや、なにやら楽しくなりそうじゃな』

　海中での魔物栽培。これに関してはさすがのオレも初めてだ。

　上う手まくいくかどうか心配もあるが、それよりも目の前のカサリナさんと同様に、どこかこの栽培に楽しさを覚えつつあった。




　その翌日。海中での栽培は思いの外ほか、早く結果に結びつく。

『んっ!?』

　そこには見慣れない奇妙な珊瑚の形をした木のようなものが生えていた。

『ほお、これは間違いなく海の魔物の樹、サンゴじゃ。しかし、この色と形は……初めて見るものじゃ』

　それはオレの知る珊瑚の形に似ているが、色は虹にじ色に輝き、形は枯れ木のようだった。

『これは……オレの予想が当たったってことだよな！』

　オレとカサリナさんはそれを確認した後、再び船の方へと戻っていく。




「……ふ──！」

「キョウさんー！　どうでしたかー？」

「おう、リーンちゃん！　上手くいってたよ！　無事、バハムートの木らしきものが出てたよー！」

「本当ですか！　すごい！　さすがですよ、キョウさん！」

「ぴぃー！」

　オレからのその報告を受け、リーンちゃんもバーンも嬉しそうにその場で飛び跳ねる。

「ふふ、あやつらは素直な反応じゃな。とは言え、これは儂も褒めてやらねばな。陸の魔物に続き海の魔物まで栽培するとは、全くお主にはつくづく驚かされる」

　同じくオレと共に浮上してきたカサリナさんも、その様子に同調するように声をかけてくれる。

「いえ、こうして栽培できたのもカサリナさんの協力あってこそです。なによりまだ全部が上手くいったわけじゃないんですから」

　そう、これはまだ最初の成功に過ぎない。

　ここから魔物が生まれるまで栽培できなければ何の意味もない。

　オレ達には時間的余裕もないのだ。ベンヌが帝国を襲撃するまでの間に完了させなければならない。

　正直、一番の不安要素はそこである。海の魔物がどれくらいの日数で成長するのか不明。

　オレの栽培スキルがどれだけ通用するか、それに全てがかかっているのだから。

「待ってろよ、リリィ。すぐに栽培を完了させて戻ってやるからな」





◇　◇　◇






「……どうやら、こちらの予想は遙はるかに甘かった、ということか」

　帝国本土では思わぬ事態の急変に、帝国の民全てが対応に追われていた。

「エスト。お前は騎士団を率いて南門城壁の警護に当たれ、市民への避難誘導も忘れるな。万が一、市街地での戦闘も考慮し部隊の編成を組んでおけ」

「はっ」

「それから女子供は可能な限りこの城に避難を勧めろ。男連中で民衆の中から戦いを志願する者がいれば城の武器庫を開放せよ。無論、戦わぬ者は避難して良い。無理強いはせぬ。全て民の意思に任せることを布告として報しらせよ」

「了解致しました！　帝王様！」

　慌ただしく城の各地を走り回る兵士達。

　彼ら全てが帝王あるいは上官からの命令を遂行すべく、城だけでなく街中すら駆け回っている。

　無論、民衆にもそれらの異変は伝わり普段の賑にぎやかさは影を潜める。が、誰ひとり恐怖におののくことなく、自らにできることを果たそうとしていた。

「それから君らについてだが」

　そして、その帝王の視線の先にはリリィ、ジャックの姿があった。

「言う必要はないわ。アタシ達でよければ手を貸すわよ」

「オレも嬢ちゃんと同意見だ」

「そうか」

　リリィ、ジャックの返答を聞き、笑みを浮かべる帝王。

「では、君達にはエストと同じ部隊に入り、敵の迎撃を行ってもらう。恐らく最も苛か烈れつな戦場の中心となるだろう。覚悟はあるな？」

「愚問だって言ってるでしょう。そのためにアタシ達は残ったのよ」

　これからここへ来る敵の強さをリリィも知らないわけではない。

　だが、それでも相あい棒ぼうと約束した以上、彼女が退くことはない。

　何よりも彼女が為なすべきはキョウがここへ戻るまでの時間を稼ぐこと。そこに迷いは一片もなかった。

「ただ、こっちのスィちゃんの安全だけは保証してもらうわよ」

「すぃ～……」

　そう言ってリリィが差し出したのは、周りの雰囲気に飲まれ気弱な表情を浮かべるスィであった。

　帝王は何の心配もいらないとばかりにスィの頭を撫なでる。

「無論。確かにオレは非情の帝王と呼ばれることもあるが、女、子供を守るのは当然の責務でもある」

　それは国を統治する王として、そして勇者としても決して譲れぬ矜きよう持じなのだろう。

「それよりも心配なのはこの国の人達の方よ。本当に大丈夫なの？　仮にキョウが戻るよりも先にそのＳＳランクが来たとしたら……」

「問題はない。キョウが戻るまでの時間は稼ぐ。我が帝国の戦力を甘く見るな」

　それは自らが統治する国と兵士達への絶対の自信。

「それになにより、忘れるな。オレは帝王であると同時に勇者でもある」

　それ以上に彼は己の『勇者』としての実力に誇りを持っていた。

「オレにもその称号に相応ふさわしい能力はある。あのキョウほどとは言わないが、それに近い特別な才能がな」

「！　それって、アンタもキョウみたいな特殊なスキルがあるってことなの？」

　その言葉にはさすがのリリィも驚きを示すが、それに対し帝王は、

「まあ、それに関しては実際の戦闘でお見せしよう。もっともそれまでに君が気を失っていなければな」

　そう意地の悪い笑みを浮かべる帝王に、リリィは呆あきれながらも、その自信を信じることにした。

「……けど、そうなると心配なのはキョウ達の方ね。もしあいつらが何らかのトラブルに巻き込まれたらマズイなんてもんじゃないわ」

「その点は心配あるまい。彼らには賢人勇者がついている。なにかあれば彼女がどうにかしてくれるだろう。──それにリーンにもオレ同様に特殊な能力がある」

「特殊な能力？」

　思わぬ帝王の発言に聞き返すリリィ。

　それに対し、帝王は少し考えながら言葉を口にする。

「能力……というよりも才能と呼ぶべきか。あれは生まれた時から病に冒されていたが、それゆえ他の人間よりも鋭い感覚を持つことになった。五感の強化、いや第六感の鋭えい敏びん化とでも呼ぶべきか」

　そこまで口にして帝王は「それが役に立つかどうかは分からぬがな」と口を閉じる。

　その後、各兵士への命令を伝達しながら、帝王はふと窓の外の景色を見る。

　そこにあったのは暗雲垂れ込める不気味な空。

　そして、その遙か先より飛来する何か。

　その災厄の存在を帝王もリリィも、この場にいた全員、帝国中の民衆全てがひしひしと感じ取っていた。

　彼らにとっての災厄が、もうまもなくここへと到来することを。

「……もはや時間はない。ベンヌ襲撃は──明日。それまでにお前が結果を出さなければ、我らは滅びるぞ。キョウよ」

　彼方かなたより訪れ炎を纏まとい帝国を滅ぼす不死鳥ベンヌ。

　災厄のＳＳランク魔物の襲来は、もうすぐそこまで迫っていた。





◇　◇　◇






『これはまた……随分と大きくなったものじゃなぁ』

『ええ、オレも同じ感想ですよ』

　あれから約一週間。その海の底では、大樹と呼ぶに相応しいほどの巨大なサンゴが育っていた。

　高さは十メートルに届くかどうか、公園などにある一番古い樹とは比べものにならないくらいの立派な大樹。

　もっとも陸の樹と違い、海の樹には葉っぱなどは付くことなく、枯れ木のように枝ばかりが伸びている感じだが、それでもこれほどの大きさになるとさすがに目を見張るものがある。

『それにあの卵も立派に育ったのぉ』

『はい、おかげさまで』

　そう、何よりも注目するべきはてっぺんの枝より垂れ下がるように実った巨大な卵であった。

　それが形を現したのは四日目くらいから。

　最初は文字通り木の実くらいの小ささだったが、一日経つごとにその大きさは一回りも二回りも大きくなり、今は二メートル以上の巨大な卵となっている。

　オレもこれまで様々な魔物を育ててきたが、これほど巨大な卵を実らせる魔物の樹は初めてであった。

　それもこれがＳＳランクの樹であり、卵である証拠なのだろう。

『けど、いけますよ、これなら。あと二、三日もあればあの卵からＳＳランク魔物が孵かえりますよ！』

　久しぶりにテンションが上がったオレは饒じよう舌ぜつにそう口走る。

『まあ、ここまで行けばよっぽどのアクシデントでもない限り無事に成功するじゃろう。それでは、今日の観察はこれくらいにして船に戻るとするかの』

『はい、カサリナさん』

　オレはそのまま海から引き上げ、皆が待つ船へと戻る。




「ふぅ、潜るばっかりとは言え、案外疲れるな」

「ご主人様、お疲れ様です！」

「お疲れ様です、キョウさん。樹の様子はどうでしたか？」

「ぴぃ！」

「おう、今日も順調だったぜ！　この調子ならあと二、三日中には卵から孵ふ化かするかもな」

　皆からのねぎらいの言葉をもらいつつ、オレはバーンが咥くわえていたタオルで体を拭ふきながら、海中の樹の様子を伝える。

「さすがご主人様です！　これならリリィさん達のところへもすぐに戻れますね！」

「ぴぃー！」

　このペースならベンヌが帝国を襲撃する前に十分戻れるだろう。

　しかしその瞬間、リーンちゃんの隣に控えていた兵がなにやら緊張した面持ちで懐から取り出した通信石相手に会話を行っていた。

「はい……はい……承知いたしました」

　真っ青な顔をした兵士がリーンちゃんに何やら耳打ちをし、それを聞いたリーンちゃんの顔色が変わるのが見えた。

「……キョウさん。まずいことになりました」

「どうしたんだい、リーンちゃん？」

　問いかけるも、リーンちゃんの顔色からオレは嫌な予感がしていた。

「それが……ベンヌの侵攻がこちらの予想を遙かに上回っていたようです。すでに帝都までの砦が全て陥落し、明日には帝国本土にベンヌが襲来する、と……」

「なっ!?」

　それはまさに最悪の報告であった。

　当初、帝王からは最低でも一ヶ月以内には襲撃があると聞かされた。

　オレが帝国本土を出てから経ったのはまだ十日。

　いくらなんでもこれでは間に合わない。

「くそっ！」

　どうする。このままじゃ帝都に残してきたリリィ達の身が危ない。

　こうなったらいますぐにでも卵を切り落として無理やり孵化させるという方法もある。だが、もし失敗すればそれこそ……！

「少し落ち着くが良い。キョウ」

「……カサリナさん」

　焦るオレの肩にカサリナさんが手を置いてくれる。

「今ここで焦っても仕方あるまい。お主はできうる最善を為している。ならばそれを最後まで貫くことじゃ。ここで変に焦ればそれこそ、これまでの苦労が水の泡になりかねぬ。案ずるな、お主の仲間であるあの者達ならば、きっと耐えてくれる。そう信じよう」

　その言葉にオレは今までのことを思い出す。

　そうだ、前の大料理大会の時も不可能だと思えたＳランク魔物をリリィは討伐し、それをオレの元まで届けてくれた。

　何よりもリリィが言ってくれた。相棒を信じて任せること。それが本当の信頼だと。

　ならば、あの時と同様にオレはあいつのことを信じる。

　何よりもあそこにはリリィだけでなく、帝王やエストさんまでいるんだ。

　彼らが簡単にやられるわけがない。

　オレは先程までの焦りを鎮めるように深く息を吸い、吐き出す。

「……そうっすよね。あいつらを信頼するのなら、オレも自分の役割を最後まで全うしなきゃいけない。そのためにもここで焦ってはいけない。ですね」

「うむ。その通りじゃ」

　オレのその言葉にカサリナさんも笑顔で答える。

「キョウさん。私もそう思います。お兄様はああ見えて六大勇者のひとり。それに以前はベンヌを追い返すほどの痛手を与えたのです。今回だってタダでやられるはずはありません！」

「そうですよ！　リリィさんもジャックさんもエストさんもいます！　ご主人様も栽培に集中していいと思います！」

「ぴぃー！」

　それぞれからの激励を受けて、オレも頷うなずく。

　今ここでオレができることはただ一つ、確実に目の前の魔物を栽培することだけなんだ。

「……分かった。皆、ありがとう」

　そう言いながらもオレはわずかな不安を拭い去れずにいた。

　だが、今日できることはすでに終わっている。あとは明日まで樹の成長を待つしかない。

　何もせずに時間を潰つぶすことがいかに苦痛で長く感じるか、身を以もつて味わいながら、気が気ではない状態で夜を過ごすこととなった。

　そのために、オレは気づかずにいた。

　低く垂れ込めた暗雲が、船のすぐ近くまで近づいてきていたことに──。




「どういうことですか！　引き上げるって！」

　翌日、オレ達は船長室に呼び出され、船長の口から出た言葉に思わず怒号を撒き散らす。

　そこにはこの船に乗り込んでいるほとんどが集まっていた。

　船員達は皆、申し訳なさそうな顔をしているが、オレの怒声に対し船長は全く揺るぐ気配はない。

「……言った通りの意味だ、坊主。悪いが、一いつ旦たん船を港まで引き上げさせてもらう」

「だからどうしてですか！」

「理由は……一つしかねぇだろう」

　言って船長は部屋の外、窓の向こう側に見える景色を差す。

「嵐あらしが来てるんだ。これ以上、ここに留まることはできない」

「で、でも、まだ嵐が来るって決まったわけじゃ。それに来てもギリギリまでここに……」

「……できなくもない。が、そんな危険な賭かけをするわけにはいかねぇんだよ、兄ちゃん」

　そう呟く船長の目には、この船の責任者としての自負が宿っていた。

　確かに、この船を預かる身として、船とそこにいる船員を犠牲にするわけにはいかないだろう。

　それは分かっていた。分かっていたが、ここで退ひいたらオレだけでなく、リリィや帝国にいる者の運命は絶望に終わる。

　どうすれば。そう思っていた矢先、更なる凶報が告げられる。

「船長！　大変です！」

「どうした？」

　慌てる船員が、この部屋に乗り込んでくる。

「渦が……！　渦が迫ってきています!!」

「なっ!?」

　その言葉を聞いた途端、オレだけでなく、この場にいる全員の表情が凍りついた。

「なんだって!?」

　真っ先に飛び出したのは船長であった。

「これは……厄介なことになってきたのぉ」

「キョウさん、私達も急いで確認に行きましょう！」

「あ、ああ」

　オレ、カサリナさん、リーンちゃんも甲かん板ぱん目指し走り出す。

　やがて小降りの雨の中で見えたのは、巨大な海面に現れた渦だった。

「あの渦……なんてデカさだ」

　その大きさは直径数十メートル。この船を飲み込むには十分すぎる大きさだった。

「しかも……マズイな、あの渦。この船に向かってきてやがる！」

　だが、それよりもオレが焦ったのはもっと別のこと。

「マズイ……あの渦、バハムートの樹がある場所に近づいてる……！」

　すでに渦の外側付近はその場所にさしかかっている。

　現在、海中ではどのような被害が起こっているのかは分からない。

　だが、外からあれだけ大きな渦なのが分かるのなら、海中の被害も相当なもの。

　下手をすれば枝の損壊だけではなく、卵そのものが傷つき破壊されてしまう恐れがある。

　そうなれば、これまでの栽培が全て無駄になってしまう。

　それだけはなんとしても避けなければ。

　だが、迫り来る自然災害相手にどう太刀打ちすればいいんだ……。

「くそ……相手が魔物とかなら、分かりやすかったのに……！」

「──いいえ」

　思わず吐き捨てるオレに、隣に立つリーンちゃんが否定の言葉を放つ。

「キョウさん、あの渦……なにか変です。嵐によってできた渦とは思えません」

「え？」

　リーンちゃんの言葉に、オレのみならず周りにいた船長達までリーンちゃんの方を振り返る。

「それってどういう意味だい？」

　リーンちゃんの言葉に改めて周囲を見渡す。

「嵐は近づいている。それは間違いないと思います。ですが……ここを直撃するとは思えないんです……。多分嵐はこの海域の手前を掠かすめるだけ、そんな感じがします……」

「おい、嬢ちゃん。それは一体何を根拠に言ってるんだ？」

　思わぬリーンちゃんのその発言に船長は疑いの眼差しを向ける。

　確かにそれにはオレも思わず疑問を持った。だが。

「その……ハッキリとした根拠はないのですが……」

　リーンちゃんは感覚を研ぎ澄ますように瞳を閉じる。

　やがて、風に運ばれる雨を頰ほおに受け、彼女は確信するように瞳を開く。

「風の勢いや雨の感覚、それらが告げているんです」

　ハッキリとリーンちゃんは断言する。

　オレはその言動を見て、ある可能性に気づく。

　ひょっとしてリーンちゃんはいわゆる『鋭敏感覚シヤープセンス』の持ち主ではないのだろうか？

　それはゲームなどではよくあるスキルの一つとされている、通常の五感以上の鋭さを持つという能力。

　リーンちゃんと初めて話した時、彼女は扉の外にいたオレの気配を感じ取った。

　その時は随分と鋭い感覚の持ち主だなと大して気に留めていなかったが、畑で遊んでいた際も彼女は雨が降るのを事前に感じ取った。

　それは生まれつき彼女が体得していたスキルなのか、あるいは病を背負い、それによって長い年月をベッドで過ごすことにより、些さ細さいな変化を敏感に感じ取れるようになったのかは分からない。だが、それでも。

「それでも一つだけ断言できます。まだこの海域には嵐は来てません。ですから、あの渦は自然発生のものとは違うものです」

　リーンちゃんは自信を持って目の前の渦を指差す。

「いやだが……」

「……確かに、オレもリーンちゃんの言うことは一いち理りあると思う」

　否定を口にしようとする船員より早くオレはリーンちゃんに賛同する。

「皆さんも周囲をよく見てください。嵐がここに来るかどうかはともかく現段階でこれが嵐だと言える人はいますか？」

　今現在、ここに降り注いでいるのは小降りの雨、風は確かに強いが、この程度では船はビクともしないだろう。

　それはオレ以上にこの船に乗っている船員や船長が理解していた。

「嵐と渦は無関係。つまり自然災害ではないと考えられるはずです」

「だが、自然発生以外であんな渦ができることなんて……！」

「──いいや、可能性はあるぞ」

　と、そこでそれまで黙り込んでいたカサリナさんが口を開く。

「先ほどのリーンとキョウの発言で儂も目が覚めた。海に渦を発生させられるものが自然以外にもおる」

　そのカサリナさんの言葉でオレも目からウロコとばかりに思いつく。

　そうだ、どうしてこんな簡単な発想に行き着かなかった。

　ここは普通の世界じゃない。剣と魔法、そして魔物が存在する世界。ならば答えは一つ。

「魔物が発生させている可能性がある」

　思えば、最初に大陸に向かう際、この海を渡った時からヒントはあったんだ。

　あの時に発生した謎なぞの渦。船長の話だと、それは半年前から多発しているという。

　だが、突如半年前からそんな渦が多発するなんてのは奇妙な話だ。

　特にそれが自然発生だとするのなら、なぜこれまでは発生しなかったのか。

　そして、あの時、渦の中にオレが見た黒い影。

　それらを一つにまとめれば、魔物の可能性が極めて高い。

　つまり、今現在、こちらへ近寄っている渦も、その魔物が原因と考えるのが自然。

　ならば、手の打ちようはある！

「相手が魔物ならば、こちらも何とでもできるというものよ」

　オレが考えていることと全く同じセリフをカサリナさんも告げ、次の瞬間、彼女はその身に着けていた服を脱ぎ捨て、ほぼ下着同然の姿となる。

「ってちょっとー！　なにしてんですか、カサリナさんー！」

「ん？　何を顔を赤らめておる。儂の体に欲情でもしたのか？」

「ち、違いますよ！　そんなことよりもなんでいきなり脱いで……」

「脱がなければ海の中での戦闘など行えないだろう」

「え？」

　カサリナさんの思わぬその答えにオレは息を吞のむ。

「あれほどの渦を発生させる魔物となれば、間違いなくＡランク以上。ならば、水中で動きを取られるものは極力外しておかねばなるまい」

　そのまま彼女は船の縁へりに足をかけ、こちらに迫る渦を見つめる。

「お、おい、姐あねさん！　アンタ、まさかあの渦の中に飛び込む気か!?」

　船長含む船員達も慌てた様子でカサリナさんを止めようとする。しかし。

「無論じゃ。魔物を倒して渦を消す。実に簡単なことじゃろう」

　何でもないとばかりに賢人勇者は笑った。

　そのあまりの堂々とした出いで立たちに、船員達も思わず呆あつ気けに取られ、船長もどこか呆れたようにカサリナさんを見る。

「……アンタ、この兄ちゃん達の言うことを信じてるのか？　もしもあれが魔物が原因ではなく、本物の渦だったらアンタはそれに飲まれて、最悪引き返すこともできなくなるぞ。それでも飛び込むのか？」

「当然じゃな。儂は賢人勇者のカサリナ。そちらの男、キョウに力を貸すと言った以上、ここで行かなければ儂自身の誓いを破ることになる」

　一度誓った以上、それを全うすることが自身の勇者としての在り方だと示す。

　ロスタムさんにしろ、カサリナさんにしろ、彼らはやはり勇者なのだ。

　一度決めた約束や誓いは必ず果たしてくれる。それをオレだけでなく船長も感じ取ったのか、これまでのどこか不安を浮かべた表情が消えた。

「いいだろう。姐さんにそこまでの女気を魅みせられた以上、海の男がこのまま黙ってるわけにはいかねぇ。姐さんが戻るまでオレ達もここに留まる」

「おお、そうか。それは助かる。では、手早く済ませてくるので、それまで頼むぞ」

　船長からのその言葉に笑みを返し、カサリナさんは剣を片手に取り、もう片手で水中呼吸と水圧減少の魔術を自らにかける。

　そのまま海へと飛び込もうとする彼女に向け、オレも思わず声をかける。

「カサリナさん──ありがとうございます！」

　カサリナさんは、こちらを振り向き、いつもの不敵な笑みを浮かべる。

「ははっ、礼を言うにはまだ早かろう。その礼は儂が上がってきた際に改めてするがよい！」

　その笑い声と共にカサリナさんは海へと飛び込んだ。




（さて……）

　海の中に潜ったカサリナは前方から迫る渦を確認する。

（……予想よりもかなりの速さじゃな。あれにまともにぶつかれば飲み込まれるか）

　距離を保とうとした瞬間、カサリナは渦の中に紛れた黒い影を見る。

（あれは……？）

　よくよく見ればそれは自ら意思を持つように渦の巻き上がる方向へ移動していた。

　やがて水中での視界に慣れ、目を凝らすと、渦の中を高速移動するそれを肉眼で追うことに成功する。

（やはり、そうか）

　それは全身漆黒の鱗うろこに包まれた巨大なサメ。全長数メートルにも及ぶそのシルエットはもはや龍のようであった。

（シャークドラゴン！　だが、ここまでの大きさの奴は初めてじゃ！）

　それは鮫さめ龍りゆうとも呼ばれる凶悪な魔物。

　Ａランクの魔物の中でも特に凶暴とされる魔物。

　その特徴は海中を自在に動き回る俊敏性にあった。

　恐らく、海中における速さだけで言えばＳランクのリヴァイアサンをも上回る。海の魔物最速の称号すら冠することができそうだ。

（なるほど……その速さと、ここまで育った巨体を使い、渦を巻き起こせることに気づいたのか……恐らくはこの方法でいくつもの船を襲い獲物にしたのじゃろう）

　本来、シャークドラゴンはドラゴンとは言え、その大きさはワイバーンと同様小型である。

　大きくても二メートルに届くかどうか。だが、このシャークドラゴンはその三倍以上は大きい。明らかな突然変異といっても良かった。

　だからこそ、単体で渦を起こせるほどの能力すら身につけたのだろう。

（とは言え、これはマズイ……。ただでさえ厄介な相手なのにあの巨体であのスピード……こやつ下手したらＳランクに匹ひつ敵てきするのではないのか？）

　思わぬ相手に賢人勇者は海中で冷や汗を流す。

　通常、Ｓランク魔物を倒すには上級冒険者による連合が必要だ。

　だが、それを単体で倒せるのが勇者の称号を冠する六大勇者達のみ。

　カサリナもその一人ではあるが、海の中というのが彼女に圧倒的不利な状況を与えていた。

　元々海の魔物を狩るのは事前の準備と念入りな戦略があってこそだ。自ら相手の陣地である海の中に潜るなど賢人の称号を持つ者が行うべき行為ではない。

　しかし、今回に限りそのようなことは言ってられなかった。

　現状、カサリナはこれまでにない圧倒的不利な状況で目の前の魔物と対たい峙じする他なかった。

　そして、それは否応なく開始させられるハメとなる。

（！　マズイ！　あやつの渦がキョウの育てている樹に！）

　それまでの緩やかな渦の動きが急に速さを増し、船の方へと近づき始めたのだ。

　その進行方向には当然、キョウが栽培しているバハムートの樹がある。

　すでに海中で噴き上げる渦にバハムートの樹の枝がメキメキとしなる。このまま直撃すればタダでは済まない。

（くっ、いかん！　こうなれば、やるしかない！）

　もはや考える時間はない。彼女はその二つ名とは正反対のヤケクソとも言える特攻を行う。

　しかし、そのような無策な突進が意味を成すはずはなく、彼女の体はそのまま飲み込まれ、シャークドラゴンが巻き上げる渦の中へと引き込まれた。




「おい！　何やってる！　このままじゃ渦に飲まれるぞ！　もっと帆を広げろ！　右に舵かじを取るんだよ！」

　カサリナさんが海に飛び込んでからすぐ、船長はこの海域に留まるために船を動かし、渦から一定の距離を保とうとしていた。

　しかし、渦の勢いが思いの外強く、気を抜けばすぐにそちらへ流されてしまう。今船上では船乗り達が必死に帆を張り、舵を切っていた。

「ダメです、船長！　風が弱い上に、帆が追いついていません！」

「くそ！　だが、これ以上、帆に船員を振り分けるわけには……」

「船長！　オレ達に手伝わせてください！」

　オレは思わずそう志願する。

「……本気かい、兄ちゃん」

「船長はオレ達のために、この海域に留まってくれたんです。だから、お願いします！」

　オレの断言に、いつかの豪快な笑みを浮かべる船長。

「気に入った、さすがは魔物を栽培してる兄ちゃんだ！　なら、そっちにあるロープを思いっきり引っ張って帆を張ってくれや！」

「はい！」

　船長からの指示に、床に落ちたままのロープを引っ張り船の帆を張ろうとする。

　が、オレ一人の力では、上手く帆が張れず、悪戦苦闘している時、オレの手に重なる温もりを感じる。

「リーンちゃん！」

「私も手伝います……キョウさん！」

　それは小雨に降られながらも必死にオレの手にしがみつき、一生懸命力を入れようとしているリーンちゃんであった。

「そんな、リーンちゃんは無理しなくていいよ！　これはオレの役割だから！」

「いいえ、もう……私だけ何もせずに見てるだけなんてしたくありません！」

　これまで国の危機に対し、何もできず床に伏せていた日々を思い返していたのであろう。

　彼女のその想おもいを感じて、返事をする。

「……分かった。じゃあ、一緒に帆を張ろう」

「はい！」

　今の彼女には自由に動ける体がある。ならば、その彼女の意志の赴くまま、力を借りようとオレは思った。

「ぴぃー！」

「姫様、我らも力を貸します！」

「ご主人様、頑張ってください！」

　バーンやリーンちゃんの護衛兵、それにドラちゃんの声援まで加わり、オレ達は必死にロープを引っ張り、船の帆を大きく張る。

「急げ！　渦がもうすぐそこまで迫ってるぞ！」

　船長の焦る声が聞こえる。オレ達は必死に目を瞑つぶり、帆を張り続け、やがて一際強い風が反対方向から吹くのを感じた。

「船長！　風がきました！」

「今だ！　面おも舵かじいっぱい！　渦から離れろー!!」

　船長の号令と共に一気に船が進路を変える。

　そのまま渦とは反対の右方向へと一気に加速していく。

「よっしゃあ！　よくやった！」

　無事、渦の脅威から逃れたのを確信した船長の声に、船員達が喜びの声を出す。

「やったな、リーンちゃん！」

「はい、キョウさん！」

　オレ達もそれに加わるようにロープにかけていた手を下ろし、気を抜いた瞬間──ごうっと船が激しく揺れるのが感じられる。

「え、きゃあ！」

「！　リーンちゃん！」

　急転換による加速のためか、帆を張っていたロープが激しく揺れ、はじき出されるようにリーンちゃんの体が宙を舞う。

　そのまま船を加速させたために吹いた風にリーンちゃんの体が乗り、海面へと落ちていく。

「──────」

「リーンちゃん！」

　海へと飲み込まれる瞬間、オレは船から飛び出し、リーンちゃんが伸ばした腕を空中で摑つかみ取った──。




（……こいつは……想像以上に、マズイのぉ……）

　海中は、もはや一方的な状況に陥っていた。

　渦の中に引き込まれ、縦横無尽に体を締め付ける海流に身動きを封じられ、更にそこに渦の中を自在に駆け巡るシャークドラゴンからの一撃。

（くっ……！）

　渦の中をまるで障害物が一切ないように突っ込む。

　カサリナの右腕を抉えぐるように傷を与え、そのまま遙か彼方へと加速していくシャークドラゴン。

　すれ違いざま、なんとかシャークドラゴンに一撃を浴びせようと剣を握るカサリナだったが、彼女が剣を振る頃にはすでにその姿はない。

　この場における最も厄介なもの。それは渦ではなく、それを引き起こしているシャークドラゴンにこそあった。

（Ｓランク魔物における性質……それが戦い方を知るということ。間違いなくこやつはそのＳランクに該当する）

　先程からシャークドラゴンは、カサリナに致命傷を与えるのではなく、ヒットアンドアウェーによる攻撃を繰り返し、確実なダメージを蓄積させていたのである。

　ただ本能だけで突進してくる魔物であれば、その隙すきをついてダメージ覚悟の相打ちを狙ねらえる。

　が、このシャークドラゴンはカサリナを一目見た瞬間、彼女の力量を瞬時に把握したのだ。

　決して彼女の間合いに入ることなく遠くから様子を観察し、カサリナの体勢が渦によって崩れた瞬間を狙い、瞬速の攻撃を繰り出す。

　いかに勇者の称号を持つ者とは言え、水中の、それも体勢が崩れた状態への一撃に反撃を行うのは至難の業。

（しかも、こやつのこのスピード……間違いなく、儂が今まで戦ってきたどの魔物よりも……速い！）

　常に動き続けることにより相手の攻撃を避けることができ、かつ射程圏内から遠ざかり続ける。

　攻撃時に相手の圏内に入ったとしても、相手が武器を振り下ろす前に一撃を与えて離脱。

　まさに自身の特徴と能力、戦術がこれ以上ないほど嚙かみ合あっていた。

　仮にカサリナが同じ能力を持っていたとしたら、同じ戦術を取っていただろう。

（まさか……賢人勇者と称される儂が魔物の戦術に敗れるとは……）

　それはなんとも皮肉であり、カサリナ自身、自じ嘲ちようする。

　そして、そのようなある種の諦あきらめがカサリナの武運を嘲あざ笑わらったのか。

　彼女を捉とらえていた渦が更なる勢いを増し、右手に握っていた剣が渦の中へと引き込まれていく。

（しまった……！）

　シャークドラゴンはこの隙を逃すまいと一気に距離を縮め、止とどめの一撃を放ってくる。

（くっ……！）

　なんとか応戦しようと術を起動させるカサリナだが、彼女は元々剣に特化した勇者であり、扱える術は補助に限る。

　仮にここで中途半端な攻撃術を放ったとしても致命傷は与えられないだろう。

　どうすれば……そう思った瞬間、彼女は以前、この深海でキョウが言った言葉を思い出す。

『なるほど。だから、深海でも地上と変わらない動きができるんですね』

（──そうじゃ！）

　咄とつ嗟さの機転。彼女の脳裏に浮かんだ一筋の閃ひらめき。

　成功するかどうかは分からない、それでも彼女の思考はそれを試せと囁ささやいた。

　彼女は自らに迫るシャークドラゴンに向けて、魔術の準備を行う。

　もしこの場に魔術に詳しい人物がいれば、カサリナがこれから相手に向けて放とうとしている魔術を見て、動転するだろう。

　なぜならそれは攻撃魔術ではなく、本来ならば相手を補佐する補助系の呪じゆ文もんなのだから。

　シャークドラゴンの巨大な口が自らに迫る瞬間、カサリナは相手が自分の魔術の射程圏内に入るのを確認する。

（……捉えたぞ！）

　同時に彼女から放たれる魔術。それは──水圧減少の魔術であった。

　その効果は、水圧を失なくして水中での動きをしやすくさせるもの。

　見るものが見れば正気を疑う行為だ。速さがウリの敵に、更に速さによる補助を行うなど。

　だが、次に訪れた光景を見れば仰天するだろう。

　カサリナを飲み込もうとしたシャークドラゴン。それは突如カサリナの肩を掠めたかと思うと、そのまま彼女の遙か後方にある岩壁へ突っ込んで行ったのだから。

『グオオオオオッ……!!』

　初めて苦痛の咆ほう哮こうを上げ、岩石の中から体中を傷だらけにしながら猛スピードでこちらに戻ってくるシャークドラゴン。

　だが、その動きは先程までと明らかに違った。

『どうした？　これでお主は紛れもなく海中最速であろう。かかってこないのか？』

　カサリナの挑発するような指の動きが癇かんに障さわったのか、再びシャークドラゴンの突進がカサリナ目掛けて放たれる。

　その速度は紛れもなく過去最高。だが、カサリナはシャークドラゴンが近づくよりも前にその軌き道どうから外れるように移動する。

　これまでであれば、シャークドラゴンは彼女が回避した側へと方向を転換していた。だが今やそのまま猛スピードで彼女がいた場所を通り過ぎ、深海の底、地面に向かって激突してしまう。

『持て余しているじゃろう。お主のそのスピード』
















　カサリナのその呟きに歯は嚙がみするようにシャークドラゴンの唸うなり声が上がる。

　鮫型の魔物の特徴は、常に海中を泳ぎ続けなければならないというもの。

　だが言い換えれば、それは自身の速さに慣れるということ。

　速度の速いものは常にその速さを維持し、方向転換も自在に行う。

　だが、もしもその速度が急激に変わったとしたらどうだろう？

　これまで方向転換できていたコントロールができなくなり、障害物があってもそれを避けられない。

　カサリナのやったことはまさにそれだった。

『先程まで、儂を追い詰めていたお主のスピードが今度は逆にお主を追い詰めるということじゃな』

　言ってカサリナは、再び相手を挑発するように左腕を差し出し、かかってこいとばかりに手のひらを動かす。

　再びの挑発にシャークドラゴンは今度こそカサリナを飲み込もうと己の限界を超越する速度を引き出した突進を図る。

　それは相手に回避させる暇さえ与えず、文字通り、一瞬で距離を詰めて勝負を決するというシンプルな戦術。

　今のシャークドラゴンの状態を考えれば、まさに最良の選択であっただろう。だが。

『一手、遅かったな。敗因はやはり、お主のそのスピードよ』

　その宣言と同時に、カサリナは右手を相手の方へかざす。

　そこに握られていたのは先程、吹き飛ばされたはずのカサリナの剣。

　シャークドラゴンが海底の地面に激突し、体勢を整えるまでの間に彼女が密かに回収したものだ。

　それを突き出された瞬間、すでにシャークドラゴンは己の突進を止めることができないほどのスピードへと達していた。

　故に訪れた結末は一つ。

　文字通り自ら断頭台に首をかけるがごとく、突き出した剣はシャークドラゴンの眉み間けんを貫き、自身のその突進力によって絶命した。

（……ふぅ、危なかったのぉ……）

　内心冷や汗を浮かべつつ、カサリナはシャークドラゴンの眉間を貫いた剣を抜き去る。

　それと同時にシャークドラゴンの死体がゆっくりと渦の中に飲まれていき、海底へと沈んでいった。

（いずれにしろ、これでこの渦も収まるじゃろう）

　カサリナはホッと一息をつく。

　先程から渦の勢いが段々と弱まっているのを肌で感じていた。

　完全になくなるまでにはまだ時間はかかるだろうが、これならば問題ないだろうと、カサリナは渦の勢いが弱まっていくのを見計らい、急ぎ海面へと浮上するのだった。





◇　◇　◇






　海に投げ出されたリーンは、そのまま一人海に落ちるのを覚悟した。

　目を瞑り、息を止めて、その衝撃を待った。

　だが、彼女が海に落ちることはなかった。

　その寸前に聞こえたキョウの声と、自らの腕を摑む感触にリーンはその瞳を開く。




「──キョウさん」

　リーンちゃんの目に映ったのは、彼女の腕を摑んだオレの姿と──

「よし、よくやったぞ！　バーン！」

「ぴぃー!!」

　背中からオレを咥えて飛んでいるワイバーンの姿であった。

「キョウさん！　バーンちゃん！」

　オレは笑顔で背中のバーンにお願いをする。

「バーン、すまないがこのままオレ達二人を船まで引き戻してくれ！」

「ぴぃー!!」

　いくら小型のドラゴン族とはいえ、二人分の重さはかなりのもの。それに加えて小雨と風にバーンの体は少しフラフラしていた。

　だが、それにめげることなく、小さな羽をパタパタと動かし、オレの服の背中を口で摑んだまま、無事に船の甲板まで戻してくれた。

「ぴ、ぴぃー……」

　しかしさすがにこたえた様子で、甲板に着くや否やバーンは目を回すように床にへたり込む。

「よくやったな、バーン。お前のおかげで助かったぞ、ありがとな」

「ぴぃー！」

　床に転がるバーンの頭を撫でて褒める。

　すると、リーンちゃんの腕を握っていた手に、もう片方の手が重なるのを感じる。

「キョウさん、ありがとうございます」

　涙目で微笑ほほえむリーンちゃんに、オレは大したことはないとばかりに笑顔を返す。

「当然のことをしただけだよ。バーンがいたからオレも信じて飛び出せたわけだし」

「いいえ、そんなことありません。分かっていてもあんなことすぐにはできませんよ。キョウさんはすごく立派な人です」

　オレの手を握るリーンちゃんの両手は温かく、こちらを見るリーンちゃんの瞳からも熱い視線を感じる。

「い、いや、どうだろう、立派ってのはさすがに言い過ぎで」

「いえ、キョウさんはこれで私の命を二回も救っているのです。このご恩は必ず返させてもらいますね」

　頰を赤く染めながら、そう呟くリーンちゃんに、なぜだかオレも思わず赤くなる。そうこうしていると海面から見知った人物の声が聞こえた。

「おーい！　そこの二人ー！　イチャつくのは構わぬが、ロープか何か降ろしてもらえぬかー！」

「って、カサリナさん!?」

　その声に思わず海面を覗のぞくと、傷だらけながらも無事に生還を果たしたカサリナさんの姿があった。

　オレは慌てて近くのロープを放ほうり投げ、リーンちゃんやバーンと共にカサリナさんを引っ張り上げる。

「うむ、助かったぞ。それはそうとお主達の読みの通り、渦は魔物の仕業であった。じゃが、安心するが良い。そやつは無事に退治できたから、これで渦もじきに消えるじゃろう」

「本当ですか！　さすがカサリナさんです！」

　会話を聞いていた周りの船員達も驚きに声を上げる。

　渦の方を見てみると、確かに先程よりも勢いが弱まっている気がした。

「ただ戦闘に夢中になっていたので、お主のあの樹が無事かどうかはまだ分からぬ。なるべく被害を与えないよう早めに倒したとは思うのじゃが……」

「いえ、カサリナさんは十分にやってくれましたよ。その傷が癒えたら、すぐに確認に行きましょう。今度はオレも一緒に行きますから」

「うむ、そうじゃな。そうするか」

　オレのその返答にカサリナさんが頷き、その後すぐに船員達による介かい抱ほうを受けるのだった。




『思ったより結構被害大きいみたいですね……。あっちの岩壁とか一部崩壊してますし』

『ああ、あれは魔物が自分でぶつかった跡じゃ。渦の被害とはまた別じゃ』

『は、はあ、そうなんですか』

　一体どれだけ激しい戦闘を繰り広げたのだろう。気になったが、今は例の樹のことが重要だ。

　その安否を確かめるべくオレとカサリナさんは深海の底を目指す。

『……あった！』

　底に到達し見たのは以前と変わらない樹の姿。

　ところどころ枝が折れ、損傷した部分はあるが、どれも致命傷ではなくホッと一息を吐つく。

『良かった無事で……これならなんとか……』

『……いや、キョウよ。これは少し不ま味ずいかもしれぬぞ』

『え？』

　珍しく不安げな声のカサリナさん。彼女はある一点を指差していた。

　それは大樹のてっぺんに実った卵。そこにあったのは一筋の傷。

『なっ……！』

　傷は卵の中心に刻まれ、静かに音を立てながら他の箇所へと広がっていた。

『……すまぬ。儂がグズグズしていたせいでお主が育てた卵にこのような傷を……』

『……カサリナさん』

　体を張って戦ってくれたカサリナさんに文句を言うことなんてできるはずがない。

　なにより彼女がいたからこそ、オレ達は無事で済んだんだ。彼女を責めるのはお門違いだ。

　オレはもう一度、目の前の卵を見る。

『……ん？』

　よく見れば卵は小刻みに震え、その傷は広がるというよりも内部の振動から発生しているように見えた。

『いや、カサリナさん。これは、違います。これは渦でできた傷なんかじゃない！』

『なに？』

　驚き顔を上げるカサリナさん。

　目の前では今もなお卵のあちらこちらにヒビが入り、それが次々と全身に行き渡ろうとしていた。

『これは傷じゃない！　これは……こいつは……！』

　その発生源がなんなのか確信した時、オレとカサリナさんの目の前で卵の中に眠っていた魔物が目を覚ます。

『これは──孵ふ化かだ！』

　断言と共に、遂にＳＳランク魔物・バハムートが姿を現した──。















　ネツァク帝国首都。

　そこは四方全すべてが城じよう砦さいに取り囲まれた城砦都市。

　その厚い壁は十メートルを越し、もし他の大陸からの兵の侵攻や魔物の襲撃があろうとも、その壁だけで敵を追い払うことができるほど。

　数ある国の中でもこの帝国ほど攻めるに困難な都市はないであろう。

　だが、その堅けん牢ろう強固な守りにもただ一つの弱点があった。

「──来たわね」

「そのようだな」

　今遙はるか彼方かなたの空より炎の翼を翻し近づく魔物の姿があった。

　翼持ちたる不死鳥、ＳＳランク・ベンヌは空中より城砦を越え、帝都上空へとその姿を現した。

「……大きさは思ったほどでもないわね」

　そう呟つぶやきながらも、リリィは上空を舞うベンヌにこれまでの魔物とは異なる圧倒的威圧感を感じていた。

　大きさで言えば、数メートル。魔物としてのサイズでいえば中型ほど。

　リリィが以前見たリヴァイアサンほどの大きさもない。

　だが、その見た目は文字通り不死鳥のように赤く輝き、真紅の翼からは高熱の炎が常に発生している。

　一目で分かる別格の強さと美しさ。これは紛れもなく次元の異なる魔物であると、この場にいた誰もが瞬時に理解する。




『───────────ッ!!』




　見とれたのは一瞬。

　次の瞬間、ベンヌの嘴くちばしより大気を震わせる咆ほう哮こうが響き渡り、それが開戦の合図となった。

「弓兵、魔術隊！　撃て──!!」

　エストのその声と同時に、四方の城砦全てに配置されていた弓兵、魔術隊より一斉砲撃が放たれる。

　無数の矢。城砦にすら傷を与える巨大弓バリスタからの一撃。魔術部隊による魔術弾の嵐あらし。

　Ｓランク魔物ですら、その攻撃を受ければひとたまりもない集中砲火に対し、ベンヌの行動は予想の遙か上を行く。

　翼を大きく広げると同時にその場で全身に炎を纏まとい、急速な回転を行う。

　その速度はみるみるうちに音速を飛び越え、まるで一つの太陽のような巨大な炎の塊となる。

　無数の矢はベンヌに到着する前に全て焼き尽くされ、バリスタによる一撃は高速回転の前に弾はじき飛ばされた。

　魔術弾に至っては炎の壁がまるで反射鏡のように跳ね返し、城砦のあちらこちらへと被弾していく。しかし──

「……くっ！　やはり、化物かッ!!」

　以前に対たい峙じしたことのあるエストから相手に対する忌々しい言葉が惜しげもなく飛び出す。

　今の攻撃だけでも、先手を打つどころか逆にこちら側が被害を受ける始末。

　肝かん心じんのベンヌも無論無傷。

　敵の攻撃が終わったのを見計らい、回転を止めたベンヌが口から炎を飛ばす。

「！　右翼部隊下がれー!!」

　エストの必死の叫びに反応し、その場所にいた多くの兵士が避難する。

　炎が着火すると同時に派手な爆発が起こる。どれほどの兵が負傷したのか、エストのいる場所からは確認できなかった。

　だが、それに気を取られている暇はなく、今度はエストのいる場所目掛けて、ベンヌの炎が吐き出された。

「っ！　しまっ──」

　避けられない。そう思ったエストであったが、次の瞬間、自らの眼前を駆け抜ける黒い影を見る。

「摑つかまりな！　嬢ちゃん！」

　咄とつ嗟さに手を伸ばすエスト。その彼女の手を握ったのは、ここ数日で嫌というほど顔を合わせたカボチャの紳しん士し。

「ジャック！」

「ようやく名前を呼んでくれたな。っと、落ちるなよ！」

「兄者ー！　しっかり摑まっててくださいー！」

　ジャック・オー・スイカの上にジャックが乗っていた。

　見ると隣には同じく空飛ぶスイカに乗るリリィの姿もあった。

「無事で良かったわ。ここからはアタシ達に任せて」

「お前……！　というか、このスイカ、空飛べたのか!?」

「軽い飛行能力ならあるぜ。オレもカボチャだった頃、常に浮いてたし。まあ、今でも浮こうと思えば浮けるけど」

　見るとジャック達を乗せたスイカの他ほかにも何匹かのジャック・オー・スイカ達が縦横無尽に空を飛びながら、ベンヌの周りをウロチョロし、ベンヌが放つ炎をギリギリで回避していた。

「兄者達の手助けをしろー！　オレ達でも陽よう動どうくらいできるぞー！」

「スイカの根性見せたれー！」

「鳥につつかれるだけのオレ達だと思うなよー！」

「けど、こんな高くは長時間飛べないから、決着早めにお願いするよー！　兄者達ー！」

　あちらこちらを動き回るスイカ。シュールな光景ではあるが、陽動としては成功していた。

　その隙すきをつくようにリリィを乗せたスイカが、ベンヌの上へと回り込む。

　そこからリリィは自由落下に身を任せてベンヌの背中に剣を向ける。

「やあああああああああッ!!」

　空より響く掛け声。次の瞬間、ベンヌの背中に突き刺さるリリィの剣。

　だが、ダメージを与えられていないのかベンヌは自らに突き刺さる剣に構うことなく、そのまま体を急上昇させる。

「ッ！」

　急な風圧の変化に離されまいと必死にしがみつくリリィ。

　しかし、結果としてベンヌの攻撃は止やみ、その隙にジャックを乗せたスイカが地上へと降りた。




「さあ、ここからはオレ達に任せてエスト嬢は下がってな」

「馬鹿を言うな。この程度で下がっていられるか」

　紳士さながらな対応をするジャックに対し、余計なお世話とばかりに手を払うエスト。

　その後、懐より取り出した通信石により各部隊との連携を取り合う。

「私だ。城砦からの攻撃は見ての通りだ。ここからは第二作戦に移る。地上部隊と連携し、奴の足を止めろ。それからこちらに馬を一匹、私も地上から奴を狙そ撃げきする」

　通信を切り、エストは背後に構えていた大型の弓と矢を取り出す。

「ほお、そいつは上物の武器のようだな」

「当然だ。この帝国にある武器は全て一級品だと前も言ったはずだろう」

　やられっぱなしではいられないとばかりに構えるエスト。そこに先程要よう請せいした馬がまさに早馬の如ごとく現れ、それにまたがった。

「空中戦はお前達に任せる。が、心配はしなくてもいい。フォローは私がしっかりしてやる」

　右手に構えた弓を見せつけるエストに対し、ジャックもいつものニヒルな笑みを浮かべる。

「分かった。それじゃあ、期待させてもらうぜ。嬢ちゃん！」

　見ると先程、天高く上昇したベンヌが急降下してくる姿が見えた。

　ジャックは腰に差したレイピアを抜き、スイカに乗ったまま再び空中へと躍り出る。

　その背後、弓を構えたエストから無数の白銀の矢がベンヌ目掛けて放たれる。

　そのうちのいくつかはベンヌに到達する前にベンヌが纏う炎の壁に消滅するが、うちいくつかはその壁を突破し、肉体に突き刺さる。

　だが、やはりその程度ではダメージとして感じていないのか、再びベンヌの嘴に炎が集結。眼下の街並みもろとも全てを吹き飛ばそうと巨大な炎のツブテが放たれる──。

「させませんよ。見るがいい、これが我がイグニス・ファトゥス！」

　ジャックの周囲に無数の黒き炎が集結する。

　これこそ、冥めい府ふに存在する獄ごく炎えん。しかし、いくら強力な炎とは言え、今眼前に迫っているのは直径五メートルを超える巨大な炎の塊かたまり。

　いかにジャックの炎が特別なものとは言え、単純な火力が違いすぎていた。

「ですが、水すい滴てき石を穿うがつ、と言うのですよ！」

　宣言と同時にジャックは周りに生み出した獄炎を一列に並ばせ、それを目の前の火球目掛けて放つ。

　一つ目の炎は火球と接触すると同時に消滅したが、二つ目は火球の中心に亀き裂れつを与え、三つ目はその亀裂に穴を開け、四つ目はその穴に入り、更なる亀裂と大穴を開いていく。

　そして、残る獄炎全てが火球の内部に入り、中心に達すると同時に中から高密度の爆発が発生。

　放たれた巨大な火球が散り散りとなり四散していく。

「どうです！　一撃一撃が及ばなくとも力を一点に集結させれば岩をも砕くのです！」

　この場の全員に伝えるようにジャックは高らかな声を響かせる。

「そういうこと！　いいこと言うじゃない、アンタ！」

　ジャックの声に真っ先に反応したのはベンヌの背にしがみついていたリリィ。

　彼女は体勢を立て直すと同時に、そのまま壁走りの如く、ベンヌの背を駆け、右翼へと飛び込む。

「やあああああああ!!」

　掛け声と同時に、ベンヌの右翼に無数の剣けん閃せんを刻みこんでいく。

　翼に傷を負ったことで、さすがのベンヌも僅わずかに体勢を崩す。

　そして、それを見逃す帝国の精鋭兵達ではなかった。

「今だ！　全軍、一斉掃射！　ベンヌの右翼を集中砲火せよ！」

　戦場と化した街並みに響くエストの声。

　それは通信石を通してベンヌを取り囲む全ての兵に伝わり、城壁の残った兵、広場にて待機していた兵、市街地に潜んでいた伏兵、それら全てから一斉に雨あられの如く矢と魔術による攻撃が放たれる。

　それを前に再び最初の時と同じように炎を纏っての高速回転によるバリアを張ろうとするベンヌであったが、

「させないわよ！　はあああああッ!!」

　今回はそれをさせない戦力がベンヌの翼にまとわりついていた。

　翼に炎を纏い、その体感温度は火山の火口並みに上昇していたが、それでもなお怯ひるむことなくリリィは剣を振るい、ベンヌの翼を切り裂いていく。

　自らの頰ほおや体が焼けようともお構いなし。なぜなら、彼女には頼れる仲間がいるのだから。

「スイカ達！　リリィ嬢を援護しろ！」

「ガッテン承知でっさー！　兄者ー！」

　ベンヌを取り囲むように飛んでいた無数のジャック・オー・スイカの口から放たれた水。

　彼ら自身の水分を使用した水の魔術であり、攻撃としては微々たるもの。

　だが、ベンヌが纏う炎を中和し、リリィの体を覆う炎を消し飛ばすには十分すぎる水量だ。

「ありがとう！　ジャック！　スイカ達！」

　ベンヌの右翼に集中する矢と魔術による攻撃。

『──────ッ!!』

　それはこれまで優位であったベンヌから溢あふれた初めての苦痛の叫び。

　だが、次の瞬間、エスト達は信じられないものを見る。

　ベンヌの背より超高密度の炎が生まれる。やがてその炎は翼を模した形となり、陽炎かげろうの如く揺らめき──ベンヌの背より新たな翼が四枚生えていた。

「なにッ!?」

　それを地上で見ていたエスト達は驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　先程は二枚だけであった翼が今は六枚となり、それら全てを自在に操り、ベンヌは倍の速度で空中を飛び回る。

「───っ、うああああああああッ!!」

　翼にしがみついてたリリィも遂に手を離し、空中に投げ出される。

「リリィ嬢！」

　スイカに乗って空中を滑走していたジャックに救われるリリィ。

「ありがとう、ジャック。助かったわ」

「なに、当たり前のことよ。それよりも──」

　ベンヌが纏う六枚の翼に、超高密度の炎が集まりだすのを見た。

「！　いけない！　皆、早くその場から逃げてー!!」

　空中からありったけの大声を上げ、地上に存在する兵や部隊に知らせるリリィ。

「！　全員、退避──!!」

　それを受けたエストは地上にいる全部隊にその場からの退避を命ずる。それに一泊遅れて、

『アアアアアアァ───！！！』

　獣の咆哮。

　天に座する鳳ほう凰おうより無数の業火が舞い降りる。

　それは地上に存在する建物全てを焼き尽くし灰へと変える。

　炎が降り注いだ場所はみな例外なく、超高密度の爆炎が上がり、四方全てを吹き飛ばす。

　まさに街を滅ぼすメギドの炎の如く、眼下に存在した街は壊滅状態へと追い込まれた。

「こんな……」

　それを空中から見ていたリリィもジャックも、あまりの事態に声を失う。

　ベンヌの強さは並みの魔物を遙かに超えていた。だが、今眼前に存在するベンヌはそれより更に強力になっていた。

「あれってまさか……」

「ああ、野郎……『進化』しやがった」

　進化──それは魔物におけるレベルアップの手段であり、明確にそれまでの自分よりも上の段階に成長する事。

　かくいう今のジャックも進化を経て、これほどの戦闘能力を有することとなった。

　進化前の段階であれば、先ほどのベンヌの炎の前に為なすすべもなく蒸発していただろう。

「通常、進化ってのは弱い奴が強くなるための手段だ。すでに完成された強さを持つ者には必要のない能力。だが、あいつは──」

「戦いに応じて、それに相応ふさわしい『進化』をできる……ってことなの？」

「恐らく……そいつがＳＳランクの強さの秘密ってことなんだろう」

　目の間で先程とは別次元の強さを身につけたベンヌを前に、リリィとジャックは凍りつくような感覚を味わう。

　ただの獣めいた魔物とは異なり、Ｓランク魔物は戦う相手の力量を把握し、それに相応しい戦術を以もつて対応していく能力を持つ。

　無論、ＳＳランク魔物のベンヌもＳランクと同様に戦闘における知識を有していた。

　事実、最初の攻撃の際、それを弾くような防御方法を取った。

　続いて自らの翼が傷つくとそれを補うように新たな翼を生やした。

　そう、ＳＳランク魔物とＳランク魔物を別次元にしている壁はそこであった。

　ＳＳランクは弱点を完全になくした魔物。

　相手が現在の自分では対応できない能力や戦術を駆く使ししたとしても、それを上回る能力を自らに与えることができる。

　それこそが『進化』。

　ＳＳランク魔物は人間には討伐不可能。太古より世界に伝わるその伝承の意味を、この場にいる全員が絶望と共に実感する。

「……けど、だからと言ってここで引き下がったらあいつに合わせる顔なんてないわよね」

「だな。兄ちゃんが頑張ってるのに、オレ達がへこたれているわけにはいかないな」

　しかし、リリィとジャック。その二人だけは諦あきらめていなかった。

　その表情は明らかな苦難に押し潰つぶされながらも、瞳ひとみは死なず、敵を見据え、震える体を必死に支え武器を構える。

「やああああああッ！」

「はああああああッ！」

　そして、特攻同然とも言える攻撃をベンヌへと繰り広げる。

　しかし、リリィの剣舞すら、もはや翼にわずかな傷しか与えることはできない。

　ベンヌが六枚の翼を羽ばたかせると、二人をそのまま地面に吹き飛ばし、叩きつける。

　その衝撃にリリィは吐血し、内臓が潰されるような感覚を味わう。

「ジャック……ッ、無事……？」

　声をかけるものの、ジャックからの返答はない。

　見ると先程までの戦闘で魔力を使いすぎたことと今の一撃によって、完全に気を失ったようだ。

　一方のベンヌは、その戦意を全く衰えさせず、眼下に倒れた虫けらを一いち瞥べつするように見下す。

　そうして、地上の全てを焼き尽くさんと、これまでにない業火を生み出し、それを解き放とうとした瞬間──




「よくやった、皆の者。あとはオレに任せよ」




　戦場に響き渡る王者の声。

　すでに地上に存在した各部隊は壊滅。

　兵の多くも負傷し、戦える状態の者はほとんどいなかった。

　そんな状況において、その男の声は戦場の全てに響き渡り、その声を聞いた兵のほとんどが、倒れていた体を起こし、その瞳に希望を灯ともす。

　自分達の運命はまだ終わっていないと、その男の存在が兵に力を与える。

「これより、帝王勇者の戦を始める」

　帝国を支配する帝王にして、人類最強六大勇者のひとり、ロスタムが戦場へと舞い降りた。

「アンタ、カッコ付けてる暇あったら、最初から加勢しなさいよ……！」

「それはもっとも。だが、オレの能力を使用するにはどうしても時間が必要。故にエスト達にはその間の時間稼ぎを任せていたが、役目は十分に果たしてくれた」

　瓦が礫れきから起き上がったリリィは見た。

　ロスタムの背後、一面の地面から湧わき上がった無数の武器の姿を。

　それはまるで墓ぼ標ひようのように、剣・槍やり・斧おの・刀・大剣・矢・鎌かまとありとあらゆる世界中の武器が帝王の背後の空間いっぱいに存在していた。

「それって……！」

「前に言っていたな。オレにも勇者たり得る特別な能力スキルがあると」

　帝王のカリスマを纏いロスタムは高らかに宣言する。

「これこそが我が『勇者スキル』。生まれながらに帝王として国を治めるべき王として、民を守るべき勇者としてオレに備わった能力──『創生の武器アルマ・マグナ』だ」

　その名の如く、帝王の背後に広がった無数の武器アルマの数々が、帝王の挙動全てに同調するように震えだす。

　同時に、上空より無数の炎を放とうと翼を広げたベンヌ目掛け──

「放て」

　その一言を下すと同時に、帝王の背後に広がった全ての武器が一斉にベンヌへと放たれる。

　その数は、先の地上からの一斉掃射の数倍。

　本来なら、人が放てるはずのない剣や斧、大剣といった重量級の武器まで余すことなく、まるで武器そのものが意思を持ったかのようにベンヌへと向かう。

　いや、正確には帝王の手により生み出されたこれら全ての武器は帝王の意思と同調し、彼が望むままに操作、放つことが可能なのだろう。

　それを肯定するかのように無数の武器がベンヌの翼に突き刺さり、これまでにない傷を刻む、が。

「当然。この程度ではまだ揺ゆるぎもしないだろう」

　所詮はどれだけ数があろうとも今のベンヌにとっては針で刺された程度、致命傷には程遠い。

　そして、その反撃とばかりに翼の周囲に溜ためた炎を帝王目掛けて放とうとした瞬間、

「故に、本命はこちらだ。今の武器は全てこのための牽けん制せいと知れ」

　帝王の背後の地面より湧き上がる地鳴り。

　そして、そこから現れたのは直径数メートルにも及ぶ巨大な大剣、都合四本。

　先ほど現れた無数の武器が文字通りの玩具おもちやに見えるほどあまりに規格外で常識はずれのその巨大な武器を目に、リリィだけでなくベンヌすら動揺の色を瞳に浮かべた。

「我が能力は武器の創生。つまりはこうしたこの世界ではありえない巨大な武器を作ることも可能。もっとも、これを創生するにはかなりの時間を要する。エストやお前達の時間稼ぎがあったからこそ」

　ロスタムは視界の端に倒れるリリィに対し、笑みを浮かべる。

「そして、これならさすがの貴様も無事では済むまい、ベンヌよ！」

　ロスタムの咆哮と共に放たれる巨大な四本の剣。

　それはベンヌが形成していた炎を文字通り切り裂き、四枚の翼を文字通り貫き、穿つ。

　これまで数々の傷やダメージを与えてきたが、それは紛れもなくベンヌにとって過去最高の致命傷だ。翼に風穴を開けられたベンヌは文字通り絶叫を上げる。

　その咆哮は眼下に倒れた人々の希望となり、帝王の奮ふん戦せんに賛さん辞じと歓声を上げる。

「……ったく、それだけすごい武器を作れるなら、事前に作っておいてよね。いいとこだけ持って行って……」

　さすがのリリィも先程の帝王の一撃には悪あく態たいを吐つきつつも賞賛する。

　が、それに対しロスタムは静かに首を横に振る。

「あいにくとオレの持つこのスキルは万能ではない。創生した武器は長くは維持できない。それが規格外の大きさなら崩壊も早い。故にタイミングを見計らって創生しなければ無駄に終わる」

　そのロスタムの言葉通り、ベンヌの翼を貫いた巨大な剣はすでに空中で砂のように崩壊していた。

「それに、あれだけの創生ともなればオレにも大分負荷がかかるのだ……」

　そう呟くロスタムの表情には明らかな疲労が見えた。

　やはり物体を創生するとなれば、かなりの負荷がかかるのだろう。しかもあれほどの規格外の武器ともなればそれに費やす精神力も尋常ではない。

　だが、そんな帝王勇者の労力すら嘲あざ笑わらうかのように、天空に飛翔するベンヌに再び異変が起こる。

『アアアアアアアアアァァ!!』

　咆哮を上げるベンヌの体が再び炎に包まれる。

　やがて炎に包まれた翼がみるみる修復し、そこにあったはずの傷がまるでなかったかのように再生していた。

「そんな……！」

　眼下の人々は先程までの歓声が噓うそのように静まり返った。

　帝王が放ったのは紛れもない渾こん身しんの一撃。自らの限界を超えるスキルによって大ダメージをベンヌに与えた。

　だが、それすらもベンヌの前では一時の傷に過ぎなかった。

「不死鳥は灰の中から蘇よみがえるというが……まさにその通りだな」

　ベンヌの能力はまさに不死鳥。

　たとえどれだけ傷つけられ、追い詰められたとしても自ら進化を繰り返し、再生をし復活を果たす。

　それはもはや人間がどうこうできるレベルを遙かに逸脱した魔物。まさに規格外であった。

「どうしろって言うのよ……。あんな奴、どうやったって倒せっこないじゃない……」

　リリィですら、弱気な言葉を口にする。

　先程、ロスタムが行った『創生の武器アルマ・マグナ』による渾身の一撃。

　それなら、ベンヌにも致命的な傷を負わせることは可能だが、それを連続で繰り返すなど不可能。

「……以前はあれで奴を退かせることができたのだが、どうやら今回は本気でここを陥落させる気のようだな……」

　ロスタムのその言葉に頷うなずくように、再び六枚の翼を取り戻したベンヌは天に向け咆哮をする。

『アアアアアアアアアァァ!!』

「────っ！」

「なんという、音圧……！」

　それは先程とは比較にならないほどのベンヌの咆哮。

　それは宙を切り裂き、周囲のガラスやガレキを砕く。

　地上に居る全ての人間が耳を塞ふさぐ。

　リリィもまたその咆哮を防ぐように両手で耳を覆うが、そんな中、彼女の耳にベンヌの咆哮とは異なる、鈴のような少女の声が聞こえた。

「……す……ぃ……す、ぃ～……！」

「スィちゃん!?」

　微かすかに聞こえたその声に振り返ると、いつからそこにいたのか城の地下に避難していたはずのスィが瓦礫となった街を走りながら、リリィの方へと近づいていた。

「すぃ～！」

「スィちゃん！　どうしてこんなところに！」

　ベンヌの音圧で崩れる瓦礫から、彼女を守るようにすぐさま抱き上げ、安全な場所まで避難する。

　同じくロスタムもリリィとスィを守るように彼女達の前に立つ。

「……その少女、確かに地下に匿かくまったはずだが、どうやって抜け出した？」

　恐らく、自分達のことを心配して抜け出してきたのだろう。

　この子は前々からそうした単独行動をする節があった。

　だが、今やここは戦場。スィのような小さな少女がいていい場所ではない。

　なんとかスィを安全な場所へ逃がそうとするリリィだが、そんなリリィの腕を摑み、スィは何かを訴えるように上空に存在するベンヌを指差す。

「……だ、め……」

「え？」

「あの子……泣いてる……」

「スィちゃん、言葉が……？」

　それはこれまでとは異なる明めい瞭りような言葉であった。

　今までも何度かハッキリとした単語を口にしたことはあったが、ここまで自分の意思をハッキリと伝えようとしたのは、キョウのピンチであった大料理大会の決勝以来だ。

「あの子……こんなこと……望んでない……」

「え？」

　ベンヌは眼下の街を襲い、この帝国を滅ぼすべく今もなお上空から咆哮を上げ、破壊の炎を撒き散らしている。

　それこそ、自らの翼が引き裂かれようとも何度でも再生し、この地を破壊し尽くすと宣言しているかのように。

　だがそんなベンヌの破壊を、スィは違うと涙をこぼし訴えていた。

「あの子……泣いてるの……」

「泣いて、いる……？」

　咆哮を上げ、炎に包まれるベンヌ。それは誰が見ても怒りと憎悪に身を焦がす破壊の象徴に他ならない。

『アアアアアアァァ────!!』

　だが、スィのその言葉を聞いたリリィとロスタムは、ベンヌが上げる咆哮に、どこか悲痛な叫びを感じ始めた。

「……確かに。あれは咆哮というよりも慟どう哭こくに近いのかもしれんな」

　しかし、事実はどうあれ、目の前で街を破壊していることに変わりはなく、ベンヌが放つ炎は街を焼き払っている。

　それはリリィにとっては嫌な記憶を呼び覚ますもの。

　上空のベンヌを再び睨みつけたその瞬間、彼女の眼めはそこに映ったある物を確認する。

「……あっ」

　咆哮を上げるたびにベンヌの胸に現れる謎なぞの刻こく印いん。

　それは血のように赤い真紅の刻印であり、ベンヌの慟哭とも言える咆哮と同調するように、その胸に形を成していく。

「……刻印」

　その印を目にした瞬間、リリィの全身に鳥とり肌はだが立つ。

　同時に思い起こされる景色。

　そこはリリィにとって大事な場所であった。かけがえのない存在があり、大事な人がいた。

　だが、それら全てが炎に包まれ、地に伏している。

　大切な人達の倒れた場所には炎よりもなお赤い血が流れている。

　そして、その炎上する景色を見下ろしているのは刻印を刻んだ魔女の姿。

　真紅の刻印。

　その忌まわしい刻印だけは忘れようもない。

　自分がこれまで生きていたのは全て、その刻印を持つ者に復ふく讐しゆうするため。そうだ、自分はそのために生き残ったのだから。

「アアアアアアアアアアアァァッ!!」

　リリィは駆け出した。

　それは今までの彼女の速度を遙かに上回る加速。

　地面に落ちた剣を拾い、瓦礫となった建物を三角飛びの応用で飛翔し、上空に存在するベンヌ目掛け跳躍する。

「！　正気か!?　死ぬぞ！」

　地上からロスタムの焦る声が聞こえる。

　ベンヌは嘴から幾度となく地上に向けて放った火球を目の前のリリィ目掛け放つが、

「はああああああああッ!!」

　リリィは左腕に構えた剣を振り下ろす。

　瞬間、火球はリリィの手前で爆発し、彼女はすぐさま体をひねり爆風の威力を利用して、そのままベンヌの体にまとわりつく。

　だが無論、火球を弾いた左腕は深刻なやけどを負い使い物にならなくなっていた。しかし、もはやそんなものは関係ないとばかりにリリィはベンヌの体に突き刺さったままの剣を手に取り、体を切り裂いていく。

　更にリリィは、そのまま恐ろしい速さでベンヌの頭まで駆け、額ひたいに深々と剣を突き立てる。

『アアアアアアアアアアアッ!!』

　ベンヌの咆哮と共に額から流れる血がリリィの体を赤く染める。

「なんという奴だ……」

　ロスタムはらしくもなく、啞あ然ぜんとした表情でその戦いを見ていた。

　あのリリィという少女は単独でＳＳランクと張り合っている。そのようなことができるのは自分を含めた六大勇者のみ。

「あの娘……我ら六大勇者にすら匹ひつ敵てきする力を有するというのか？」

　それはまるで獣と獣が喰くらい合うような姿でもあった。

「リリィ、あやつは一体……」

　そんな壮絶極まる戦いを見つめていたロスタムであったが、いかに圧倒的戦闘能力を持っているとはいえ、リリィは人間。

　その肉体も能力も、やはりＳＳランクのベンヌとは差がありすぎた。

　攻撃の合間に僅かに生まれたリリィの隙をつくようにベンヌの嘴が少女の体を捉とらえ、吹き飛ばす。

「──う、ぐぅッ！」

　そのままリリィは遙か空中から地面へと叩たたきつけられる。

　辛うじて息はあったが、これでトドメとばかりにベンヌの体が炎に包まれる。

　そして、今度こそ帝国を滅ぼすべく、全力の炎を解放しようとしていた。

「……どうやら、ここまでか」

　もはや万事休す。

　命運尽きたと帝王が諦め始めたその瞬間──ベンヌの放った炎が彼方より現れた水の砲撃によってかき消される。

「！　今のは!?」

　ベンヌの炎を吹き飛ばした砲撃。それが放たれた方角に目を向けるロスタム。

　そこには太陽を背にこちらへ近づく大きな影があった。

　宙を疾走する巨大な生物。そして、その背に乗る複数の人影。

　その姿が見える位置まで近づいた時、倒れたままのリリィが呟く。

「……キョ、ウ？」

　リリィの呟きに頷くように上空より聞き慣れた声が響く。




「──待たせたな、リリィ！　皆！」



















「パパ！」

　スィの呼び声に応じるように、巨大な空飛ぶクジラに乗った人物──キョウは眼下の皆に向け手を振った。





◇　◇　◇






　帝都に到着し、真っ先に目に入ったのは上空を舞う不死鳥の姿。

　恐らくはあれが噂うわさのベンヌ。

　遠くから対峙するだけで背筋が凍るほどの威圧感を覚える。

　なるほど、今までオレが知るどの魔物とも圧倒的に違う。

　眼下を見下ろせば、あの帝都の街並みが見る影もなく破壊し尽くされている。

　帝国を守るべく築かれた外壁もそのほとんどが崩壊し、機能を失っている。

　ただ一匹の魔物で国一つをここまで壊滅させるとは。改めてＳＳランク魔物の恐ろしさを痛感する。

　だが、それと対峙するような形になっても、オレには不思議と恐怖はなかった。

　それは無論、目の前のＳＳランク・ベンヌと同等の力を持つ魔物がこの場にいるからだ。

「キョウよ。上う手まくいったのか？　それが、そうなのか？」

　眼下で帝王様が問いかける声が聞こえる。

「はい！　こいつが帝王様から託されたあの種から生まれた魔物。ＳＳランク──バハムートです！」

「そうか……思ったより、愛らしい外見なのだな」

　仲間達を下ろすために地上に降りたバハムートを見て、帝王はこの戦場にあって似つかわしくない笑みを浮かべる。

　だが、それも仕方のないことだろう。今、オレ含む仲間が乗っている魔物の姿は一言でいえばシャチのような外見だからだ。

　白と黒のシンプルな色合いだが、その単調なデザインが余計な装飾を必要とせず、むしろシンプル故に完成されている。

　顔も目の前のベンヌと比べれば、穏やかで優しげ。

　魚というよりもむしろ哺乳類を思わせる愛あい嬌きようのある姿に、これを一目見た人物はまさかＳＳランクだとは思わないだろう。

　大きさもベンヌに比べれば一回り小さく、五メートルに届くかどうか。むしろ小型のクジラや、大きめのイルカと呼んでいい生き物だ。

　実際、生まれた直後もこいつはオレのことをすぐに親だと認識して懐いてきた。

　オレもいろんな魔物を育ててきたが、その中でもこいつは優しい上に賢かった。

　だからこそ、断言できる。

　こいつこそが、この場におけるピンチを救う、唯一にして無二の魔物。

　ＳＳランクベンヌに対抗できる同じランクを持つ、ＳＳランクの魔物バハムートだと。

　背中に乗せた仲間達が降りたのを見ると、オレはそのままバハムートに命じ、再び空中へと飛び立たせる。

　同時にバハムートを視界に捉えたベンヌも同じように空中を疾走する。

　その速度、どちらも全く譲らずほぼ互角。

　上空を切り裂きながら奔はしるベンヌは、時とき折おりその嘴より巨大な火球を放つ。

　それを見た地上の兵士達から動揺の声が聞こえる。

　恐らくはこの炎に何度となく苦しめられたのだろう。だが、そちらにも飛び道具があるように、こちらにも同じものがある。

　ベンヌが炎を吐き出すのと同時に、バハムートの口から水圧の砲撃が放たれる。

　それは空中でぶつかり合うと同時に四散する。

　それを見たベンヌが僅かに動揺するのが動きに出た。

　疾走する速度にムラが現れ、初めて自分と同等以上の力を持った魔物の存在に動揺しているのが分かる。

　ＳＳランクとＳＳランク。

　実力が拮きつ抗こうするというのなら、あとの勝敗を決めるのは戦力の差。

　これまでベンヌはこの帝国に存在した戦力と戦い続けたはず。

　そこには帝王はもちろん、リリィやジャック、エストさん、それに帝国の兵の皆さんと多くの戦力があった。

　彼らがベンヌ相手にただやられていたはずがない。事実目の前のベンヌの体はすでに回復が追いつかないほどの傷をあちらこちらに受けている。

　こちらのバハムートもまだ生まれたばかりで、力を全て引き出せているとは言えない。

　だが、それでもこの場において、どちらが有利であるかは火を見るより明らか。

　だからこそ、その有利をここで逃すわけにはいかない！

「バハムート、起き抜けで色々きついだろうけど、もう少し全力で行けるか!?」

　オレの問いかけにバハムートは愚ぐ問もんとばかりに声を上げる。

『きゅいー！』

　それは「任せろ！」と言わんばかりの咆哮だった。

　目の前のベンヌは見るからに炎の属性を纏った不死鳥。

　それと対するこちらのバハムートは海の魔物であり、その属性は水。

　様々なゲームやラノベに存在する属性間の相性を言わせれば、ベンヌとバハムートの属性はまさに正反対。互いが互いにとって苦手な属性であろう。

　通常であれば、こうした真逆な属性を持つ者同士の戦いは泥沼と化す。

　だが、何度目かの炎と水の打ち合いを続けるうちに、変化は訪れた。

　バハムートの放った水圧のブレスが、ベンヌが放つ炎を打ち消し、その体に着弾し始めたのだ。

『──ッ！』

　自らの体に打ち込まれる水のブレスによる攻撃を受け、咆哮を上げるベンヌ。

　だが、続く攻撃も次第にバハムートの水圧ブレスが優っていく。

　理由は単純にして明快、ベンヌの体力が底をつき始めたのだ。

　帝王様、エストさん、ジャック、そして倒れたままのリリィ。

　彼女達のためにもオレはここでベンヌを倒す。

　バハムートの水圧ブレスによる攻撃は苛か烈れつを極め、遂に吐き出されたブレスをまともに体に受けたベンヌの体が地上に打ち付けられる。

『───────ッ!!』

　咆哮と共に地を揺らす振動が巻き起こる。

　地に落ちたベンヌはまさに無防備そのもの。謎の刻印が刻まれた胸をこちらに向けていた。

　恐らくこの瞬間を逃せば、ベンヌを倒すチャンスはない。それが分かるほどに絶好の好機だ。

　ベンヌを倒す。そう覚悟を決めた瞬間──。

「ぱぱー！」

　地上から聞こえる声。

　娘のスィの叫ぶ声がオレの耳に届く。

「そのこを、ころしたら……ダメ──!!」

　悲痛な叫び。何かを訴えるようなスィの声。

　それに耳を傾けたオレは、もう一度倒れたままのベンヌを見る。

「……え？」

　その瞬間、見えたものにオレは僅かに思考を停止してしまう。

「涙……？」

　オレはベンヌの瞳の奥に光る何かを見た気がした。

　それは単に光の反射に過ぎなかったのかもしれない。

　けれども、傷つき倒れたベンヌから悲哀を感じた。

　オレはバハムートに攻撃の中止を命じ、倒れたベンヌをそのまま上空から見つめている。

　やがて、意識を取り戻したベンヌが倒れた体を起こし、再び空中へと舞い、オレ達と対峙するように距離を取った。

『…………』

　だが、その瞳にはもう戦意はなかった。

　すでに体はボロボロであり、これ以上戦っても勝ち目はないと本能で理解したのだろう。

　オレはなぜか、この時こいつが望んで戦っているわけではないような気がした。

　やがてベンヌはこちらを一瞥した後、静かに体を引きずりながらこの地を去っていく。

　その後ろ姿はなぜか寂しそうであり、オレはただそれを見守ることしかできなかった。

「キョウさん……。良かったのですか、あれで？」

　それを背中から見つめていたリーンちゃんが問いかける。

「……ああ」

　正直、オレもなにが最善だったのかは分からない。それでもこれが一番の選択だと信じた。

「あれでいいさ。元々、オレも魔物を倒すために魔物を育ててたわけじゃないんだ」

　それはオレの紛れもない本音だった。オレが魔物を育てた最初の目的は生きるためだ。

　だが、今ではこいつら魔物はオレの仲間であり、家族のようなもの。

　無意味に魔物が傷つく姿は見たくない。

　それになにより、いくらバハムートがベンヌと同じＳＳランクでも、生まれたばかりのバハムートが負傷していたとは言えベンヌを追い詰めたのには実力以上の何かがあったような気がする。

　ベンヌ自身がもう戦いを望んでいなかったようなそんな気が。

　オレは去りゆくベンヌの姿にもう一度想いを馳はせる。

「……いつか、あいつともまたキチンと話せる日が来るといいな」
























「キョウー！」

「兄ちゃんー！」

「ぱぱー！」

「待ちわびたぞ、魔物栽培士キョウ」

　バハムートの背から荒れ果てた広場に降り立った瞬間、聞こえたのは街中がオレの名を叫ぶ声であった。

「リリィ、ジャック、エストさん。それに兵士の皆さんも！」

　ボロボロの体を引きずるリリィと、それを支えるジャックとスィの姿。

　その後ろには騎士団長エストさんの姿もあり、帝国中の騎士団、兵士、魔術師達も各々武器や旗を手に、勝利の歓声を上げていた。

「リリィ、大丈夫だったか？」

　オレはすぐさま傷だらけのリリィのもとに駆けつける。

「大丈夫よ、このくらい……。治療魔術はあらかた受けたし、それにドラゲちゃんの触しよく手しゆをさっき一本もらったから」

「そういうことっすー。ご主人、安心していいっすよー」

　見ると背後の人ごみの中にドラゲちゃんの姿があった。

　下半身の触手を先程から自分でちぎっては、倒れたまま負傷している兵士の口の中に無理やり突っ込んでいた。

　ちなみに触手を突っ込まれた兵士は一瞬慌てたように飛び上がるが、すぐに体の痛みや傷が癒えていることに気づき、ドラゲちゃんに礼を言っている。

「……正直、この魔物の治療薬としての効果は我が回復師団以上の働きがある。つくづくお前が栽培した魔物には世話になった。改めて礼を言わせてくれ、キョウ」

　そう言って頭を下げてきたのはエストさん。オレは彼女からの素直なお礼に逆にビックリしてしまう。

「い、いや、お世話になったなんて、そんな……！　むしろ、お役に立てたのなら育てたオレも嬉うれしいっていうか、エストさんからそんな言葉を聞けるなんて、正直思ってなかったです……」

　思わず最後の方に本音が漏れてしまう。その言葉を聞いたエストさんは自じ嘲ちようするような笑みを浮かべた。

「確かにな。私自身も自分の言葉にびっくりだ。本音を言えば、最初お前のことはすぐにでも放ほうり出そうと考えていた。魔物を栽培するなど、そんな得体のしれない人間をこの帝国に留めるわけにはいかんとな」

　あ、やっぱりですか。

「だが──」

　エストさんはオレの周りにいる魔物や、今もなお負傷兵の相手をしているドラゲちゃん、それを手伝っているジャック・オー・スイカやサボテンボール達の姿を見て、笑みをこぼす。

「間違っていたのは私の方だった。偏へん見けんで全すべてを決めるなど愚かなことだ。魔物には人と同様様々なものがいるとお前に教えられた。少なくともお前が栽培する魔物は私の知る悪あしき魔物とは違うとな」

「は、はい！　そう言ってもらえると嬉しいです！」

　そう笑ってくれたエストさんの言葉に、柄にもなく照れてしまう。

「……キョウよ」

　オレとエストさんの話が終わるのを見計らって、この帝国の帝王である勇者ロスタムさんが話しかけてきた。

「帝王様……。遅れてすみませんでした」

　戻ってきてこの帝都の街並みが見えた際は「間に合わなかった」という感情が胸を支配した。

　それでも眼下に多くの人々が生き残り、リリィ達の姿を見た瞬間「まだ間に合う」とオレはすぐさまバハムートに戦いを挑んだ。

　だが、それでもオレがもう少し早く栽培を完了していれば、ここまでの被害を出さずに済んだかもしれない。

　むしろ、ベンヌを待ち構える形で迎撃できたかもしれない。

　そんな、かもしれないという予想のみがオレの頭をよぎる。

　それに対し帝王は詮せん無なきものと笑みを浮かべる。

「なにを言う、むしろよくぞ戻ってくれた。君がバハムートを無事に栽培してくれたおかげで我が国が救われたのだ。帝王として、そして勇者として改めて君に礼を言わせて欲しい」

　そうして差し出されたのは帝王の右手。そこにあったのは感謝と友情の印しるし。

　オレは差し出された帝王の右手を力強く握り返す。

「ありがとう、キョウよ」

　オレはこの時初めて、帝王勇者に認められたのだと実感した。

「それから君の言っていた世界樹の宝石に関してだが、後ほどオレの手から渡したい。だが、その前に我が帝国中からの感謝を受け取って欲しい」

　そう言って、帝王が指し示した先にいたのは帝国中の兵士、それに城から飛び出てきた民衆達だった。彼らは皆、感謝の言葉を告げ、まるでお祭りのように騒ぎまわった。

「魔物栽培士の兄ちゃん、本当に戻ってきてくれたんだなー！」

「キョウさん！　オレ達の帝国を救ってくれてありがとう！　アンタは帝国の救世主だぜ！」

「アンタの栽培した魔物、マジすごかったぜー！」

「そいつがＳＳランクの魔物なのか！　思った以上に可か愛わいいんだな！」

　口々に皆がオレや仲間のことを賞賛していた。

　その中にはオレの見知った兵士達の姿もある。

「兄ちゃんー！」

「お！　お前ら！」

　元気のいい声に反応してそちらを見ると、そこにはオレの畑に遊びに来ていた子供達の姿もあった。

「オレ達も兄ちゃんの活躍見てたぜー！」

「マジすごかったー！　こうバビューンって空飛んでてすごかったー！」

「兄ちゃん！　僕達もあとでその魔物に乗せてよー！」

　はしゃぐ子供達は、すっかりバハムートに夢中のようだ。

　すでにバハムートの周りに集まってはペタペタと頭や体を触ったり、飛び乗ろうとしている連中もいた。

『きゅぅ～……』

　ちなみに当のバハムートは困惑した鳴き声を上げている。

　まあ、決して嫌がってる風ではないので、もう少し自由にさせておくとしよう。

「私からも、改めてお礼を言わせてください。キョウさん」

「リーンちゃん」

「私はキョウさんには三度も救われました」

「三度？」

「一つ目は無論、私の病を治してくれたことです。そちらのドラゲちゃんとキョウさんにはいくら感謝してもしきれません」

　自分の名前が呼ばれたことに反応したドラゲちゃんは「大したことないっすよー」とこちらに返事をする。

「二つ目は海の上で私を助けてくれたことです」

「いやまあ、あれもバーンがいたからこそだから」

　オレのその言葉に反応するようにバーンがリーンちゃんの肩に飛び乗る。

「ふふ、そうですね。もちろん、感謝しています」

「ぴぃー！」

　リーンちゃんからのお礼と頭を撫なでられたことでご機き嫌げんな声を上げるバーン。

「それで三つ目は？」

「もちろん──この帝国を救ってくれたことです」

　両手を広げてリーンちゃんは感謝を表現する。

「キョウさんのおかげで私の生まれ故郷は助かったんです。これ以上の救済なんてありません。本当にありがとうございます」

「いや、別にそんな改まってお礼を言われると照れるよ」

「ふふっ、ですのでキョウさんに、私からのお礼の贈り物をもらって欲しいんです」

「贈り物、それってなんですか？」

　思わずオウム返しをするが、それに対しリーンちゃんは笑みを浮かべ、

「それは──これです」

　そう答えるや否や、不意にほっぺに柔らかな感触が訪れる。

「へ？」

「なっ!?」

　思わず何が起こったのか理解できないような間抜けな声を上げる。

　次の瞬間オレの顔から離れるリーンちゃんの真っ赤な表情を見て、何をされたのか察してしまう。
















「その……私にできる、精一杯のお礼……です」

　恥ずかしげにポツリと呟つぶやく彼女の言葉と同時に、周りから巻き起こる歓声。

　同時にオレの隣では絶叫のような叫びが起こる。

「き、き、キョウー！　あ、あ、アンタ！　な、な、なにやってんのよー!!」

「い、いや！　なにやってるもなにも、なにされたと言いますか……！」

「う、うるさーい！　言い訳してるんじゃなーい！　こ、こんな公共の場でなに考えてるのよー！」

「いや、それはオレじゃなくリーンちゃんに言って欲しいというか……！　なんでお前はそんなに怒ってんだー!?」

「し、知らないわよー！　とにかく、ちょっと文句言わせなさーい！」

「理不尽!?」

　そうして、なぜかかつてない勢いで詰め寄るリリィの問答に応対することになるのであった。




　キョウとリリィのそんなじゃれあいを、少し離れた場所から帝王とリーンが仲なか睦むつまじく見ていた。

「ふふっ、お二人は本当に仲がよろしいのですね」

「みたいだな。あれで二人共、互いに相あい棒ぼうと言っているのだからな」

　帝王はキョウを見ながら目を細める。

「本当に面白い男だ。あれになら、お前を任せてもいいとオレも思えるよ」

　それは聞く者が聞けば、ありえない発言だった。帝王を知る者であれば仰天することは間違いないであろう。

　かくいう、帝王の寵ちよう愛あいを一心に受け続けたリーンですら、兄のその発言には驚いていた。

「しかし、あの様子ではお前の初恋は実りそうにはないな」

　そう呟く帝王の目の先に映っていたのは、問答しながらもどこか楽しそうなキョウとリリィ、二人の姿。

　そして、その二人を取り巻く魔物達の光景。

　それはまるで一つの家族のような温かな雰囲気があり、どこか特別な絆きずなに映っていた。

「……そうかもしれませんね」

　帝王のその言葉に頷うなずくリーン。

　しかし、彼女の瞳には悲しみはなかった。

　キョウという人物がいたから、この国は救われた。

　キョウという人物がこの国に来てくれたから、自分は救われ、今この場所に立っている。

　彼と出会い、過ごした僅わずかな時間は、これまで鳥かごのような部屋にいた記憶と比べても全てが新鮮で、宝物のように大事な一瞬であったのだから。

「だが、あの男の旅は恐らくここからが本当の苦難の始まりであろう」

　ロスタムの視線は遙はるか遠くの空を見つめる。

　キョウの旅の目的。世界樹の種を集めることであり、そのためにはより多くの大陸へ赴き、そこに存在する六大勇者達に会わなければならない。

　ロスタム自身、それがどれほど厳しい旅であるか理解していた。

　六大勇者の中でも自分とカサリナは変わり者。

　そんな自分達だからこそまだしも、残る四人に関して言えば、その難易度は自分達を遙かに上回るであろう。

　その苦難をどう乗り越えるのか。ロスタムはキョウのこれからの旅の苦難に思いを馳はせる。

「大丈夫ですよ。お兄様。キョウ様ならきっとやり遂げます」

　それは僅かな間であったが、キョウと共に旅をしたリーンだからこそ、確信できることであった。

　キョウ自身はただの人間であり、勇者と比べれば遙かに弱い存在かもしれない。

　それでもキョウの周りには人が、魔物が集まり、力となる。

　彼には魔物栽培という特殊なスキルがあるが、それ以上の何かが彼にはあるとリーンは気づいていた。

「それに彼のピンチには私達も必ず力を貸します。そうですわよね、お兄様」

　妹からのその言葉に兄、ロスタムは愚ぐ問もんとばかりに頷く。

「当然だ。この国を救った借り。必ず返すさ。今度は帝王としてではなく、勇者としてでもなく、あの者の、キョウの友としてな」

　目の前で相棒のリリィと娘のスィ、ジャック、バーン、ドラちゃん、ドラゲちゃん、バハムートと、多くの仲間と笑い合うキョウを見ながら帝王は呟く。




　彼らの旅はまだまだこれから。

　だが、その先に歩む未来はきっと変わらない。

　キョウとその周りにいる魔物なかま達との絆は──。





つづく


























「妹のためにペットとなる魔物を栽培してくれないか」

　その日、オレはロスタムさんに呼び出されて開口一番そう頼まれた。

「はあ、ペット……ですか？」

　またえらく唐突な頼みだな。と、疑問を口にすると帝王様からその答えが返される。

「先日リーンが君と一緒に船旅をした際、海に落ちそうになったところを君とワイバーンに助けられたと話しててな。その際、妹は自分にもあんな魔物がいたらいいのにと何度もこぼすようになった」

　確かにあの事件のあと、リーンちゃんはよくバーンと遊ぶようになった。

「知ってのとおり、リーンはこれまで病で動けずにいたため、友人はおろか親しい者さえほとんどいない。だが、君や魔物達には心を許しているようだ。できることなら、君達にここにずっといて欲しいところだが、そういうわけにもいくまい」

　ロスタムさんの言う通り、いつまでもここにいられない。

　世界樹の宝石を集めるために、他の大陸に行かなければならないのだ。

　だがそうなれば、リーンちゃんの友達が皆いなくなってしまう。

「そこで君からペットとなる魔物をプレゼントして欲しい」

　帝王様からの頼みはリーンちゃんが寂しくならないよう、魔物ともだちを作って欲しいというものだった。

　確かに、リーンちゃんが寂しいままというのは後ろ髪を引かれる。

　まだ出発までは時間もあるし、最後にこの国で為なす栽培としては十分だろう。

「分かりました。帝王様からのその頼み、承しよう諾だくいたしました！」

　そう思い、オレは帝王様からの頼みを引き受けることにした。





◇　◇　◇






「で、またこうして栽培してるってわけね」

　オレからの説明を聞いて、呆あきれつつも笑みを浮かべるリリィ。

「それで今回はどんな魔物を栽培するの？」

「デザートキャットってやつだ」

　その名前を告げた時、リリィの隣にいたカサリナさんから感かん嘆たんの声が漏れる。

「ほお、あのデザートキャットか。なるほど、確かにあれならばペットとしては申し分ないな」

　納得するカサリナさんに対し、リリィは首を傾かしげている。それを見たカサリナさんが説明をしてくれた。

「デザートキャットとはこのネツァク大陸にしか存在しない希少な魔物じゃ。いわゆる猫型の魔物で、普段は洞どう窟くつなどでひっそりと暮らしておる。とても愛らしい外見をしていて世界中の可か愛わいらしいモンスターベスト10に入るほどなんじゃぞ」

　へえー。そこまでは知らなかった。リリィと一緒にオレも感心した声を出す。

「しかし、その一方で警戒心が強く人には滅多に懐かない。それゆえペットとしては希少価値があるんじゃろう」

「そんな魔物がいたんだ。アンタよくそんな魔物の種を見つけられたわね」

「いや、オレが見つけたわけじゃなく帝王様からもらったんだよ」

　そう言ってオレは手に握った真っ赤なルビーのような宝石を見せる。

　ペットを栽培するにあたり、帝王様からいくつかの候補を挙げられ、中でも強く押されたのがこのデザートキャットだった。

　名前からも単純に猫を想像したオレはそれに頷うなずくと、帝王様から必要なものはないかと言われ、デザートキャットの宝石を頼んだところ、すぐに持ってきてくれた。

「まあ、帝王様は『君は宝石でその魔物を栽培できるのか？　つくづく面白いな』と深くは追及してこなかったけれど」

「相変わらずあの帝王様は器うつわが広いというか、細かいことは気にしないのね」

　実はこの世界の動物型魔物の種は全て宝石でできており、倒した際に体内から穫れるのだ。

　それを地面に植えることにより、樹が生まれ、そこから卵が生なり、その卵から魔物が生まれる。

　動物型魔物と植物型魔物の違いは、植物がそのまま魔物として成長するか、あるいは卵として生まれるかの違いのみ。

　栽培の方法自体はどちらも、そう違いはない。

「とりあえずは砂漠での栽培も慣れてきたから、こいつもすぐに成長して卵を実らせてくれるよ」

　オレはデザートキャットの宝石を地面に植えて、そのまま土をかぶせていく。

　それが思いもよらぬ結果を生むことを、この時のオレは知らずにいた。




「おー、随分と大きくなったなー」

　見上げるとそこには全長三メートルほどの立派な樹が立っていた。

　そして、その樹の枝からは両手で抱えられる大きさの卵が実っている。

「そろそろ準備も良さそうだな」

　オレはリリィに、リーンちゃんをこの場所に連れてきてもらうよう頼む。

「あ、あの、急にどうしたんですか、リリィさん。私に見せたいものって？」

「いいからいいから、キョウがアンタに見せたいものがあるのよ」

　困惑した表情のままこちらに近づくリーンちゃん。

　やがてリーンちゃんはオレとその背後にある大きな樹に気づいて、驚いたような声をあげる。

「わあ、これってなんですか!?」

　恐らく魔物の卵を見るのは初めてだったのだろう。驚くリーンちゃんをよそに、目の前の卵はある変化を見せた。

　それまで枝についたまま微動だにしなかった卵が突然ブルブルと震えだし、その振動に枝が耐え切れなくなると同時に地面に落ちる。

「わっ！」

　急に目の前で卵が落ちてきたのに驚くリーンちゃん。そして次の瞬間、その表情は笑顔に変わった。

「みぃ～」

　落ちた衝撃で卵が割れ、そこから殻からを破いて一匹の魔物が生まれた。

「わ～～！　これなんですか～～!?　すっごく可愛いです～～!!」

　現れたのは文字通り天使のように愛らしい子猫であった。

　ふわふわと薄く茶色い毛並みに、クリクリと大きな瞳ひとみ。

　普通の猫よりも大きく尖とがった耳が愛らしさを更に強調していた。

　昔、スナネコと呼ばれる砂漠に生息する猫をテレビで見たが、イメージそのままの子猫だ。

　ヨチヨチとこちらに歩いてくる姿にリーンちゃんだけでなく、リリィまでとろけたような笑顔を浮かべていた。

「こほん。こちらオレが栽培したデザートキャットっていう魔物なんだが、実はこいつ、リーンちゃんへのプレゼントとして栽培したんだ！」

「えっ！　えっ！　この子、私のために栽培してくれたんですか!?」

　信じられないといった様子でうろたえ始めるリーンちゃん。

　だが、それは決して嫌がっているわけではなく、むしろ嬉うれしすぎるが故のパニックだったようだ。

「よければリーンちゃんのペットとして、いやお友達としてこいつをもらってやってくれないか」

　オレはヨチヨチと歩いているデザートキャットを両手で優しく抱っこして、そのままリーンちゃんの腕の中へと入れる。

　リーンちゃんの腕に収まったデザートキャットは大人しい様子で抱かれており、時とき折おり首をくるっと動かしては自分を抱えているリーンちゃんを見上げ、甘えるような声を出す。

「みぃ～！」

　その愛らしい態度にリーンちゃんの隣にいたリリィが胸を押さえながら悶もだえている。

　あれ、ひょっとしてお前って猫派だったの？

　そんなことを思っていると、リーンちゃんは嬉しさに頰ほおを赤く染めたまま、お礼を口にする。

「ありがとうございます、キョウさん！　私、この子、絶対絶対絶っっっ対、大事にしますねっ！」

　それはリーンちゃんがこれまで見せた笑顔の中でも一番の笑顔であった。

　嬉しさのあまり子猫を抱えて、はしゃぐリーンちゃんを見て、オレは彼女が元気になってくれて本当によかったと実感していた。




　翌日。いつもの習慣で庭へ行くとそこにはリーンちゃんとあの子猫がいた。

「お、リーンちゃん。早速遊んであげてるのかい？」

「キョウさん！　はい、ポチがどうしてもお外で走り回りたいってせがむものですから」

「みぃ～！」

　ん？　ポチ？

「あの、リーンちゃん、ポチっていうのは……？」

「あっ、そういえばまだ言ってませんでしたね。この子の名前ポチってしたんです！　この子もすごく気に入ってくれて」

「みぃ～！」

　リーンちゃんが「ポチ」と呼ぶと確かに猫は嬉しそうに鳴き声をあげて反応している。

　ま、まあ、名前なんてものは個人の自由だし、オレがとやかく言うものではないな。うん。

　ゲレゲレとか付けるよりは遙はるかにマシだろうと思うことにした。

「……にしても、一日でえらく成長したね？」

　見ると昨日は両手に収まるかどうかくらいの文字通りの赤ちゃん猫だったのに、今は昨日よりも明らかに一回り大きくなっている。

　まあ、この世界の猫も魔物だから、現実の猫の成長と比べるものではないかもしれないが。

「はい、この子とにかく食いしん坊で昨日もいっぱいご飯をせがむものですから、少し困っちゃいました」

「みぃ～！」

　リーンちゃんはポチを思いっきり甘やかしている様子で、ポチもそんなリーンちゃんに甘えている。

　どちらも仲良くなれているようでよかった。

　そう思いながらオレは庭先で一緒に駆け回るリーンちゃんとポチを眺めるのだった。




　翌日。その変化は明らかに目に見えて現れた。

「……これもう成猫じゃね？」

　昨日までは子猫サイズだったポチが、明らかに生後二～三年は経たっているであろう成猫の大きさに成長していた。

　愛らしさは相変わらずだったが、こんなにすぐに成長するものだろうか？

　そう思い疑問を口にするものの、当のリーンちゃんは特に気にした様子もなかった。

「そうでしょうか？　私、ずっと一緒にいたものですから、そんなに大きくなっているって気づきませんでした」

「にゃあ～！」

　いやいや、明らかに昨日よりも大きくなってますって。

　しかも鳴き声も「みー」から「にゃあ」ってハッキリした声になってますよ！

　思わずそう突っ込みそうになったが、当人達が幸せならそれでいいかと、その日もオレはリーンちゃんとポチの散歩を遠くから眺めることにした。




　翌日。

「ポチー。ポチー」

　そこにはポチの名前を呼びながら城の通路を歩くリーンちゃんの姿があった。

「どうしたの、リーンちゃん」

「あ、キョウさん。実はポチと散歩に出かけたのですがポチの走るスピードが速くって見失ってしまったんです」

　ションボリしながら答えるリーンちゃんに、オレは「なるほど」と納得する。

「まあ、猫は素早いって言うしな。餌えさで引き戻すとか、どうかな？」

「餌ですか。それ、ナイスです！」

　オレからの提案にリーンちゃんは感心したように両手をポンと叩たたいた。

　すぐさま懐から一切れの霜しも降ふり肉を取り出す。

　あれ？　ひょっとして、それって相当いいお肉じゃないですか？

　普段オレが食べてる肉よりも霜がかかっているような……。

「ポチー。どこですかー？　おやつの時間ですよー。早くしないとこのお肉、私が食べちゃいますよー」

　しばらくすると通路の奥から何かが走ってくる音がする。

「にゃあ～ん！」

「ポチー！」

　それはリーンちゃんに与えた例のデザートキャット、ポチ。その姿を確認したリーンちゃんは両手を広げ、ポチがその腕に飛び込むようにジャンプする。

「にゃん～」

「もうポチったら、勝手に遠くまで出掛けたらめっですよ。今度からはちゃんと私の目の届く範囲でお散歩しないとダメですからね」

「にゃん！」

　分かった！　とばかりに頷くポチを見て、リーンちゃんは手に持った霜降り肉をポチに差し出す。

　傍はたから見ると可愛い猫とその飼い主という印象なのだが……。

「リーンちゃん。気のせいかな。そいつ、またデカくなってね？」

　見るとポチの大きさはすでに猫の範はん疇ちゆうを超えていた。

　その大きさは例えるなら柴しば犬いぬの成犬くらいの大きさがあり、もはや抱えるのも一苦労なサイズになっている。

「え、そうですか？」

　しかし、当のリーンちゃんは特に気にした様子もなく、肉を食べ終えて、自分のほっぺを舐なめるポチを夢中で見つめる。

「あはははっ、もうポチったらー。食事の後にそうやってすぐに舐めたらダメですよー」

「にゃあん！」

　そう言いながらも決して嫌がる様子はない。ポチもリーンちゃんを慕したっている様子が伝わってきたため、その日も特に気にしなかった。




　それからしばらく。明らかな異常事態が発生する。

「……あのー、リーンちゃん。つかぬことをお聞きするのですが」

「はい、なんですか？」

「……それ、なんでしょうか？」

「ポチですけれど」

「……ポチって、この間まで抱っこできるサイズでしたよね？」

「そうですね」

「……今、抱えるというよりも、乗っている状態なんですが」

　そこには、全長二メートルはある巨大な猫の上に跨またがったリーンちゃんの姿があった。

　面影は確かにあのデザートキャットのものだが、顔つきは猫というよりも、もはや豹ひようのそれに近い。

「ぐおぉん！」

　気のせいか、鳴き声も猫を通り越して虎とらとかそっち系の猛獣の鳴き声に聞こえた。

「もう、ポチったらさっきご飯食べたばっかりなのにまたご飯が欲しいんですか？」

「ぐおぉん……」

「全くしょうがないですねー。けれど、これでおやつまでは我慢ですよ。最近ますます太ってきたんですから、少しは我慢しないとめっですよ」

「ぐおぉん！」

　そう言ってリーンちゃんは懐から取り出した霜降り肉を目の前に放ほうり投げる。飛びついたポチは、それを一口でペロリと召し上がる。

　うん。これ明らかにオレの知ってる猫じゃないよね。

　なんだか嫌な予感がしてきたところにリリィとカサリナさんが近づいて来るのが見えた。

「……り、リーン、そ、その虎なに……？」

　さすがのリリィもポチを見るやいなや、冷や汗を流しながら問いかける。

「リリィさん。お久しぶりです！　もう、いやですねー。虎じゃなくてポチですよー。ほら、この間、キョウさんにプレゼントしてもらった猫ちゃんです。こんなに大きく成長したんですよー！」

「ぐおおおぉん！」

　リーンちゃんの紹介にポチも威勢良く雄お叫たけびを上げる。

「そ、そう……ず、随分大きくなったのね……」

　ますます冷や汗を流しながら後ろに下がっていくリリィ。

　一方で隣にいたカサリナさんは別の意味で驚いていた。

「こいつはたまげた……！　まさか、それはデザートタイガーではないのか？」

　デザートタイガー？　その不穏な単語にオレ達は思わず目が点になる。

「あの、カサリナさん。デザートタイガーっていうのは？」

「デザートタイガーというのは今は絶滅したとされる魔物じゃ。デザートキャットの進化先の魔物とされておるが、その数は現在では極わずか。危険度Ｆも相まってキャットのほとんどが進化することなく一生を終える。故に幻の魔物と呼ばれていたが、よもやこの目にすることがあろうとは」

　えっと。つまり、なんですか。

　その幻の魔物がオレが栽培したこいつで、今はリーンちゃんのペットになっていて……え？

「「ええええええええええええぇ!?」」

　カサリナさんのその説明にオレ達は全員、驚きよう愕がくの声を上げるのであった。





◇　◇　◇






『あはははは！　なにそれ、猫育ててたつもりが虎って……キョウ君、もう最高！　あはははははは！』

　今現在、オレの目の前で事情を聞いた女神モーちゃんが水晶の先で腹を抱えて笑っていた。

　いや、あの。こっちわりと真面目に困惑してるんで、爆笑してないで何か説明してくださいよ。

『あははは……いやー、ごめんごめんー。けど、そうだねー、思い当たるとするなら、君の魔物栽培スキルが成長したってことじゃないの？』

　はい？　どゆこと？　モーちゃんの説明に思わず首を傾げる。

『つまり、そこに来てからキョウ君は粘ねん土ど団子による栽培をしたり、複数の魔物を掛け合わせる複合栽培をしたり、更にはＳＳランクの魔物まで栽培したでしょう？　それによってキョウ君のスキルがレベルアップしたんだよ。だから、普通に魔物を栽培しても、進化先の魔物として生まれたってわけだよ。ちなみにキョウ君が育てたバハムートがすぐさまベンヌと互角以上に戦えたのもこの辺の理由があったと思うよ』

　その説明を聞き、オレはなるほどと頷く。

　しかし、そうなると逆に困ったことになる。

「あのデザートタイガーって魔物、大丈夫でしょうか？　カサリナさんから聞いた話ではかなり獰どう猛もうで危険度も高いって話だったのですが」

　確か危険度はＢランクって聞いたのだが、そんな魔物をリーンちゃんのペットにつけていいのだろうか。

『多分問題ないんじゃないかなー。今のところ人を襲う気配ないんでしょう？』

「はい。特に問題を起こしたって話も聞きませんし、リーンちゃんには素直に従っているみたいです」

『なら、大丈夫だと思うよ。育った環境とかもあるだろうけど、なによりキョウ君に栽培されたってのが一番大きいと思うから』

「オレにですか？」

『そうだよー。キョウ君の手によって栽培された魔物って全員、魔物らしい邪悪さが皆無なんだよ。君という人間が栽培しているからかなあ、その心が種に届いて穏やかな魔物として生まれているんだよ』

　前から不思議だったけど、オレの栽培した魔物はほとんどが人懐っこく、皆優しい性格の持ち主だった。

　まあ、一部例外はあったが、それはまだオレの魔物栽培スキルが未熟だったこともあったのだろう。

　なんにしろモーちゃんからのその言葉を聞き、オレは安心するのだった。





◇　◇　◇






「……ん、あれは？」

　翌日、いつものようにポチに跨ったリーンちゃんが庭で散歩をしていたが、そんな彼女を陰から見守る人影があった。

「何してるんですか、エストさん」

「ひゃあ！」

　後ろから声をかけられて思いのほか可愛い声をあげるエストさん。しかし、すぐさま振り返り、

「なんだ、お前か。奇遇だな」

　と、まるで何もなかったかのように振舞う。

　うん。やっぱこの人、若干ポンコツ属性が入ってるな。

　そんなことを思っていると咳せき払ばらいを一つするエストさん。

「こほん。知っているとは思うが、お前がプレゼントしたあの魔物、デザートタイガーらしいな」

「みたいですね」

「……他ひ人と事ごとみたいに言うな。凶暴な魔物なのだぞ。もしあれが姫様に牙きばを剝むいたらどうする」

　それはもっともだ。かくいうオレも昨日までは心配だったが、いま目の前でリーンちゃんと無邪気に遊んでいるポチからは全くと言っていいほど悪意も敵意も感じられない。

　あれが人を襲うことはないだろうとエストさんに進言するが。

「……いや待て。あれはなんだ!?」

　見ると、そこには地面に倒れたリーンちゃんの上に跨り、口を大きく開いたポチの姿があった。

　え！　あれってまさか、リーンちゃんを食べようと……!?

「おのれ、魔物め！　やはり本性を現したな！」

　オレも慌てて駆け出すエストさんの背中を追うが──

「あは、あははははっ！　もう、だめですってばポチ！　いくらじゃれつきたいからって顔をペロペロ舐めるのは禁止ですよ！」

「ごろごろ～、ごろぉ～ん！」

　その言葉にオレとエストさんは勢いのあまり、そのまま地面に突っ込む。

「あれ、キョウさんにエストさん。そんなに慌ててどうしたのですか？」

「い、いや……ちょっとエストさんとかけっこを……」

「そ、そうなのです。お気になさらないでください。姫様……」

　オレとエストさんの苦しい言い訳に、リーンちゃんは笑顔で「そうなんですね」と納得してくれたのだった。




「エストさん。これ以上、見守る必要ないですって。さっきので、あれがリーンちゃんを襲うことはないって分かったでしょう」

　その後も、庭でじゃれあっていたリーンちゃんとポチであったが、遊びに来た子供達に誘われ湖の方へと向かう。

　それを見ていたエストさんは何な故ぜかオレを引っ張り、後をつけるように促す。

「馬鹿かお前は。確かに飼い主には従順だろう。だが、他の者に対してはどうだ？　同じく牙を引っ込めているとは限らんぞ」

　む、確かにそれはそうだ。飼い主以外には爪を立てることはあるかもしれない。

「それに城の兵士達からも不安の声が上がっている。あれは本当に人を襲わないのか、とな。実際、廊下ですれ違うたびに心臓が止まりそうになったと兵士達から苦情がきていてな……」

　ああ、恐らくそっちが本命なんですね……。

　部下からの相談事にも対応して、中間管理職ってやっぱり大変なんですね。とエストさんに少し同情する。

　そうこうしているうちに湖に到着するリーンちゃんと子供達。

　リーンちゃんがポチの背中から降りると、それと入れ違いに子供達が背中に乗っている。

　しかしポチは嫌がる様子はなく、むしろ子供達を乗せて、楽しそうにはしゃいでいた。

「やっぱ杞き憂ゆうじゃないですか。あれ、体が大きいだけの猫ですよ」

「……そう言われると、そう、かもな……」

　傍目から見てもポチが誰かを襲うような気配はまるでなかった。

　引き上げようとエストさんに進言しようとしたその矢先、突然ポチが目の前の子供の背中を咥くわえたかと思うと、そのまま空中にポーンと放り投げる。

「なっ!?」

「ほ、ほら！　見たことか！　やっぱりあいつは危険な獣だ！」

　再び慌てて駆け出すエストさんと一緒に走り出す。

　投げ飛ばされた子供をキャッチしようと体ごとダイブするオレとエストさんであったが──

「わ～～～～～～～い!!」

「「……え？」」

　聞こえたのは楽しそうな子供の声。

　見ると、放り投げられた子供はそのまま湖へとウォーターダイブし、すぐさま顔を出して楽しそうに笑っている。

　あっ、そういうことですか。気づいた時にはすでに遅く、オレとエストさんはその勢いのまま湖の中へ落ちていく。

「キョウさん!?　エストさん!?」

　すぐ後ろでリーンちゃんの慌てた声が聞こえ、オレはすぐさま湖から顔を出す。

「あー、ちょっと暑かったんでエストさんと一緒に湖にダイブしてたんだー。いやー、リーンちゃん偶然だねー」

「そ、そうなんですか」

　なんとか誤魔化そうと笑顔を浮かべるが、リーンちゃんの視線はオレではなく、その隣に向けられていた。

「でも、その……エストさんが浮かび上がってこないのですが……」

「え？」

　見るとオレの隣からブクブクと水泡が浮かんでいた。

　……あ、エストさん、鎧よろい着たままだ。




「ごはぁ！」

「おお、気がついた」

「エストさん、良かったです！」

「……こ、ここは？　私はどうなった？」

「鎧着たまま沈んだエストさんを、こいつが引っ張り上げたんですよ」

　そう言いながら、リーンちゃんの隣に座る巨大な猫ポチを見る。

「……お、お前が私を助けてくれたのか……？」

「ぐおぉん」

　獅し子しのような唸うなり声を上げ、ポチは心配そうにエストさんを覗のぞき込む。

　それに対し、エストさんは僅わずかに後ろに下がるような姿勢を見せるが、ポチが悪意なく、むしろ本気でエストさんを心配するような瞳で覗いているのに気がつく。

　ようやくそこでポチのことを認めたのか、苦笑いを浮かべながら立ち上がった。

「──そうか。では、礼を言わないとな。それと色々とすまなかった」

「ぐぉん？」

　その謝罪に、ポチもリーンちゃんも不思議そうな顔を向けるが、エストさんが頭を撫なでるとポチは気持ちよさそうに甘えた声を出した。

　そうして、しばらくポチを撫でていたエストさんだが、段々と体全体でポチを撫で始め、気づくと鎧を脱いでガチで抱きつき始める。

「あ、あの、姫様。こ、こいつに腹ばいとかお願いできますか？」

　恐る恐る問いかけるエストさんにリーンちゃんは笑顔で答える。

「勿もち論ろん、できますよ」

　リーンちゃんの一声ですぐにその場で腹ばいになるポチ。

　それを見たエストさんはすぐさまお腹なかにダイブし、わしゃわしゃとお腹のモフモフを堪たん能のうし始める。

　周りでは子供達も羨うらやましそうにそれを見て「姫様、次はオレがあれやりたいー！」と順番を競い始めていた。

　うむ。まあ、色々あったが、これなら大丈夫そうだ。

　ポチもリーンちゃんもお互いにもうすっかり信頼関係を築いており、オレがいなくとも二人はずっと仲良く暮らすだろうと確信することができた。

　しかしながら、この先、お腹を色んな人達からモフモフされ続けるポチを思うと少し大変そうな気もした。

　ふやけた笑顔でお腹をまさぐるエストさんに対し、ポチはどこか「やれやれ……」といった表情を浮かべているように見えた。

「ふふっ、エストさんのあんな顔、初めて見ました」

　一方で、そんなエストさんとポチを眺めていたリーンちゃんが笑顔を零こぼす。

　それを見て、オレは彼女と初めて会話をした時を思い出した。

　あの時のリーンちゃんはベッドから出ることなく、窓の外を眺め、本を読むだけの日々だった。

　友達と呼べる存在もなく、だからこそ彼女はオレの話に夢中になった。

　そんな彼女が今では自由に外を遊びまわり、その周りにはエストさんや子供達、他にも親友と呼べる魔物の姿がある。

　もう今の彼女なら大丈夫だとオレは確信を持つことができた。

　そう頰ほおを緩めていたオレに気づいたリーンちゃんが、こちらを振り向く。

「キョウさん。ありがとうございました」

「え、なにが？」

　唐突なリーンちゃんからのお礼に思わず疑問を口にしてしまう。

「私にポチをくれたことにです。あれって、お兄様に頼まれて栽培したんでしょう？」

　う、バレてる。

　知覚だけじゃなく、カンも鋭いんだなーと改めて感心する。

「まあ、そんなとこだけど、オレの方もリーンちゃんに何かプレゼントしたかったのは本当だよ」

　それは紛れもない本音だった。それを聞いてリーンちゃんも嬉しそうに微笑ほほえむ。

「はい！　私も嬉しいです！　キョウさんに会えて本当によかった。数え切れない程の素敵なプレゼントをありがとうございます！」

　微笑むリーンちゃんの顔を見て、思わず顔が赤らむのを感じたオレは咄とつ嗟さに顔を背けながらも、お礼の言葉を受け取る。

「あれ、キョウにリーンじゃない。なにしてんのー？」

「エスト嬢も一緒じゃないか。って、例のポチも本当にデカくなってるなぁ……」

「ほほう、なにやら楽しそうな雰囲気ではないか」

「結構なことではないか。オレ達も混ぜてもらうとしよう」

　声のした方を振り向くと、そこにはリリィ、ジャック、カサリナさん、更にはロスタムさんの姿があった。

　その姿を見るや否や、エストさんが慌てた様子で「て、帝王様！」とその場に起立する。

「よい。楽にせよ、エスト。お前のそのような姿を見るのもなかなか新鮮で楽しい」

「は、はあ？」

　帝王からのそんな冗談に、どう対処していいのか分からない様子のエストさんであったが、袖そでをクイクイ引っ張るポチに気づき、すぐさま頰を緩ませ、その頭を撫で回すのだった。

「で、さっきリーンと何の話してたのよ。キョウー？」

　一方でリリィはオレとリーンちゃんの間に入り、なにやら探りを入れてくる。

「はは、いやまあ、大した話じゃないよ」

「ふーん、そうなの」

　オレのその答えに対し、なぜかジト目を向けるリリィ。

　なんか最近コイツこういう態度増えたような気がするんだが、気のせいか？

　それを見てクスクスと笑い声を零すリーンちゃん。

　カサリナさんもジャックも、帝王様もそんなオレ達を見ながら微笑ましそうに笑う。

　相変わらずオレの周囲は騒がしいことこの上ないが、それでもこうした温かい空気に包まれるのは心地がよい。

　それは帝国で起きたとある日常の一ページ。

　オレにとっては、かけがえのない素晴らしくも優しい日常だ。

「時にキョウよ」

「はい、なんでしょうか？　帝王様」

「あのデザートタイガーだが……オレにもひとつ栽培してもらえないか？」

　……ひょっとして帝王様もアレ気に入りましたか？




　そんな帝国の昼下がりでした。

















あとがき






　ＦＧＯ最高だぜ！

　どうも、雪せつ月げつ花かです。めでたく『異世界ですが魔物栽培しています。』の二巻が出せて嬉しい限りです。

　こちらの作品は『カクヨム』などで掲載されておりますが、文庫版とウェブ版は内容が異なります。特にこの二巻からは、全く違うストーリーが進んで行くと言っても過言ではありません。

　なので今巻は、丸々全て書き下ろしだったりします。

　もし、文庫版を読んだ後にウェブ版を見ていただくと、その違いに驚くかもしれません。そうした違いを楽しむという点でも、ウェブ版を見てもらえると嬉しいです。あちらはあちらで、キョウ達のまた違う物語を楽しめると思います。

　それはそうと今回はいくつかのお知らせがあります。

　まず一つ目！　この『魔物栽培』がなんと漫画化しちゃいます！　というかもうしています！

　ウェブでの配信という事で、現在コミックウォーカーやニコニコ静画などで絶賛配信中、無料で読めちゃいますので、このあとがきを見て気になった方はぜひぜひウェブで検索してみてください！　素敵な漫画になっております！

　二つ目！　私が趣味で製作しておりましたフリーゲームの小説が出ております！

　こちらのタイトルは『徒あだ花ばなの館』というもので、『魔物栽培』とは毛色の違ったお話です。

　一言で言うと、殺人鬼が主人公の『ライ○ーゲーム』や『カ○ジ』みたいなものでしょうか？　そういった作品が好きな方にオススメです。

　もしも書店などでお見かけした際には、手に取ってもらえると嬉しいです。

　こちらのゲーム、実況動画でレトルトさんとキヨさんにプレイして頂いたものもありますので、そちらもぜひご覧ください。

　また続編として『徒花の館・紅』というものも公開しております。

　スマホを持ってる方は、ニコニコ動画の『ＲＰＧアツマール』などでもプレイ出来ます。こちらも歯ごたえのある心理戦となっておりますので、興味のある方はぜひぜひ！

　最後に三つ目！　前述したことに関係するお話ですが『魔物栽培』のゲームも出ています！

　というのも私が製作しました！　もしこの二巻発売までに出ていなかったら、私の製作スピードが遅いために起きた事故です。その際は遠い目で見守ってやってください……（笑）。

　あ、それともう一つご報告がありました！

　現在『カクヨム』では、ウェブ版の『魔物栽培』が載っているのですが、ファミ通文庫様の公式ページにて、書籍版『魔物栽培』をベースにしたオリジナル小説を掲載・連載しております！

　もしも、書籍版の外伝ストーリーや日常編が読みたいと思った方は、カクヨム版・ファミ通文庫様の公式ページをご覧くださいませ。

　タイトルは『異世界ですが魔物栽培しています。～ふたりの冒険者～』です。ここでしか登場しないリリィの後輩キャラクター、ミリアというキャラにぜひ注目くださいませ！

　それではあとがきページも少なくなってきたので、この辺りで。

　今回はご報告がいっぱいありましたが、あとがきのページを確保できてよかったです。

　次巻もまたキョウ達の世界樹の種を巡る新たな旅、新たな勇者、そして新たなＳＳランク魔物との出会いもあるかと思います。

　皆様に楽しんでもらえたらと思いますので、次巻もお会いできましたら、どうぞよろしくお願いいたします！
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